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　アンナの膂力りよりよくに耐えられる双剣を手に入れる──。

　そのためにローラたちは古代文明の遺跡である浮遊宝物庫ほうもつこに行き、二本の魔法剣を見つけ出した。

　雷の魔法剣と、風の魔法剣。

　古代文明が残した剣だけあって、たんに魔法の効果があるだけでなく、自ら意思を持って行動するという、世にも珍しい魔法剣だ。

　おまけにその二本は夫婦で、ローラたちと出くわしたとき、夫婦喧嘩げんかの真っ最中だった。

　それを仲裁したことで、アンナは魔法剣の夫婦から『マスター』と認められ、無事にギルドレア冒険者学園に持ち帰ることに成功したのであった。

　魔法剣は自分の意思で空を飛ぶことができるので、マスターであるアンナの後ろをふわふわと付いてくる。

　鞘さやに収めて持ち運ばなくてもいいので、楽ちんだ。

　とはいえ、抜き身の剣が空を飛んでいては、周りの人たちを不安にさせてしまう。

　そこで魔法剣に合うサイズの鞘を特注で作り、普段はそれに収め、アンナが背負って持ち運ぶことにした。

　これでパッと見ただけでは、普通の剣と変わらない。

　しかし魔法剣は二本とも気分屋なので、授業中、勝手に鞘から抜け出し、教室の中をふわふわ漂ったりしているらしい。

　当然、最初は教師も生徒も驚いていた。

　だがギルドレア冒険者学園は、そういった奇想天外なことがよく起きる場所だ。

　剣が空を飛んだくらいでは、さほどインパクトがない。

　二回目からは「お、飛んでる飛んでる」くらいの反応になり、普通に授業が続行されたという。

「戦士学科の一年生は肝が据わってるんですねぇ。魔法学科で剣が空を飛んだら、きっと大騒ぎになりますよ」

「そうかな？　ローラとシャーロットがいる時点で、剣が空を飛ぶより凄すごいことが毎日起きてると思うんだけど」

「はて？　心当たりがないですね……」

　放課後。

　いつものように戦士学科の訓練場にやってきたローラは、アンナの台詞せりふに首を傾かしげた。

　確かにローラとシャーロットは、一般的な生徒の基準から逸脱した魔力を持っている。

　ゆえに、ときどき騒ぎを起こしてしまうが……剣が勝手に空を飛ぶほうが凄いに決まっている。

「そうですわ。わたくしもローラさんも、近頃ちかごろは普通にしていますわ！」

　珍しく訓練場に付いてきたシャーロットがアンナに抗議する。

「……神獣がいる教室が、普通のはずないと思うんだけど」

　と言って、アンナはローラの頭の上に座っているハクを撫なでた。

「ぴー？」

　ハクは何を言われているのか分からないという声を出す。

「ほら。ハクも普通だよと言ってるじゃないですか。魔法学科一年はとても普通なのです。剣が空飛んでる戦士学科のほうが変なんです。と言うわけで、トラブルメーカーの称号は、アンナさんに差し上げます」

「そんな称号があったとは」

「エミリア先生のお墨付きです！」

「じゃあ、エミリア先生が納得しないと、その称号は私に移動しないと思うんだけど」

「……言われてみれば！」

　ローラは愕然がくぜんとした。

　どうやら、これからもトラブルメーカー扱いは変わらないらしい。

「ローラさん。そうやって押しつけなくても、大人しくしていれば、自然とトラブルメーカー扱いはされなくなるはずですわ。二人で頑張って大人しくいたしましょう！」

「はい！　エミリア先生の胃に穴が空かないよう、大人しくしましょう！」

　ローラとシャーロットは誓い合う。

　こういう誓いは今までも何度かやったが、どうしたわけか、なかなか守られない。

　今度も守られないような気がするが、しかし諦あきらめては駄目だ。

　大人しくしようという心意気は捨ててはならないのだ。

「それはそれとして。昼に約束したとおり試合しよう。ローラ相手じゃないと、怖くて魔法剣を使えない」

「望むところです。私も楽しみにしていました！」

「わたくしもそれが見たくて来たのですわ」

　浮遊宝物庫で見つけてきた二本の魔法剣は、非常に強力な魔力を秘めている。

　アンナはその力をまだ完全には使いこなせていない。

　力加減ができず、最悪、相手を殺してしまう恐れがあった。

　それゆえに授業中は、学校の備品である普通の剣を借りているらしい。

　だから魔法剣を使った特訓は、放課後だ。アンナはローラとシャーロットの指導のもと、魔法剣の魔力を使いこなす特訓を続けてきた。

　また風の魔法剣を使って、空を飛ぶ練習も重ねてきた。

　魔法剣を手に入れてから一週間が経たった今、そろそろ実践的な特訓をしてもいい頃合いだろう。

　つまり、試合である。

　魔法剣を魔力タンクとして使うだけでなく、実際に剣として操あやつって戦うのだ。

　その相手を務めるのに最も相応ふさわしいのは、ローラだろう。

　実力的にはシャーロットも十分条件を満たしているが、彼女は剣の心得がない純粋な魔法使い。

　いずれは魔法使いとの戦い方を身につける必要はあるが、やはり剣と剣の戦いから始めるのが感覚を摑つかみやすいはずだ。

「じゃあハクはシャーロットさんに預かってもらいましょう。危ないので」

「ぴー」

「ふふ。わたくしの腕の中がハクの別荘ですわ」

　ハクは本邸であるローラの頭から飛び立ち、別荘であるシャーロットの腕に飛び込んでいった。

「それでは、始めましょう、アンナさん！」

「私はいつでも大丈夫」

　ローラが長剣を両手で構えると、アンナも背負っていた二本の魔法剣を抜く。

　その瞬間、訓練場にいた他ほかの生徒たちが、自分の訓練を中断し、遠巻きにローラとアンナへ視線を向けた。

　なにせローラ、アンナ、シャーロットは名物生徒扱いされている。

　そしてアンナが新しい魔法剣を手に入れたという噂うわさは、すでに広まっていた。そのアンナがローラと試合するとなれば、観戦したくなるのも当然だろう。

「最初から本気でいい？」

「望むところですよアンナさん！　ドンと来い、です！」

　ローラは大きく頷うなずいて答える。

　どんな攻撃が来ても受け止める自信があった。

　確かに剣の腕前では、もうアンナのほうが一歩先に進んでしまった。魔法剣に秘められた魔力も膨大だ。

　しかしローラの持つ魔力は、それらを遙はるかに凌駕りようがしている。

　少しばかり剣の技量に差が付こうとも、圧倒的な魔力差は覆らない。

　これから先、アンナが更に剣士として成長し、かつ魔法剣の魔力を自在に操れるようになれば話は変わるかもしれない。

　だが現状、真っ向勝負でローラが負ける要素はなかった。

「じゃあ、行くよ」

　アンナは短く呟つぶやき、そして剣の魔力を解放する。

　まずは左手に持つ雷の魔法剣。そこから溢あふれた魔力がアンナの周りで放電現象を引き起こす。バチバチと音を上げながら、青白い雷がアンナを包み込む。まるで電気の結界だ。

　次に右手に持つ風の魔法剣。大気の流れを操り、アンナの体を砲弾のような勢いで押し出す。そこに脚力も加わり、学園全体に響くような爆音をともなって加速する。

　それは単純な体当たりだったとしても、岩をも砕く威力だろう。まして、その速度で繰り出される斬撃ざんげきとなれば、上級モンスターの皮膚すら紙同然に斬きり裂くはず。

　更にアンナは電撃をまとっている。

　つまり、アンナの剣を普通に剣で受け止めると、感電し動けなくなる──いや、それどころか黒焦こげにされてしまうかもしれない。

　これだから剣術と魔法の組み合わせは恐ろしいのだ。

　片方を防いでも、もう片方の攻撃で致命傷を負いかねない。

　しかし裏を返せば、両方を防いでしまえばいいという話。

　剣術と魔法の組み合わせはアンナの専売特許にあらず。

　むしろローラのほうが手慣れている分野だ。

　ローラは強化魔法で身体能力を大幅に底上げしつつ、同時に、全身と剣全体を防御結界でガードする。

　安物の剣だが、古代文明の魔法剣と打ち合っても、これで負けないはずだ。

「てやぁっ！」

　ローラはアンナの攻撃を己おのれの剣で弾はじこうと動く。

　まず狙ねらうのは、雷の魔法剣だ。

　刃と刃が触れた途端、強烈な電撃がローラを襲う。

　が、強固な防御結界がそれを完全に防ぐ。ローラは痛くもかゆくもない。

　電撃を無効化してしまえば、魔法剣はただの名剣に過ぎない。

　力とタイミングを合わせ、ローラは雷の魔法剣を無事に弾いた。

　しかし、もう一本。風の魔法剣が薙なぐような太刀たち筋すじで、ローラの横腹に迫り来る。

「──っ」

　とてつもなく速い。

　ローラの剣は一本。アンナは二本。この時点で、手数では圧倒的に不利。

　それに加え、技量でもアンナが勝っているのだ。

　電撃を防げても、このままでは剣撃を防げない。

　ゆえにローラは、強化魔法をより強くかけるしかなかった。

　これまでローラは、放課後にアンナと試合をするとき、アンナと同じくらいの身体能力になるよう強化魔法を調整していた。そのほうが剣の特訓になるからだ。

　だが、最早もはやそんな余裕はない。

　強化魔法でアンナに倍する身体能力を得て、強引ごういんに自分の剣を風の魔法剣にぶつける。

　かろうじて間に合った。

　そのまま力任せに弾き飛ばす──つもりだったのに、不意の突風により、体勢が崩れてしまう。

　弾き飛ばすどころか、転ばないようにこらえるのがやっとだった。

　もちろん、偶然に吹いた突風ではない。

　アンナが魔法剣を使って起こした風だ。

　ローラは一瞬であるが動きを止めてしまった。

　そこに先程弾いた雷の魔法剣が、もう一度振り下ろされる。

　今度は防げない。来ると分かっているのに反応できない。

　剣で防ぐのが不可能な以上、防御結界を分厚くして防御するか、あるいは攻撃魔法でアンナを吹き飛ばすか。

　いずれにせよ、そうなっては剣の勝負から逸脱している。

　つまり、ローラはすでに負けている。チェックメイトだ。

　それはアンナもよく分かっているだろうに、振り下ろす剣を止めようとしない。

　剣の勝負がついても、その先にある別の戦いを望んでいるということか。

　すなわち、何でもありの戦いだ。

　──だったら！

　アンナがそのつもりなら、ローラとしても望むところ。

　剣を振り回せる体勢ではないにしても、頭だけは回っている。

　手足を動かせずとも、集中力さえあれば魔法は使える。

　いや、簡単な魔法なら集中力さえ不要だ。

　風で体勢を崩されたのだから、意趣返しにローラも魔法で風を起こして、アンナを吹き飛ばしてやろう──。

　ローラがそう考えた瞬間、眩まばゆい閃光せんこうで目の前が真っ白になった。

　何も見えない。

　驚きのあまり、ローラは思考を止めてしまう。

　すると足払いをかけられた感覚。そして背中から転倒。

　そこに至り、ローラはようやく、雷の魔法剣が放った光で視界を潰つぶされたのだ、と理解した。

「まだです！」

　視界を奪われたローラは、四方八方に強風をまき散らす。

　するとあちこちから悲鳴が聞こえてきた。

　おそらくアンナだけでなく、観戦していた生徒たちも吹っ飛んだらしい。

　だが、今はそこまで気を遣っていられない。

　ローラは素早く起き上がり、剣を構え直す。

　そのときには視力が回復していた。

　やはり生徒たちが倒れている。

　しかしアンナはすでに立ち上がり、臨戦態勢を整えている。

「……今ので終わったと思ったのに」

「確かに雷の魔法剣で視界を奪いに来るとは思いませんでした。危なかったです。ですが、もう通じませんよ。強い光は遮断しやだんするよう、防御結界を調整しました。サングラス結界です！」

「そう。じゃあ小細工抜きで、力押しするしかない」

「本気ですか？　私はもう剣士としてではなく、魔法使いとして戦いますよ？　いくらなんでもアンナさんに勝ち目はありません！」

「それはそうだけど。今は勝ち負けより、この魔法の双剣でどこまで戦えるのか確認するのが目的だから」

　アンナは真剣な眼差まなざしをローラに向けてくる。

　強くなりたい──そう顔に書いてある。

　誰だれよりも強くなるために、まずは今の自分よりも。

　彼女らしく、一歩一歩、確実に前に進んでいこうという意志が見える。

「そういうことなら……分かりました。もうちょっと魔力を出しましょう！」

「じゃあ私は防御を考えずに全力で行く……殺さないでね」

「無論です！　魔法使いとしての私を信じてください！」

　ローラは自分に剣士としての才能がないとは思っていない。現に入学したときに測った適性値は高かったし、小さな頃から鍛錬を積んできた。弱いわけがない。

　が、それはあくまで常識の範囲内の才能にとどまっている。

　現にこうしてアンナに追い抜かれてしまった。

　だが魔法使いとしてのローラは、学園側いわく大賢者をも超える才能だという。

　ローラにとって剣術を使って戦うのは、もう趣味の領域になってしまった。

　本気を出すときは、魔法がメイン。

　魔法使いに徹すれば、アンナの本気を受け止め、かつケガをさせないように反撃する余裕くらいあるのだ。

「確かに。ローラなら信じて打ち込める」

　そしてアンナの持つ二本の魔法剣の刃が、竜巻に包まれた。

　激しく風が舞う。どこからか飛んできた木の葉が吸い込まれ、そして刃に触れる前に粉こな微塵みじんになる。

　その竜巻に、雷が加わる。

　大気そのものが燃えているかのように、激しく発光する。

　光の嵐あらしだ。

　溢れ出した雷が周囲の地面を焼いていく。

　アンナ自身の制服が焦げるほどの力だ。

　彼女がその剣で軽く土の地面を薙ぐと、ヨーグルトをスプーンですくったように抉えぐれてしまった。

　斬るというより、滅すると称すべき威力。

　人間など一刀のもと、直撃せずともかすっただけで跡形もなく蒸発させてしまうだろう。

　なるほど。これは授業中には使えない。

　ローラにだからこそ、使ってくれるのだ。

「真っ向から受け止めます！」

　ローラもまた、自分の剣に魔力を込める。

　ただし剣術で対抗しようとはもう思っていない。

　剣はあくまで、自分の魔力をアンナの魔法剣に叩たたき付けるための触媒。

　二重三重に刃を防御結界で固め、更に光のエネルギーをまとわせる。

「光よ、我が魔力を喰くらえ。刃に集え。雷と嵐をも焼き尽くす力となり、眼前の敵を打ち砕け──」

　久しぶりの呪文じゆもん詠唱。

　それによりローラの集中力が高まり、アンナにケガをさせずに勝つ分だけの、丁度いい魔力が剣に集まった。


「やばい、ローラちゃんの目が本気だ！　逃げろぉぉぉぉ！」



　観戦していた生徒たちが、悲鳴を上げて訓練場から逃げていく。

「ふ、ふふ……皆さん、根性が足りませんわ。わたくしは逃げたりしませんわ……！」

　シャーロットは声を震わせながら、ハクを抱きしめ、周りに渾身こんしんの防御結界を張り巡らせる。

　そして、ローラとアンナの剣が激突する。

　巨大な魔力と魔力の鍔迫つばぜり合い。

　勝利したのは、もちろんローラ。

　押し切られたアンナは、精神力を使いはたし、魔法剣の魔力を暴走させてしまう。結果、大爆発を引き起こした。

　もともと訓練場には天井てんじようが存在しないので、爆風と炎が空に向かって伸びていく。

　だが、それでもエネルギーが収まらず、ついには訓練場の壁を吹っ飛ばしてしまった。

　その爆発が収まったあとには、ローラただ一人が立っていた。

　アンナは吹っ飛び、地面に伸びて目を回している。

　シャーロットもハクを抱いたままひっくり返り、同じく目を回している。

「ぴー」

　ハクだけはシャーロットに守られたおかげで無事だったらしく、元気に羽ばたき、ローラの頭の上に戻ってきた。

「ふふふ、勝ちましたよ。アンナさんも強かったですが、私がちょっとその気になればこんなもんです。真っ向勝負なら、学長先生以外には負ける気がしません！」

　と、ローラは胸を張って自慢してみた。

　しかし誰も答えてくれない。

　観客は逃げたし、残った二人は気絶しているので当然だ。

　寂さびしいなぁとローラが思っていると、遠くからエミリアの声が近づいてきた。


「ローラさぁぁぁぁん！」



「あ、エミリア先生。私の勝利を讃たたえてくれるんですか？」


「訓練場を破壊するなんて、どうしてあなたは大人しくしていられないのよ！　こらぁぁぁぁぁっ！　今日という今日は許しませんからねぇぇぇぇ！」



「あ」

　やってきたエミリアは、ベヒモスのような表情になっていた。

　弁解する余地もなく、頭にゲンコツが振り下ろされた。

　ローラの頭の上にいたはずのハクは、エミリアの顔を見るなり、上空に逃げていた。おかげでゲンコツがローラに直撃する。

「痛い、痛いですよエミリア先生！　急に何するんですかぁ……」

「何するんですかはこっちの台詞よ！　トラブルメーカーにも限度があるでしょ！　学長にも叱しかってもらいます！　こっちに来なさい！」

「ひぇぇ、ごめんなさい……しばらく大人しくしていようという心意気はあったんです……でも、なぜかこんなことに……あたたた、ほっぺを引っ張らないでください……どうして私だけ……アンナさんも一緒に戦ってたのに！」
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　ローラの抗議は受け入れられず、そのまま学長室まで連行されてしまった。

　そのあとを、気絶から復活したアンナとシャーロットが、ハクを連れて追いかけてきてくれた。

　皆で怒られたら怖くないの精神である。





※






「へぇ～～、ついに訓練場を壊しちゃったんだぁ。まあ、いつかそうなるとは思ってたけどね」

　大賢者は学長室の机でバナナパフェを食べながら、のんびりした口調で言う。

　一方、ローラ、アンナ、シャーロットの三人は、床に正座させられていた。

　その横にはエミリアが立っており、かつてないほど目をつり上げている。

　なおハクは関係ないという顔で、その辺をウロウロして遊んでいる。

「学長！　もっと厳しく叱ってください！　甘すぎます！」

　エミリアが叫ぶ。しかし大賢者は表情を変えなかった。

「うーん……でもふざけて壊したんじゃなくて、ちゃんと訓練してたんでしょ？　訓練場で訓練するなってのも変な話だし」

「それはそうですが……もっと手加減をですね……」

「あら。学校の設備が貧弱だからって、生徒に手加減してもらうの？　そんな学校、通う意味がないじゃない」

「そ、それは、まあ、そうかもしれませんが……」

　エミリアは反論できなくなり、口ごもる。

　ローラも『言われてみれば自分たちは放課後まで訓練している生徒の鑑かがみなのに、どうして叱られなきゃいけないんだ』と思い始めた。

「なんてね。強くなりたいって想おもいはこの学校の生徒として正しいけど、ローラちゃんたちは規格外なんだから。本気を出すときは時と場所を選ばなきゃ駄目よ。もうあなたたちの力は、周りに影響を及ぼすものだって自覚しなさい」

「はーい……」

「面目ない……」

　ローラとアンナは謝った。

　確かにどんな理由があろうと、学校を壊すのはよろしくない。

　しかも、こうなるかもしれないという予感があったのに、ついついハッスルしてしまったのだ。

「シャーロットちゃんも、ね」

「わ、わたくしはあの場にいただけで、今回は何もしていませんわ……！」

「今回はそうなんでしょうけど。言わなきゃ、そのうちやらかすでしょ？」

「そ、そんなことは……ありませんわよ……？」

　シャーロットは自分で自分を信じていなさそうな口調で答える。

「というわけでエミリア。この子たちには言っておいたから。今日のところはこれで勘弁してあげて。また同じことをしたら、そのときは厳しく叱らなきゃだけど」

「……分かりました。確かに、訓練していた結果のことですから、今回だけは見逃しましょう。今回だけは」

　エミリアは『今回だけ』というところを強調する。

「大丈夫ですよ、エミリア先生。流石さすがの私たちも、同じ過ちは繰り返しません。多分」

「多分？」

「か、必ず！」

　ふざけて『多分』と言ってみたら、エミリアにギロリと睨にらまれてしまった。

　慌あわてて訂正する。

「エミリア先生。もう正座やめていい？　足がしびれる」

　と、アンナは自分の足を揉もみながら言う。

「ああ、うん。もういいわよ」

　エミリアのお許しを得た三人は、よっこいしょと立ち上がる。

　すると、ウロウロして遊んでいたハクが、ローラの頭の上に戻ってきた。

　説教タイムが終わったのを悟ったのだろうか。

「ところで学長。この子たちを叱らないにしても、戦士学科の訓練場はどうしましょう？」

「訓練場と言っても、更地を壁で仕切ってただけだし。新しく建てるにしても、そんなお金かからないから大丈夫よ。でも、どうせ作り直すなら、もっと頑丈にしたいわね。あとで陛下に頼んでおくわ」

「おお。すると私たちが本気を出しても大丈夫ということですね!?」

「うーん……そこまで頑丈にはできないわねぇ」

「がっかりです」

　ローラは肩を落とす。

　本気本気とは言っているが、さっき訓練場の壁を破壊したとき、ローラはまるで本気を出していなかった。

　いつもよりは力を込めていたが、あれでも手加減していたのだ。

　その程度の力すら発揮する場所がないなんて、悲しい話である。

「私たちは明日からどこで特訓したらいいんだろう？」

　アンナが疑問を口にする。

　するとシャーロットが髪をかき上げ、不敵に笑った。

「ふふふ。わたくしはいつも森で秘密の特訓をしていますわ。誰も巻き込まずに済むので、オススメですわ！」

「おお、なるほど！　王都の外まで行くのは面倒ですが、それしかないですね」

「でも、それって本当に誰も巻き込まないの？　近くに冒険者とか旅人とかいたりしたら、大変なことになるんじゃ……」

「い、一応、最初に確認してから始めますわ！」

「一応って……」

　アンナはシャーロットに疑わしそうな視線を向ける。

　ローラも同じ思いだったので、同じ顔をしてみた。

「ほ、本当にちゃんと周りに気を配っているのですわ！　誰も巻き込んだりしていませんわ！　信じてくださいましぃ！」

　シャーロットは必死な形相で弁明する。

「信じるので、そんな泣きそうな顔にならないでくださいよ。シャーロットさんなら、誰かが近づいてきたら気配で分かるはずですから」

「そ、そうですわ。そして、わたくしに気配を悟らせないほどの使い手なら、巻き込まれても平気ですわ！」

　酷ひどい理論のような気もするが、実際、シャーロットが気配を察知できないような相手は、ちょっとやそっとではケガもしないだろう。

　というか、シャーロットが魔法の特訓をしていたら、人間だろうと動物だろうと逃げ出すに違いない。

「では、私たちも明日からシャーロットさんと一緒に森に行きましょう」

「いつかローラさんに追いつくための秘密の特訓だったのですが……アンナさんの魔法剣に興味があるので、一緒に特訓するのも一興ですわ！」

「分かった。三人一緒ならいつもより楽しく特訓できるはず」

　アンナも森で特訓することに異存はないらしい。

　これは明日の放課後が楽しみだぞ──とローラがワクワクしていると、大賢者が冷水を浴びせるようなことを言ってきた。

「盛り上がってるところ悪いけど、王都の周りにある森は陛下の土地よ？　あなたたちが特訓したら木が何本も吹っ飛ぶと思うんだけど。王家の財産を破壊するなんて、やんちゃすぎない？」

　大賢者の言葉を聞き、ローラたち三人は固まる。

　特にシャーロットは引きつった顔になっていた。きっと身に覚えがあるのだろう。

「で、ですが学長先生。冒険者は森でモンスターを狩っていますわ……そして戦闘中に木々を破壊してしまうのは仕方のないことですわ！」

「そうそう。モンスター狩りは治安維持に必要だから、森を破壊してもお咎とがめなしってことになってるのよ。でも、あなたたちは特訓のために破壊するんでしょ？　陛下にバレたら怒られるわよ？」

　ローラは女王陛下が怒っているところを想像した。

　大国の女王という立場でありながら、気さくで話しやすい人だ。

　おまけに、本当は成人女性なのに、大賢者の魔法でローラよりも小さな女の子の姿に変えられている。

　抱きしめたくなるほど可愛かわいらしい外見だ。

　しかし先日、文化祭のとある事件がきっかけで、女王陛下は本気で怒っていた。

　一国の頂点に立つ者に相応しい、迫力ある憤怒だった。

　あの怒りが自分たちに向けられるのかと思うと、ローラは身震いしてしまう。

「シャーロットさん……ご愁傷様です……」

「そ、そんなローラさん……自分は関係ないみたいなことを言わないでくださいまし！」

「だって……私とアンナさんは未遂ですから……でもシャーロットさんは今まで毎日やってたんですよね？」

「シャーロット。牢屋ろうやに入れられたら、ちゃんと差し入れ持って行くから。頑張って」

　アンナはシャーロットの肩をポンと叩いた。


「う、う……まさか森で特訓することがそんな重罪だったなんて……皆さんと一緒に卒業したかったですわぁ……！」



　シャーロットは本気にしてしまったようで、ぽろぽろと涙を流し始めた。

　それを見て大賢者が慌ててフォローする。

「大丈夫よ。木材を盗んだとかならともかく、修行して木を折ったくらいじゃ、懲役とかないから。多分」

「多分ですの!?」

「いや、ほら、陛下は優しいから。それに黙ってたらバレないわよ。シャーロットちゃんが森林破壊をしていたのはここにいる人だけの秘密。シャーロットちゃんの将来のため、他言無用よ」

　そう呟き、大賢者は口に人差し指を当てた。

　たんに放課後をどこで過ごすかという話だったのに、王家をも巻き込んだスケールの大きな話になってきた。

　ローラは大犯罪に加担しているような気分になり、ゴクリとツバを飲み込む。

　が、冷静に考えてみると、そう大したことでもないような気もする。

「それで結局、私たちは放課後、どこに行ったらいいんだろう？」

　アンナが問題の本質を突いた。

　そうだ。重要なのはそれなのだ。

　シャーロットをからかっている場合ではない。

「草原に行ったらいいんじゃないの？　木をへし折る心配ないし。開ひらけた場所だから、いちいち気配を探らなくても、周りに誰かいないか一目瞭然りようぜんだし」

　大賢者の言葉に、ローラたちは手のひらを叩いて「おお」と声を上げる。

「その手がありましたか！　盲点です！」

「流石は学長先生ですわ～～」

「……それほど盲点だったかしら？　むしろあなたたちが、どうして今まで森にこだわっていたのかを聞きたいわ」

「いえ、だって、修行というのは、うっそうとした森の奥でやるものというイメージがあるのですわ！」

「あ、分かります。山ごもりとかもしたいですよね！」

「同感。草原だとちょっと、のどかすぎる」

　ローラたち三人は頷き合う。

　すると大賢者とエミリアも「確かに」と呟いた。

「……言われてみると、草原だとピクニックみたいねぇ」

「修行はある程度、険しい場所じゃないと雰囲気が出ないかも……？」

　先生たちもそう思うということは、やはり草原は特訓場所に相応しくないのかもしれない。

「これは困りました。雰囲気を取って森にするか、安全を取って草原にするか……迷いますねぇ」

「ローラさん。そこは安全を取るべきですわ。いくら冒険者でも、こんなところで冒険をしても無意味ですわ！　わたくし、牢屋生活は嫌ですわ！」

　シャーロットが悲鳴を上げる。

「確かに、シャーロットさんが牢屋に引っ越したら私も困ります。ここは雰囲気を犠牲にして草原にしましょう。でも……山ごもりもいつかやってみたいですね。私、一度でいいから滝に打たれてみたいです！」

「精神力が鍛えられそうですわ！」

「でも今は寒いから風邪かぜ引いちゃいますね。来年の夏になったらチャレンジしましょう」

「水着買わないと」

「お、アンナさん、どんな水着を買うんですか!?」

「まだ決めてないけど、可愛いやつ」

「わたくしが選ぶのをお手伝いして差し上げますわぁ」

「ぴー」

「おや、ハクも水着が欲しいんですか？　でも子供ドラゴン体型の水着ってあるんですかね？」

　そうやってローラたちがはしゃいでいると、横からエミリアが、

「それって修行じゃなくて、ただの水遊びなんじゃない？」

　と、冷静なツッコミを入れてきた。

　無論、ローラもそれに気付いていたが、しかし楽しむことも重要なのだと自分に言い聞かせ、エミリアのツッコミを無視した。
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　訓練場を壊してしまった次の日。

　ローラたち三人と一匹は、放課後に校門の前に集合し、草原を目指して飛び立った。

　これまではアンナが空を飛ぼうと思ったら、ローラかシャーロットの背中に乗るしかなかった。

　しかし今は、風の魔法剣を使うことにより、一人で飛ぶことができるのだ。

　それも、鞘さやに収めたままの状態で。

　とはいえ、まだコントロールしきれていない。

　なかなか一定の速度で飛ぶことができず、ローラとシャーロットを追い越してしまったり、あるいは遅すぎて遅れたりと不安定だ。

　仕方がないので、ローラたちがアンナの速度に合わせて飛ぶ。

「ごめん。まだ練習が必要みたい……」

「謝ることはないですよ！　真まっ直すぐ飛べるだけでも大したものです！」

　ローラはアンナを励ますが、別にお世辞で言っているのではなく、本当に大したものだと思っている。

　魔法剣から抽出した魔力で空を飛ぶというのは、自分の魔力を使うより遙はるかに制御が難しいに違いない。

「草原に行く前に、飛行の練習をしたほうがいいかもしれませんわね。さあアンナさん。わたくしの動きに付いてくるのですわ！」

　そう語ってからシャーロットはギューンと加速し、宙返りしたり、ジグザグに曲がったりと、アクロバットな動きをする。

「いきなりの高難易度……でもやってみる」

「流石さすがはアンナさん。チャレンジャーですね！」

　シャーロットを追いかけるアンナを、ローラは後ろから見守った。

　ハクは途中まで自分の翼で飛んでいたのだが、スピードに付いてくるのに疲れたらしく、ローラの頭に降りて休み始める。

「ぐぬぬ……シャーロット速い……追いつけない」

「おほほほほ！　これでもまだ本気ではありませんわよ、アンナさん！」

「シャーロットさんが悪役みたいなことを言ってます！　もう、駄目ですよ。アンナさんは空の初心者なんですから。もっとゆっくり飛んであげないと」

「スパルタ教育がわたくしの流儀ですわ！」

　シャーロットは更に加速して、ギューンと雲の上に行ってしまった。

　これではアンナが追いつけるわけがない。

　スパルタというより、たんにシャーロットが調子に乗っているだけである。

「シャーロットさんは放置して、先に草原に行きましょう」

「私も早くあのくらい飛べるようになりたい……」

　アンナは雲を見上げながら、羨うらやましそうに呟つぶやいた。

　が、次の瞬間。

　雲からシャーロットが真っ逆さまに墜落してきた。

「「ええ!?」」

　ローラとアンナが驚いて硬直していると、更に驚いたことに、雲の中から大賢者が現われた。

　大賢者はシャーロットを追いかけ、地面に落ちる前にキャッチする。

「がくちょーせんせー」

「あら、ローラちゃんに、アンナちゃん」

「ぴー」

「ハクも奇遇ねぇ」

「ぴぃ」

「……学長先生、何で雲の中から現われたの？」

　アンナが質問すると、大賢者は「実はねぇ」と切り出した。

「雲の上でお昼寝してたらね。急に背中にゴツンと衝撃が来て。びっくりして目を覚ましたら、シャーロットちゃんが落ちて行くじゃない？　もうビックリしちゃったわ」

「なるほど、やっぱり昼寝してたんですね」

　ローラはこの上なく納得した。

　大賢者は隙すきあらば昼寝してしまう。昼寝のために生きているのではないかと疑ってしまうほど寝ている。

　ローラにとってオムレツが大切なことのように、大賢者にとっては昼寝が大切なのだろう。

「ほら、シャーロットちゃん。起きなさい。私の昼寝を邪魔しておきながら、自分はのんびり寝るなんてズルいわよ」

　大賢者はシャーロットを抱き上げ、その頰ほおをぺしぺし叩たたいた。

「う、うーん……あら？　どうして学長先生が……」

「気持ちよく寝ていた私の背骨に頭突きをしておきながら『どうして』はないでしょ。私だって怒るときは怒るのよー」

「ああっ、頰を引っ張らないでくださいましー！」

　大賢者にほっぺを抓つねられたシャーロットは悲鳴を上げる。

「うーん……やっぱりローラちゃんのほっぺほど引っ張り心地がよくないわね……ローラちゃん、ちょっと引っ張らせてよ」

「い、嫌ですよ！　私、何も悪いことしてないじゃないですか！」

　何もしていないのに頰を引っ張られたら、それはもう虐待ぎやくたいだろう。

　女王陛下に告げ口しに行くしかない。

「そうねぇ……ま、ローラちゃんのことだし。そのうち、ほっぺを引っ張る口実が出てくるでしょ。草原に行くのよね？　私も同行するわぁ」

「ほっぺは引っ張らせませんが、学長先生が一緒なら、気の利きいたアドバイスをアンナさんにしてくれるかもしれませんね。ぜひ一緒に行きましょう！」

「剣は専門外だけど、魔法剣は魔法の道具だものね。指摘できるところがあるかもしれないわ」

「ありがたいお話。よろしくお願いします」

　アンナは空中で器用にぺこりと頭を下げた。

　というわけで、大賢者も一緒に草原に行くことになった。

　とても心強い。

　もっとも、油断していると大賢者は昼寝してしまうので、そうならないよう派手な修行にしないと。





※






「到着」

「思ったよりも時間がかかりましたわぁ」

「シャーロットさんがジグザグに飛んだり、学長先生に体当たりしたりするからですよ」

「それは不可抗力ですわ！　まさかあんなところに学長先生がいるとは思いませんわ！」

「それはお互い様よ。私だって寝ているとき、背中にシャーロットちゃんが激突するなんて思っていなかったもの」

　大賢者はシャーロットをジロリと睨にらむ。

「……つまり、かの大賢者の予測を超えた攻撃ということですわね！」

「へえ……あれって攻撃だったのね……シャーロットちゃん。ちょっとこっちにいらっしゃい」

「じょ、冗談ですわぁ！」

　シャーロットは草原の上を走り、ローラの後ろに隠れた。

　しかし身長に差がありすぎて、まるで隠れきれていない。

　そこでシャーロットは、ローラの頭の上にいたハクを持ち上げ、自分の顔に貼はり付けた。

「あのシャーロットさん。それはあまり意味がないと思いますが……」

　ローラは顔を上に向け、ルームメイトの愚かさを指摘する。

「ハクで視界を塞ふさぐことにより、現実から目をそらすことができますわ！」

「うーん……それは神獣の正しい使い方ではありませんねぇ」

「ぴー」

　ハクは四肢を使い、しばらくシャーロットの顔面に張り付いていたが、面倒になったのか、もぞもぞと頭の上まで登っていく。

　そして視界が回復したシャーロットは、大賢者の姿がないことにようやく気付く。

「あら？　学長先生は……」

「ここよ！」

「ひゃあ！」

　大賢者はシャーロットが現実から目をそらしている隙に気配を消し、彼女の背後に回っていたのだ。

　そして制服の中に手を突っ込み、脇腹わきばらをこしょこしょ。

「お、お許しを～～！」

「うふふ。現実から目をそらしちゃいけないという教訓よ」

　やはり大賢者は、昼寝の邪魔をされたことに相当怒っているようだ。

　ローラはシャーロットを反面教師に『寝ている学長先生に体当たりしないように気をつけよう』と誓いを立てた。

「学長先生。シャーロットをくすぐるのはその辺にして、私の魔法剣を見て欲しい」

「ああ、そうだったわね。シャーロットちゃんのもだえる声が可愛かわいくて、ついつい」

「酷ひどいですわ、あんまりですわ！」

「ぴー」

「ハクは慰めてくれるのですね……優しいですわぁ」

「ぴ！」

　ハクは前脚でシャーロットの頭をなでなでする。

　やはり神獣は頭の上に乗せてこそ、最高の働きをするのだ。

「じゃあアンナちゃん。魔法剣で私に攻撃してみて」

「学長先生に？　反撃したりしないよね……？」

　アンナは不安そうな顔になる。

　なにせ大賢者は人類最強だ。ローラですら足下にも及ばない。

　そんな彼女に反撃されたら、痛いでは済まないだろう。

「大丈夫、大丈夫。防御するだけ」

「本当？　くすぐったりしない？」

「……アンナちゃんも可愛い反応しそうね」

「私は何をされても表情が変わらないキャラだよ」

　と、アンナは青ざめた顔で呟く。

　すでに表情が変わってしまっていた。

「ふふ、冗談よ。本当に防御するだけだから。安心して打ち込んできて」

「分かった。信じる」

　アンナは頷うなずき、背負っていた鞘から、魔法の双剣を抜く。

　その瞬間、魔法剣たちの〝声〟が聞こえた。

　──ブゥゥゥン。

　──ぶぅぅぅん。

　大きな羽根が振動しているかのような低音が響く。

　ローラたちにはただの音としか認識できない。

　所有者であるアンナだけが、声として聞くことができるのだ。

「二本とも怯おびえてる。学長先生が強敵だって。もうちょっとオーラ消して」

「え、オーラ？　そんなの出してるつもりないんだけど……どうしたらいいのかしら？」

「安心感のある言動をしてみて」

「はぁーい、私、カルロッテ・ギルドレア！　麗しき大賢者って呼ばれてるわ。よろしくね！　きゃぴ！」

「……逆に怯えてる」

「どうしてよ！」

「学長先生、センスがちょっと古いですよ！」

「外見が若くても、やはり三百歳ですわ……」

「……あなたたち、あとで全員くすぐりの刑よ」

「ひえっ……アンナさん、学長先生を倒しちゃってください！」

「無茶ぶりすぎる」

　アンナは諦あきらめたように呟きつつ、口調とは真逆の激しい魔力を解放した。

　二本の魔法剣が放つ雷と風は、周囲の草を焼き、その燃えカスを舞い上がらせる。

　雷は天高くまで登り、風は見える範囲の草全てを揺らした。

　これでも魔法剣に秘められた魔力の、おそらく極一部を引き出しただけのはずだ。

　なのに、この威力。

　並の相手なら、近寄っただけで黒焦こげにしてしまうだろう。

「へぇ、なるほどね。もうこの段階でツッコミどころがあるけど……ま、とりあえず来なさいな」

　だが大賢者は涼しい顔で、手招きさえしている。

　招かれたアンナは、風を使って加速し、一瞬で距離を詰めた。

　大賢者の頭上に、二本の刃を振り下ろす。

　本当に手加減抜きだ。

　寸止めなど微塵みじんも考えていない。

　頭蓋骨ずがいこつを斬きり裂くための攻撃。

　絶対に受け止めてくれるという信頼がなければ、できない芸当である。

　大賢者は暴風を受けても平然と立っている。

　雷を浴びても皮膚や髪どころか服さえ焦げない。

　そしてアンナの信頼に応こたえ、魔法剣を受け止めた。

　ただし信頼に応えるにしても、その受け止め方は予想を超えていた。

「なっ!?」

　アンナは目を見開いて硬直している。

　横で見ていたローラとシャーロットも同様だ。

　なにせ、あの強烈な二つの斬撃ざんげきを、大賢者は人差し指だけで止めているのだ。

　指で挟んだのではない。

　本当に、指先の一点だけで、アンナの渾身こんしんの力を無効化している。

「えいっ」

　と軽く呟き、大賢者は魔法剣を押し返す。

　するとアンナは草の上にぺたりと尻餅しりもちをついてしまった。

　戦意喪失とともに、風も雷も消えてしまう。

「あら、大丈夫、アンナちゃん？」

「……びっくりした……訓練場を吹き飛ばしたときよりも、ずっとずっと魔力を引き出したつもりだったのに」

　アンナは大賢者に腕を引かれて立ち上がる。

「確かに魔力は凄すごかったけど……周りにまき散らしてるだけだから、威力に貢献してないわよ。見た目が派手なだけね」

「そうは言っても、現に訓練場は吹き飛ばせたよ？」

「広範囲に攻撃しようとしてそうなったならいいけど、目の前の相手に攻撃しようとして周りを吹き飛ばしたなら、それは魔力を制御できてないってことよ」

「なるほど。勉強になる」

　アンナはしみじみと頷いた。

　ローラとシャーロットも、改めて攻撃魔法の基礎を再確認する。

　特に、相手が小さいのに無駄に広範囲を破壊してしまうというのは、二人ともやりがちなことだ。

　魔力の無駄遣いなので、もっと効率的な戦い方を心がけたい。

「それで学長先生。さっきアンナさんの攻撃を受け止める前に『この段階でツッコミどころがある』と言っていましたが、それは何ですか？　私は、凄い魔力だなぁ、くらいにしか思わなかったんですけど」
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「わたくしも気になりますわ。アンナさんだけでなく、わたくしたちの参考にもなりそうですわ」

「あら、皆、勉強熱心ね。偉い偉い。で、ツッコミどころなんだけど……魔法剣から引き出した魔力が強すぎるってところよ」

　大賢者の言葉を聞き、ローラ、シャーロット、アンナが一斉に首を傾かしげた。それを真似まねっこしてハクも首を傾げた。

「魔力が強いのはいいことじゃないの？　制御はできてなかったみたいだけど……」

　アンナは質問する。

「使いこなせたら、ね。これはアンナちゃんだけじゃなくて、ローラちゃんとシャーロットちゃんにも言えることなんだけど。必要以上の魔力は、たんに無駄遣いというだけでなく、魔力の制御を難しくするだけで逆効果もいいところなの。ほら、体を動かすときだって、力むより肩の力を抜いたほうが上手うまくいったりするでしょ？　魔法も一緒」

「なるほどー。何となく分かる気がします！」

　魔力の力みすぎ、という感覚は、ローラもときどき自覚していた。

　もっと少ない魔力でも同じことができたのではと思い、何度か練習して、無駄を減らしていく。

　顕著なのは次元倉庫だ。向こう側の世界へ通じる〝門〟を開くには、かなりの魔力が必要である。しかし何度も次元倉庫を使っているうちに、より少ない魔力で素早く門を開けるようになってきた。

「わたくしも以前は力んでいましたが、最近は効率的な魔力運用ができるようになりましたわ！」

「うーん……シャーロットちゃんもローラちゃんも、私から見たらまだまだね」

「そうですの!?」

　シャーロットは自慢げな顔から、大変ショックな顔へと転落した。

　めまぐるしい人である。

「とにかく練習あるのみですね！」

「ローラちゃんとシャーロットちゃんはね。でもアンナちゃんは剣士だから魔力コントロールが苦手でも仕方ないし……そもそも自分のじゃなくて魔法剣の魔力を丁度よく引き出して制御するのは、ちょっとやそっとの練習じゃ無理だと思うわ」

「そんな……じゃあ私はこの魔法剣を使いこなせないの？」

「焦あせらないで。アンナちゃんにとってその魔法剣は、決壊した堤防のようなもの。水が次から次へと溢あふれて、制御どころじゃない。本当に必要なのは、必要なときに必要な量の水を取り出せる井戸。だから私が魔法剣を井戸に改造してあげるわ」

「改造？　そんなことできるの？」

「まあ、改造と言っても、魔力が出すぎないように、ちょいちょいっと術式を加えるだけだから。というわけで一晩だけ貸してちょうだい」

「一晩で済むとは凄い。じゃあ、お願いします」

　そう言ってアンナは大賢者に、二本の魔法剣を鞘ごと渡した。

　そのとき、ブゥゥゥンぶぅぅぅん、と魔法剣から低音が悲しげに響いた。

「……なんか、学長先生に怯えてる。改造されたくないって」

「えー、大丈夫よー。痛くしないからー」

　──ブゥゥゥン。

　──ぶぅぅぅん。

「……さっき指先で刃を止められたのが怖かったらしい」

「古代文明の魔法剣って意外と繊細な心を持ってるのね……まあ、怯えてても強引ごういんに持って行くわよー」

　大賢者がそう言ってアンナから鞘を受け取ると、魔法剣たちはブンぶん唸うなりながら、ガチャガチャと暴れ始めた。

「往生際が悪いわねぇ……今のままだとあなたたちがマスターの役に立てないから協力してあげようとしてるのに。聞き分けのない魔法剣は次元倉庫に入れちゃいます！」

　二本の魔法剣は、次元の彼方かなたに消えてしまった。

　可哀想かわいそうに。

　大賢者に目をつけられたら、古代文明の遺産といえど逃げられないのだ。

「学長先生。くれぐれも、剣たちには優しくしてあげてね？」

「あら、心外ね。私はいつでも優しいじゃない？」

「そうだけど。たまにサメの着ぐるみを着て、私たちを食べようとするし」

「それはあなたたちが可愛すぎるのがいけないのよー」

　などと言いながら、大賢者は次元倉庫からサメの着ぐるみパジャマを取り出して、目にもとまらぬ速さで着替える。

　そしてアンナをガシッと抱きしめ、耳をはむはむと甘嚙がみし始めた。

「わ、わ、食べられる。ローラ、シャーロット、助けて」

「大変です！　学長先生がサメになっちゃいました！　アンナさんが食べられている隙に逃げましょう！」

「アンナさんの貴とうとい犠牲は忘れませんわぁ……」

「ぴー」

「これは酷い」

　アンナと大賢者を放置し、ローラとシャーロットは草原を走り出した。

　が、次の瞬間、足下が氷で覆われ、すってんころりとすべって転んでしまう。

「ふふふ、私からは逃げられないのよ」

「ひゃあ、学長先生が迫ってきます」

「わたくしたちは食べても美味おいしくないですわー」

「ぴ！　ぴ！」

　抵抗空むなしく、ローラもシャーロットも、そしてハクも食べられてしまった。

　そうやって散々遊んだあと、王都に戻り、ラン亭でラーメンを食べて解散する。

　明日、魔法剣がどう仕上がっているか楽しみである。





※






「じゃじゃーん。これが改造した魔法剣よー」

　昨日と同じ草原で、大賢者は次元倉庫から魔法剣を取り出し、両手に持ってかかげてみせる。


「おおー……って、外見は変わってないですね」



「そりゃ、魔力が溢れないように調整しただけだもの」

「個人的には外見もパワーアップして欲しかったです」

　ローラは自分の剣でもないのに、不満を口にしてみた。

　とはいえ、魔力を絞ったのだから、これはむしろパワーダウンだ。にもかかわらず外見だけパワーアップさせたら、とてもチグハグなことになってしまう。

「わたくしがゴージャスにデコレーションして差し上げましょうか？」

　シャーロットは中身はどうであろうと、とにかくゴージャスにすればいいという思想らしい。

「今のままでも十分に格好かっこういいから、デコレーションしなくていいよ」

「アンナさん。遠慮なさらずとも……」

「いや。遠慮じゃないから」

　アンナにしては珍しく強めの口調で断った。

　なにせシャーロットに任せたら、魔法剣がどんな姿にされてしまうか分からない。

　シャーロットは私服がオシャレなので、美的センスはあるはずだ。

　しかし彼女が描いた絵は、壊滅的に下手くそだった。

　魔法剣のデコレーションというものが、オシャレと芸術のどちらに属しているのかは分からない。もし芸術だったら、直視できないほど無残な姿にされてしまう。

　つまりシャーロットに魔法剣を託すのは丁半バクチ。

　賭かけに出るにしては、リスクが高すぎた。

「外見の話はあとにしなさいよー。まずは魔法剣としての性能チェックよ」

「私も早くそうしたい」

　アンナは大賢者から二本の魔法剣を受け取り、鞘をベルトで背中に固定する。

　そして抜剣し、刃をきらめかせた。

　すると魔法剣から低音が鳴る。

　──ブゥゥゥン。

　──ぶぅぅぅん。

「……体を弄いじくり回されて恥ずかしかったって怒ってる」

「え、学長先生、魔法剣の体を弄くり回しちゃうような変態だったんですか……!?」

「昨日わたくしたちを食べておきながら、魔法剣にも手を出すなんて……けだものですわ！　見境なさすぎですわ！」

「ぴー！」

「ええ!?　誤解よぉ。魔力を抑える術式を作るために、魔法剣を調べただけよぅ。変態じゃないわ……」

「でも二本とも、乙女おとめ心が傷ついたって言ってるよ」

「えー、女同士なんだからいいじゃないのー」

　大賢者が言うとおり、魔法剣の人格はどちらも女性なのだ。

　女性同士なのに夫婦というのも妙な話だが、そもそも魔法剣の夫婦という時点で奇妙だ。

　些細ささいなことを気にしても仕方がない。

　きっと古代文明には、女性同士が夫婦になる風習があったのだろう。

「学長先生！　女同士は何をしてもいいというのは危ない考えですよ！　ね、シャーロットさんもそう思いますよね!?」

「そ、そうですわ！　許されるのはせいぜい、抱き枕まくらにすることくらいですわ！　それ以上はグッとこらえるのが礼儀というものですわ！」

「んん？　シャーロットさんは私に、抱き枕以上のことをしたいんですか？　というか、抱き枕以上のことって何ですか？」

「それは……秘密ですわ！　そんな大したことではありませんから、気にせずとも結構ですわ！」

「はあ……何やら怪しいですが、シャーロットさんの必死さに免じて、聞かないでおきましょう」

　ローラは慈悲の心で追求をやめた。

　だが気にはなる。

　抱き枕以上……布団ふとんだろうか？　敷き布団だとしたら酷すぎるし、掛け布団だとしても一晩中シャーロットの上に被かぶさっているのは寝苦しそうだ。

　これは確かに礼儀に反するなぁ、とローラは納得した。

　──ブゥゥゥン。

　──ぶぅぅぅん。

「よしよし。もう大丈夫だよ。次に学長先生の家にお泊まりするときは、私も一緒に行くから」

「あ、楽しそうなので私も行きます」

「そういうことであれば、わたくしが同行しない理由がありませんわ」

「あら。考えてみたら、あなたたち、まだ私の家に来たことなかったものね。いいわよ。いつでもいらっしゃい」

「わーい」

　と、ローラは飛び跳ねて喜びを表現した。

　大賢者は校舎の中に、自分が昼寝するためだけの部屋を作ってしまうほど奇想天外な人だ。

　その自宅となれば、珍しいものが沢山あるに違いない。

「とりあえず、魔法剣を使ってみる」

　アンナはまず、風の魔法剣を誰だれもいない方向に向け、軽く素振りをした。

　すると刃から風が放たれ、直線上の草を揺らしていく。

　まるで見えない指でなぞったみたいだ。

「……凄い。昨日まではどんなにセーブしようとしても、強い風しか出せなかったのに。狙ねらったとおりのそよ風が……しかも真っ直ぐ飛んでいった」

「使いやすくなったでしょ？　威力の下限が低くなっただけでなく、強い風の制御もやりやすくなったはずよ。やってみて」

「分かった」

　アンナは次に、つむじ風を起こした。

　それは草原の上で渦を巻き、徐々に大きくなり、竜巻と呼べるほどの規模になる。

「教室くらいの太さがある竜巻なのに、こっちにはまるで風が来ない。竜巻の中だけで納まってる。その上……竜巻を動かせる」

　その言葉どおり、竜巻は右に行ったり左に行ったりと不思議な動きをする。

「完全に私の意のまま。これでローラとシャーロットのスカートをめくってみよう」

「ななな!?　何を考えているんですかアンナさん！」

「風を操あやつれるようになったら、誰しも同じことをすると思う」

「やりませんよ！」

「アンナさんがご乱心ですわぁ！」

　ローラとシャーロットは、追いかけてくる竜巻から逃げ回った。

　しかし、どんなに走っても竜巻は諦めてくれない。

　やがて三分ほど経たったとき、逆向きの竜巻を作って相殺すればいいのだと気がついた。

「目には目を、竜巻には竜巻を、です！」

　ローラは立ち止まって回れ右をし、アンナのと全く同規模、かつ逆回転の竜巻を発生させた。

　それにより、二つの竜巻はエネルギーを打ち消し合って消滅。

　スカートは守られた。

「アンナさんの野望は打ち砕きましたよ！」

「やはり正義は必ず勝つのですわね！」

「ぴー」

「やはりローラには通じなかった……でも自分の手足みたいに風を操れた。比べものにならないくらい使いやすくなった。学長先生、ありがとう」

「ふふ、どういたしまして。次は雷のほうを使ってみて。そっちもいい感じに仕上がってると思うわ」

「分かった」

　アンナは雷の魔法剣を天にかかげる。

　その先端から小さな稲妻が四方に伸びる。稲妻の規模は小さくなったり、大きくなったりと変化した。

「おお、こっちも強弱をつけやすい。ちょっと試しに学長先生にぶつけてもいい？」

「いいわよー」

「ていっ」

　稲妻は予告どおり、大賢者まで飛んでいく。

　かなり強い電流のようだ。大賢者は激しくスパークしている。

　もちろん防御結界で守られているので、ダメージを負うことはない。

　それにしても、雷に包まれた女性がにこやかに笑っている光景は、かなりシュールだ。

「アンナさん、わたくしにもお願いしますわ！」

「そりゃー」

　稲妻は大賢者からシャーロットに移動する。

「ああ～～、防御結界の厚さを調節すると、適度な電流で、マッサージされているかのようですわぁ」

「おお、シャーロットさん、頭いいです！」

　浮遊宝物庫ほうもつこでも似たようなことをしていたが、電流のコントロールが精密になったせいか、シャーロットは前よりも気持ちよさそうな顔をしている。

　ローラは自分も真似しようと考えた。

　が、次の瞬間、それが浅はかだと思い知る。

「そんな微妙な厚さの防御結界じゃ、いざというとき困るよ。えい」

「あばばばばばば！」

　魔法剣から放たれる稲妻がわずかに強まった。

　それによりシャーロットはしびれ、変な声を出しながらビクビク痙攣けいれんする。

「酷いですわアンナさん！　わたくしに何の恨みがあるのです!?」

「これは魔法剣の性能テスト。色々試すのは当然。別にシャーロットのマッサージのためにやってるんじゃないから」

「そうですよシャーロットさん。お粗末な防御結界を張って電気マッサージしようとするのが悪いんです」

　ローラは一瞬だけ電気マッサージに憧あこがれた自分を棚上げし、シャーロットを糾弾する。

「うぅ……では本気で防御結界を張りますわ。なのでアンナさんも、本気で電撃を飛ばしてくださいな！　力比べですわ！」

「いいの？　この魔法剣、凄く使いやすいから、私が勝つかもしれないよ？」

「自信満々ですわねアンナさん。ですが、わたくし、これでも学園で二番目に強い生徒。そしていずれはローラさんを倒し、最強になる生徒ですわ。そう簡単に負けたりはしませんわよ！」

「私だって、いつまでも弱いままじゃいられない」

　シャーロットとアンナの間に火花が散った。

　それは不穏な空気ではなく、互いの力を正々堂々ぶつけ合おうという清々すがすがしいライバル心だった。

「若いっていいわねー。ケガしても治してあげるから、二人とも頑張りなさーい」

「シャーロットさんもアンナさんもファイトです！」

　大賢者とローラの声援を受けながら、二人は草原の上で対峙たいじした。

　最初に仕掛けたのはアンナ。

　雷の魔法剣を振り下ろし、稲妻の斬撃をシャーロットへ飛ばす。

　もちろん、それはシャーロットの防御結界に阻まれてしまう。

　が、稲妻はおとり。

　その輝きに隠れ、アンナは風をまとって飛翔ひしょうし、シャーロットの頭上をとった。

　二本の魔法剣が振り下ろされる。

　しかしシャーロットは回避するのではなく、逆にアンナに向かって飛び上がった。

　飛行魔法で急加速。

　結果、シャーロットの頭突きがアンナの腹に直撃する。

「ぐぬっ！」

　アンナは苦悶くもんの表情を浮かべ、上空へと吹っ飛んでいく。

　だが、それだけ。

　剣を落とすことも姿勢を崩すこともない。

　頭突きが当たる直前、腹筋に力を込めたのだろう。もともとアンナの筋力は常人を凌駕りようがしている。そこに強化魔法をかければ、高速の頭突きも防いでしまうのだ。

「水の精霊よ。我が魔力を捧ささげる。契約のもと顕現せよ──」

　シャーロットは上空のアンナを見据えながら、呪文じゆもんを唱え、人間サイズの水の精霊を二十体召喚した。

　それらは一斉にアンナめがけて飛んでいく。シャーロットはワンテンポずれて追いかけた。

　アンナは迫り来る精霊を見ながら、更に高度を上げて一定の距離を維持しようとする。

　と同時に、稲妻の斬撃を飛ばし、水の精霊を迎撃しようと試みる。

　が、水の精霊は稲妻などものともせず、一直線にアンナへと殺到した。

「……純水の精霊？」

「あら、戦士学科でも習うのですか？　ええ、そうですわ。完全な純水は電気を通さない。ゆえにこの精霊は、雷に対して無敵の盾となるのですわ！」

　純水の精霊のおかげで、シャーロットは防御結界に魔力を回さずに済む。

　余裕を持ってアンナとの追いかけっこができるのだ。

「あら。シャーロットちゃんったら凄いのね。純水を召喚するのって難しいのに。しかも、それに精霊を憑依ひよういさせて二十体も同時に操るなんて」

「おお、学長先生から見ても凄いということは、本当に凄いんですね。シャーロットさんは頑張り屋さんです！」

「そうね。ローラちゃんがいなかったら、確実に学園最強の生徒と呼ばれていたんでしょうけど」

「シャーロットさんは色んな意味で常識が通じないので、これから先、どうなるか分かりませんよ。もしかしたら私が負けちゃうかも!?」

「ふふ、そうね。でもローラちゃん、そう言いながら負ける気はないんでしょ？」

「もちろんです！」

　ローラは胸を張って言う。

　シャーロットの努力を認めることと、自分に対して自信を持つことは別問題だ。

　相手の力を認めつつ、その上で自分が勝つと考えるのは矛盾していない。見下しているわけでもない。

　ライバルとは、そういうものだろう。

　ローラには大賢者という目指すべき目標があり、そしてシャーロットとアンナが後ろから追いかけてくるからこそ、もっと強くなりたいと想おもうことができるのだ。

「それにしても、完全な純水は確かに電気を通さないけど……大気に触れた瞬間から純度が落ちていくわ」

「言われてみれば！　でもシャーロットさん、古い水を捨てて、新しい純水を召喚し続けてますよ」

「燃費が悪い戦い方ねぇ。私だったら精霊の周りを真空にして、不純物が入るのを防ぐわ」

「でも、それはそれで大変ですね」

「そうね。だから電撃を防ぐなら、変なことをしないで、普通に防御結界で自分を覆うのが低燃費なのよねぇ」

「なるほどー。でもシャーロットさんの魔力も結構多いですから、そう簡単になくなったりしないですよ」

　大賢者に『燃費が悪い』と評された戦い方をしながらも、シャーロットの表情には余裕があった。

　それを見てアンナは不利を悟ったのか、逃げの一手になる。

　進路を変えて地上に向かう。自由落下の加速を使って、精霊とシャーロットを振り切ろうとしているのだろう。

「甘いですわアンナさん！　その程度では逃げられませんわ！」

　シャーロットは純水の精霊を急降下させる。

　アンナは完全に周りを囲まれてしまった。

　これで勝負あり──と、ローラは思って見ていたのだが。

　しかし、アンナがそれを覆すような戦術に出る。


「なっ──！」



　シャーロットが驚愕きようがくを浮かべた。

　なにせアンナは、地面すれすれで強烈な嵐あらしを起こし、土煙を巻き上げたのだ。

　それに巻き込まれた純水の精霊は当然、不純物を吸収してしまう。

　ゆえに純度が落ちる──というより、見て分かるほど色が濁った。

　もはや泥水の精霊である。

　絶縁体としての機能は果たせない。

　よって、雷が通ってしまう。

　アンナが放った電流でダメージを負った精霊は人の形を保てなくなる。

　草原の上に泥水が広がる。

　そして、精霊の後ろに隠れていたシャーロットに、雷が直撃した。

「あばばばばばばばば！」

　純水の精霊が盾になってくれると信じ切っていたのだろう。シャーロットは薄い防御結界しか張っていなかった。

　よって雷を防ぎきれず、妙な悲鳴を上げて倒れてしまう。

「シャーロットに勝った。ぶい」

　アンナは指でピースサインを作り、勝利を宣言する。

　よほど嬉うれしいのか、頰が朱に染そまっている。

「ま、負けてしまいましたわ……手加減していないのに、普通に負けましたわ……」

　草の上で大の字に寝転んだシャーロットは、空を仰いで気の抜けた声を出す。

　負けたことが信じられないという顔をしていた。

「アンナさん、凄いです！　まさかあそこから逆転するとは！　素晴らしい機転です！」

「一気に不純物を入れたら、水の循環が間に合わなくなると思った。狙いどおり」

　見事な作戦勝ちだ。

　アンナは魔法剣の魔力を使いこなせるようになっただけでなく、その特性を利用した戦術まで立てられるようになった。

　本当に凄い成長速度だ。ローラもうかうかしていられない。

「でも、シャーロットの油断につけ込んだだけ。もう一回戦ったら私が負ける」

「そ、そうですわ！　油断しただけですわ！　次は負けませんわ！」

　シャーロットはむくりと起き上がって叫ぶ。
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　すると大賢者は冷ややかに笑い、説教を始めた。

「あら、シャーロットちゃん。油断していたってことは、相手の実力を見抜けなかったってことでしょ。自慢げに言うことじゃないわよ。それに次は負けないって、実戦だったら次なんてないのよ。あなたが今生きているのは、アンナちゃんがトドメを刺していないから。ちゃんと敗北を認めなさい」

「うぅ……分かっていますわ……本当は分かっているのですわ……アンナさん、あなたの勝ちですわ……！」

　シャーロットはアンナの勝利を讃たたえ、そしてポロポロと泣き始めた。

「シャーロット。泣かないで。また勝負しよう。学長先生が意地悪なこと言ってるけど、これは実戦じゃないから。次は油断しなければいい」

「アンナさん……今日は無様な戦いをして申し訳ありませんでした……こんなわたくしに次のチャンスを与えてくださり、ありがとうございます。次こそはアンナさんの剣技に相応ふさわしい戦い方をしてみせますわ！」

「言っておくけど、次の私はもっと強くなってるよ？」

「それは、わたくしもですわ！」

　シャーロットは立ち上がり、アンナと固い握手をした。

　ローラと大賢者は「いい話だなぁ」と感動する。

「ぴー」

　ハクも感動したのか、ローラの頭の上で声を上げた。

　神獣を感動させたのだから、きっと二人には御利益があるだろう。

　しかし、それはそれとして、夕飯時だ。

　ローラのお腹なかがぐぅぅと鳴る。

　早くオムレツを食べてくれ、と体が訴えているのだ。

　なにせ昨日の夕飯はラーメンに浮気うわきしてしまった。

　お詫わびにと今日は朝も昼もオムレツにしたのに、それでも足りないらしい。

「シャーロットさんとアンナさんの健闘を讃え、学食でオムレツパーティーにしましょう！」

「あら。そんなこと言って。二人を口実にオムレツを食べたいだけなんじゃないの？」

　と、大賢者がツッコミを入れてきた。

「そ、そんなことはないですよ？　私は純粋にシャーロットさんとアンナさんの戦いに感動したのです。その感動を語り合うには、感動的な食べ物であるオムレツが必要なのです！」

　ローラは口から出任せを並べてみたが、これは意外と説得力があるぞと自画自賛した。

　特に、オムレツが感動的な食べ物というところが素晴らしい。

　きっと人類の共通認識だ。

　ローラは自分自身の言葉に、じーんと感動した。

「ローラさん。オムレツを食べたいからって、わたくしたちを巻き込んではいけませんわ。それに朝も昼もオムレツだったのですから、せめて夜は違う物を食べるべきですわ」

「ち、違いますよ……私は本当にオムレツで二人を讃えようとしているのです！」

「噓うそをつくなんてローラは悪い子。これはお仕置きしないと」

「同感ですわ。ローラさんがいい子になるよう、わたくしもお仕置きしますわ！」

「あらぁ、楽しそう。私も混ぜてー」

「学長先生まで!?　ハク、助けてください。私は噓なんてついてませんよね！」

「ぴぃ」

　ハクはぶんぶんと首を横に振った。

「そんなぁ……」

「ローラ、覚悟」

「ですわぁ！」

　そしてローラは、両耳に息をふーと吹きかけられたり、太股ふとももをさわさわされたりと、沢山お仕置きされてしまった。
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　アンナとシャーロットが草原で戦った翌日。

　休日なのでミサキも誘い、四人と一匹で街で遊ぶことにした。

　お昼ご飯はもちろん、ラン亭のラーメンだ。

　いつも繁盛しているラン亭だが、休日の昼時となると輪を掛けて凄すさまじい。

　店の外まで客が並んでおり、なかなか入れそうになかった。

　そこで時間をずらすため、別の場所で時間を潰つぶすことにする。

「ショートケーキが美味おいしい喫茶店の噂うわさを聞いたであります。そこに行くであります」

「ミサキさん、ナイスアイデアです！」

「ケーキとラーメンは別腹ですわ」

「なんと意識が低い考え方。でも人は低きに流れるもの。ケーキのため、流されるしかない」

「ぴー」

　神獣ハクも頷うなずいている。

　これは行くしかないということで、ローラたちは喫茶店に向かった。

　そして出てきたショートケーキは本当に美味しかった。

　学食にもデザートのショートケーキがあるのだが、この喫茶店は使っている生クリームの量も質も桁けた違いだ。

　その甘さにほっぺたが落ちそうである。

「世の中にはこんな美味しいショートケーキがあるんですねぇ……人生は奥深いです」

「ショートケーキで人生を語ってしまうとは、ロラえもん殿の感受性は凄すごいでありますなぁ」

「どんな生き物も食べ物がないと生きていけませんからね。食べ物で人生を語るのは、むしろ自然なことです！」

「おおっ、凄い説得力であります！」

「ちなみに、人生を最も豊かにしてくれるのはオムレツですよ。皆さんもオムレツを讃たたえましょう。むむ、この店のメニューにもオムレツがありますね。追加するしかありません」

「ローラ。そんなことをしたら、ラーメン食べられなくなるよ」

「今日のお昼はラーメンと決まっているのですわ。いくらローラさんでも、その決定は覆せませんわ」

「うーん……じゃあ、この店のオムレツは後日の楽しみにとっておきます……」

　ローラは大人しく彼女らの意見に従うことにした。

　まだ食べたことのないオムレツを前にして引くなど残念極まるが、冒険者学園と同じ王都にある喫茶店だ。来ようと思えばいつでも来ることができる。

　オムレツよりも友達との約束を選ぶ。

　大人になったなぁ、とローラは自分に感心した。
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「ところでローラさん。次元倉庫の門を開くには、なにかコツのようなものがあったりしませんの？」

　ショートケーキを食べ終わった頃ころ、シャーロットがそんな質問をしてきた。

「次元倉庫のコツですか……？　特にありませんけど、急にどうしたんです？」

「わたくし、昨日一晩じっくり考えたのですが……やはりローラさんや学長先生の領域に至るには、次元倉庫を使えるようになることが必要不可欠ですわ。この問題は先送りにしてはいけませんわ。いい加減、わたくしも次元倉庫と真剣に向き合うときが来たのですわ！」

「昨日一晩？　シャーロットさん、昨日は私よりも先に寝てませんでしたか？」

「……夢の中で考えていたのですわ！」

「ははあ……器用な真似まねをするんですねぇ……」

　ローラは夢の内容などほとんど覚えていないし、覚えていたとしても、オムレツを食べている夢ばかりだ。まともな思考なんてしていない。ぼんやりしているのが夢というものだろう。

　そんな夢の中でも強くなることを真剣に考えているなんて、本当だとしたら大したものだ。

「シャーロットが次元倉庫を使えるようになったら、私じゃ相手にならなくなる。次元倉庫を覚えるのは、もうちょっとあとにしたら？」

「ご安心を、アンナさん。アンナさんと戦うときは、次元倉庫を使いませんわ」

「それは手加減されてることになるから嫌だ」

「シャーロット殿もアンナ殿も気が早いであります。そういうのはシャーロット殿が次元倉庫を使えるようになってから心配すればいいであります。あんなでたらめな魔法、簡単に使えるのはロラえもん殿や大賢者殿くらいでありますよ」

「ミサキの言うことにも一理ある。心配するのは早かった」

　アンナは真顔で呟つぶやき、コーヒーを飲む。

「それはつまり、わたくしが次元倉庫を覚えるのはずっと先だと仰おつしやっていますの!?　酷ひどいですわ！　今日中に使えるようになって、わたくしの実力を教えて差し上げますわ……次元倉庫、開け！　開け！」

　そう言ってシャーロットは、腕に奇妙な動きをさせ、空間に穴を空けようと頑張る。

　しかし無論、腕を振り回したくらいでは、空間に穴は空かないし、次元の壁も越えられない。

「シャーロットさん。店の中で騒いだら迷惑ですよ。もう食べ終わりましたし、行きましょう」

「開け！　開け！」

　まだ次元倉庫の練習を続けるシャーロットの腕を引き、ローラたちは喫茶店を後にした。

　そしてウィンドウショッピングを楽しもうとしたのだが、街を歩いている最中、シャーロットがずっと「開け……開け……」と呟き続け、恥ずかしいので早々にラン亭に逃げ込むことにした。

「それでシャーロットちゃんは奇妙な動きをしているアルか。てっきり怪しげな宗教にハマったのかと心配したアル」

　ラン亭の店長のランは、厨房ちゆうぼうから顔を出してシャーロットの動きにツッコミを入れる。

「わたくしはそんなものにはハマりませんわ！　これはれっきとした魔法の練習ですわ！」

「どっちにしろ、怪しい儀式じゃない」

　注文を取りに来たニーナが呆あきれた声を出す。

「開け！　開け！」

　だがシャーロットは構わず練習を続行する。

　驚異的な集中力だ。

「シャーロットさん。店の中ではやめましょうとさっきも言ったじゃないですか！」

「まぁまぁ。今はお客さんも減ったし、別に構わないアルよ」

　と、厨房からランが許可を出してしまった。

　大義名分を得たシャーロットは、調子に乗って続けるに違いない。

　と思いきや。

「いやいや。いくら他ほかにお客さんがいなくても、注文もせずに魔法の練習されたら困るんだけど。せめて何を食べるか決めてからにして」

　ニーナがぴしゃりとした口調で言って、シャーロットの動きを止めてしまった。

「普段は温厚なニーナ殿が怒ると大迫力でありますな」

「恐怖の余り動きを止めてしまいましたわ……」

「もう。いいから注文してよ」

　ニーナは腰に手を当て、ムスッとする。

「では、わたくしはチャーシュー麵めんにネギのトッピングですわ」

「私は冒険者ラーメン。ニンニク入れてね」

「私も冒険者ラーメンであります。ニンニクヤサイマシマシであります！」

「じゃあ、私とハクは普通のラーメンで」

「ぴ」

　全員の注文をメモしたニーナは、厨房に消えていく。

　それを見届けてからシャーロットは、再び次元倉庫を開くため怪しい動きを始める。

「シャーロット。ラーメンを待っている間くらい、落ち着こう。というか、今日はちゃんと遊ぼう」

「そうですよ。シャーロットさんが努力家なのはいいことですが、メリハリをつけましょう」

「全くであります。休むときは休むのも大切であります」

「こ、これが最後ですわ……これで開かなかったら今日は諦あきらめますわ……開け！」

　シャーロットは立ち上がり、そして気合いの一言とともに両腕を突き出した。

　その瞬間、手首から先が消えてしまった。

「え、ええ!?」

　当然だが、真っ先に驚きの声を上げたのはシャーロットだ。

　目を見開いて腕の先を見つめ、無言のまま口をパクパクさせる。

　アンナとミサキもギョッとした顔になる。

　厨房からランとニーナが現われ、悲鳴を上げた。

　だがローラは冷静だった。

　なにが起きたか分かっていたからだ。

「大丈夫ですよ、皆さん。シャーロットさんの手は、次元倉庫に行ったんです。消えたわけじゃありません」

「次元倉庫ですの？　わたくし、次元倉庫の門を開けましたの!?」

「はい。小さいですが、ほら。手首のところに黒いモヤみたいなのあるじゃないですか。それが門ですよ」

「こ、これが……やりましたわ！　これでわたくしも次元倉庫の使い手ですわ！」

　シャーロットは大喜びだ。見ているローラまで嬉うれしくなるくらいの笑顔を浮かべている。

　が、その笑顔がどうしたわけか一瞬で消え、シャーロットは真まっ青さおになってしまった。

「ど、どうしたんですか……？」

「抜けませんわ！」

「はい？」

「ですから……次元倉庫から手が抜けないのですわぁ！」

「ええ、そんな冗談でしょう!?」

　ローラはシャーロットの腕を引っ張った。

　しかし、本当に抜けなかった。

「んん？　丁度よくスポッとはまっちゃってますね……信じがたいほど絶妙な大きさの門です」

「感心してないでなんとかしてくださいまし！」

「ふふふ。では次元倉庫の先輩として、この門を大きくしてみせましょう。えいや！」

　ローラはかけ声とともに、シャーロットの次元倉庫の門に干渉しようとした。

　ところが、門に変化はなかった。

　シャーロットの腕は抜けない。

「あれれ……変ですね……門を広げるくらい、簡単なはずですが……えいっ、えいっ」

「大変であります。皆でシャーロット殿の腕を引っ張るであります！」

「でも、力任せにやったら千切ちぎれちゃうよ」

「千切れるのは嫌ですわ！」

　ローラは何度も門に干渉しようと試み、ミサキとアンナはシャーロットの腕をぐいぐいと引っ張る。

　だが、シャーロットが痛がるばかりで、まるで進展しなかった。

「……ラーメンできたアルが……どうするアルか？」

「食べないと伸びるけど……」

　いつの間にか、全員分のラーメンを持って、ランとニーナが立っていた。

「うーん……確かにラーメンが伸びるのは困りますね……シャーロットさんの問題は後回しにして、先にラーメンを食べましょう」

「ひ、酷すぎますわ！」

「でも、動けないだけで死の危険があるわけじゃないし」

「しばらく我慢するでありますよ」

「ぴー」

　というわけで、ローラたちはテーブルに戻り、それぞれのラーメンを食べ始めた。

「うぅ……いい匂においですわ、美味しそうですわ。目の前にわたくしのチャーシュー麵があるのに、それが伸びていくのを見ているしかないなんて……こんな屈辱は初めてですわぁ！」

　シャーロットは泣き叫ぶ。

　確かに、次元倉庫に手がはまってしまいチャーシュー麵を食べられないなんて、滅多に経験できることではない。おそらく人類史上初めてだろう。

「可哀想かわいそうなシャーロットさん……分かりました。私が食べさせてあげます」

　ローラはチャーシュー麵のどんぶりを持ち、割り箸ばしで麵をシャーロットの口に入れてあげた。

「ずるずる……美味しいですわぁ！」

　泣いていたシャーロットだが、チャーシュー麵の美味しさにニッコリ。

「よかったですね、シャーロットさん」

「これで万事解決」

「めでたしめでたし、でありますな」


「よかったですわぁ……って、なにも解決していませんわ！　このままではわたくし、一生ラン亭のオブジェとして生きていくことになってしまいますわ！」



「それは困るアル。商売の邪魔アル」

　ランは深刻そうに呟いた。
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「うっ、うっ……わたくしだって好き好んでこんな場所に突っ立っているのではありませんわ。いい加減、同じ姿勢でいるのに疲れてきましたわ……」

「とにかく、私の作ったラーメンが伸びるのを見ていられないアル。残りは私が食べさせてあげるアル」

「ああ……感謝ですわ……」

　ランが麵やチャーシューをシャーロットの口に運ぶ。

　シャーロットは泣きながら、それをずるずる啜すする。

　かつてないほど間抜けな光景だ。

　しかし、これは次元を超越した問題。どんなに間抜けに見えても、空間に穴が空いているのだ。ローラの力を以もつてしても解決できない大問題なのだ。

「ふぅ……相変わらずランさんの作ったラーメンは美味しいです！」

「ぴー」

　ラーメンを完食したローラとハクは、お腹なかをさすりながら余韻に浸る。

　だがそのとき、のんびりしていられない事態が発生した。

「お、おトイレに行きたいですわ……」

「そんなシャーロットさん！　そういうのは次元倉庫にはまる前に済ませておきましょうよ！　計画性は大切ですよ！」

「こんな事態を予測して行動なんてできませんわ！」

　言われてみればそうかもしれない。

　とはいえ、次元倉庫の練習をやめろと皆で忠告したのに続行してこのざまなのだから、自業自得なのは変わらない。

「漏もれてしまいますわ！　漏れてしまいますわ！」

「駄目アル！　お店で漏らすのは勘弁アル！」

「掃除するのは私たちなのよ！」

　ランとニーナが抗議してきた。

　だが、いくら抗議されても、シャーロットにはどうすることもできないのだ。

「ど、どうしましょう！　いくらなんでも、このままではシャーロットさんが可哀想です！」

「万が一に備え、バケツを持ってくるであります！」

「嫌ですわ、バケツにするなんて嫌ですわぁ！」

「しかし床にするよりはマシであります！」

　本格的に修羅場になってきた。

　ローラは普段、次元倉庫を何気なく使っていたが、まさかここまで恐ろしい魔法だとは思っていなかった。

　強力な魔法ほど制御に失敗したときに恐ろしい副作用を引き起こすと聞いたことがあるが……まさに眼前の光景がそれである。

「次元倉庫のことは学長先生に聞いたらいいんじゃないの？」

　この修羅場の中でも、アンナは冷静な指摘をしてくれた。

「なるほど！　アンナさん、凄いです！　私たちの頭脳担当ですね！」

「いや……皆がパニックになりすぎだと思う……」

「とにかく、学長先生を呼んできます！　シャーロットさんはそれまで頑張ってください！」

　ローラはシャーロットのため、ラン亭のために走り出した。

　目指すは学長室の隣にある、大賢者専用仮眠室である。
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「がくちょーせんせー！」

「ぴー！」

　そう叫びながらローラは学長室の扉を開け、更に隣にある仮眠室へと向かう。

　仮眠室に入るには、複数の魔法トラップを超えなければならないが、ローラはすでに慣れっこだ。

　一瞬で突破し、仮眠室に侵入する。

　やはり大賢者はお昼寝の真っ最中だった。

　困った人であるが、しかし、ここに来れば会える確率が高いという分かりやすさがあるので、そこは大変助かる。

「学長先生！　大変なんです！」

「むにゃむにゃ……どうしたのローラちゃん……アンナちゃんの魔法剣になにか問題でも？」

「いえ。魔法剣は別に……問題なのはシャーロットさんです！」

「シャーロットちゃんとローラちゃんが問題行動するのはいつものことじゃない」

「それはそうかもしれませんが……いやいや、いつものことじゃないですからね!?　シャーロットさんはともかく、私は違います！」

「えー？　あなたたち二人、いつもセットじゃないの」

「違います！　それを言うならアンナさんはどうなんです？　私たち三人はいつも一緒ですよ」

「アンナちゃんは一緒に行動していても、止める側でしょ」

「むむ……日頃の行いを正しく評価されてしまいました……いや、しかし、私よりもシャーロットさんが問題児ですよ！　ラン亭に来れば分かります。というか早く来てください！　大ピンチなんです！」

「なにがピンチなの？」

「シャーロットさんの膀胱ぼうこうが！」


「んー……？」



　大賢者は訳が分からないという顔をする。

　なんと物分かりが悪い人だろうか、とローラは憤慨しそうになったが、よくよく考えると、悪いのは自分の説明であった。

「早い話がですね。シャーロットさんが次元倉庫を開こうと頑張っていたら、小さな門を開いてしまったんです」

「あら、凄いじゃない」

「でも、その門にシャーロットさんの両手がスッポリはまってしまい、いくら引っ張っても抜けないんですよ」

「シャーロットちゃんらしいわねぇ……でも、ローラちゃんが門を大きくしてあげたらいいんじゃないの？」

「いや、それが。不思議なことに、いくら頑張ってもビクともしないんです。なんか変な開き方しちゃったみたいで」

「へえ……でも眠いから……あと三十分だけ寝ていい？」

「駄目です！　なぜならシャーロットさんの膀胱が限界だからです！　ギルドレア冒険者学園の生徒がラーメン屋でお漏らししたという評判が広まってもいいんですか!?」

「それは困るわねぇ……まったく、あなたたちはいつもトラブルばかり起こすんだから。そんなだからエミリアの胃が痛くなるのよ」

「で、ですから、いつもエミリア先生ばかりに迷惑掛けるのもどうかと思い、今日は学長先生向きのトラブルを起こしたんです！」

「トラブルを起こさないって選択肢はないの？」

「私たちは起こしたくないんですが、トラブルのほうは放っておいてくれなくて……」

「まるで自分たちは悪くないみたいな言い方ね……ま、とにかくラン亭に行ってみましょう」

「シャーロットさんがお漏らしする前に！　早く！」

「ぴ！」

　ローラとハクは大賢者の腕を引っ張りベッドから起こした。

　そしてシュパパパと大急ぎでラン亭に向かう。

「シャーロットさんの名誉はまだ無事ですか!?」

「そろそろ限界ですわぁ！　お助け、お助け～～！」

　シャーロットは太股ふとももを擦り合わせたり、ピョンピョン飛び跳ねたりして、おしっこを我慢している。

　おしっこの代わりに涙が流れている。

　いつ限界が来てもいいように、ラン、ニーナ、アンナ、ミサキはモップを持って待機していた。

「ふむふむ……これは確かに面倒な開き方してるわね……どうしたらこんなに空間をねじ曲げられるの？」

　大賢者は、シャーロットの腕の先にある門をしげしげと見つめる。

「知りませんわ、頑張っていたらこうなったのですわ！　観察していないで、早くなんとかしてくださいましぃ！」

「はいはい……でも、すぐには無理よ。これでもかって絡からまった紐ひもをほどくようなものなんだから」

　そう言って大賢者は門に手をかざし、目を閉じて集中する。

「お願いします……早く……もう、無理ですわ……ああ、あああ」

「はい、抜けた」

　ローラたちがいくら引っ張っても抜けなかったシャーロットの腕が、ついにスポンと抜けた。

　その瞬間、シャーロットは叫びながらトイレに走って行く。

「ふぅ……危ないところでしたわ……」

　しばらくすると、シャーロットが笑顔で帰ってきた。

「よかったですねぇ、シャーロットさん」

「お騒がせしましたわ」

「本当にお騒がせだったであります。大賢者殿でもほどくのに時間がかかるほど空間をねじ曲げるとは、シャーロット殿はよほどねじ曲がった性格をしているであります」

「ミサキさん、聞き捨てなりませんわ！　そんな酷いことを言うミサキさんはモフモフの刑ですわ！」

「のわぁっ、やはりそう来たでありますか！　しかし、やられてばかりのミサキではないであります！　おっぱいを揉もんでやるであります！」

「ひゃんっ、ミサキさん、それは反則ですわぁ！」

　シャーロットがミサキの尻尾しつぽをモフモフし、ミサキはそのくすぐったさに耐えながらシャーロットのおっぱいを揉む。

　激しいバトルだ。

　そして、とてもえっちだ。

「ローラ。見ちゃ駄目」

「わ、アンナさん、目を塞ふさがないでください。私にだって見る権利があるはずです！」

「そんなものはない」

　アンナは手のひらでローラの目を塞ぎ、いくら抗議しても離してくれなかった。

「ハクの教育にも悪そうねぇ」

「ぴ？　ぴー！」

　大賢者はハクの目を塞いだようだ。

　ハクの恨めしげな鳴き声が聞こえてくる。

「ああ、あんなに激しく胸を……凄い……」

「ニーナちゃんの教育にも悪いアルな。大賢者さん、何とかして欲しいアル」

「そうねぇ。じゃあ二人まとめて次元倉庫に入れちゃいましょう。あっちで仲良くじゃれあってねー」

　次元倉庫の門が開く気配がした。

　それと同時に、シャーロットとミサキの声が消えてしまう。

「ローラ。もう大丈夫だよ」

　アンナは手を離してくれた。

　復活した視界の中に、騒がしい二人の姿はなかった。

　ラン亭は噓うそのように静まりかえっている。

　皆はシャーロットのお漏らしに備えて持っていたモップを片付け始めた。

「ラーメン屋で騒ぐと、別次元に転送されてしまうんですねぇ……」

　ローラはしみじみと教訓めいたことを呟く。

　しかし、さほど役に立ちそうもない教訓だった。オムレツについて考えたほうが、よほど有意義な時間であろう。
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「今日の放課後、もう一度あの草原に行きませんか？」

　お漏らし未遂事件から二日後。

　学食で昼食を食べていると、シャーロットがそんな提案をしてきた。

「もぐもぐ。いいですよ。どうせ学校の訓練場だと、危なくて何もできないですからね」

　ローラはオムレツを頰張ほおばりながら答える。

「それで、シャーロットは何を企たくらんでるの？　お漏らしなら付き合わないよ？」

　アンナは真顔で尋ねた。

「そんなことしませんわ！　実は昨日一日、秘密の特訓をして、新必殺技を習得したのですわ。お二人には、そのテストに付き合っていただきたいのですわ」

　新必殺技と聞いて、ローラとアンナは顔を見合わせた。

　嫌な予感しかしない。

　またラン亭での騒ぎのようになる気がする。

　もっとも草原でなら、お漏らししても大丈夫だろう。

　たんにシャーロットのパンツがびしょびしょになるだけである。

「分かりました。シャーロットさんの新必殺技とやらがどの程度のものか、確かめてあげましょう！」

　そして放課後。

　約束どおり、三人は草原にやってきた。

「ぴ！」

　三人と一匹、である。

「それで、シャーロットさんの新お漏らし技とはどんなものなんです？」

「お漏らしはしないと言ったでしょう！　本当に凄い技なのですわ。それを証明するため……ローラさん、わたくしに軽く攻撃魔法を撃ってくださいな」

「軽くでいいんですか？　思いっきりやらなくてもいいんですか？」

「き、昨日覚えたばかりの技なので、まずは軽く、ですわ！」

「……シャーロットなのに随分と慎重な意見。さては偽物？」

　などと言いながら、アンナはシャーロットのほっぺを指先でつついた。

「なんと。シャーロットさんの偽物になるなんて、物好きな人もいるんですね」

　ローラも真似してつついてみた。

「本物ですわ！　わたくしだって慎重になることくらいありますわ！」

「うーん。はっきりとした証拠が欲しいですねぇ」

「これが証拠ですわ。えい！」

　シャーロットはローラを抱きしめてきた。

「おお、これは毎晩抱き枕まくらにされている感触と同じです。間違いなくシャーロットさん」

「信じていただけてよかったですわぁ」

「まあ、シャーロットさんに化けて得をする人なんていませんからね」

「酷いですわ。酷いことを言うローラさんは、こうしてやりますわ！」

「はひー、ほっぺを引っ張っては駄目ですー」

　ローラの頰は引っ張り心地がよいらしく、色々な人が隙すきあらば引っ張ろうとする。

　今もシャーロットが、むにむにと引っ張りながら、幸せそうな顔をしていた。

　人類の幸福に役立てるならローラも多少のことは我慢するが、しかし、こうしょっちゅう引っ張られるのは我慢の限界を超えている。

「シャーロット。新必殺技のテストをするんじゃなかったの？」

　アンナが指摘すると、シャーロットはハッとした顔になる。

「ローラさんがお可愛かわいらしすぎて自分を見失っていましたわ。恐るべしローラさん！」

「私としてはシャーロットさんの行動のほうが恐ろしいですよ。それで、軽い攻撃魔法って、火の玉とかでいいですか？」

「ええ、構いませんわ。ただ先に確認しておきたいのですが、ローラさんの言う火の玉というのは、どの程度のものですの？　まさか街を一発で火の海にするような巨大な火の玉ではありませんよね……？」

「握りこぶし大のです！　軽い攻撃魔法なんですから、そんな凄いの出すわけないじゃないですか。それとも街を火の海にする火の玉がお望みですか？」

「い、いえ、握りこぶしサイズでお願いしますわ！」

　シャーロットは叫び、タタタと走ってローラと距離を取った。

「さあ、ドンと来いですわ！」

　彼女は自信満々な顔でローラを見つめる。

　もっともシャーロットが自信満々なのはいつものことなので、さほど珍しくもない。

　ローラは手のひらの上に火の玉を作り出し、そして振りかぶって投げた。

　それにしても、シャーロットは何のつもりで、こんなことをしているのだろうか。

　この程度の火の玉、もともとシャーロットにとって脅威ではないはず。

　防御結界で防ぐのも、攻撃魔法で相殺するのも簡単なことだ。

　それをわざわざ草原に来てまでやっているのだから、深い意味があるのだろう。

　と、ローラが不思議に思っていると、不思議なことが目の前で起こった。

　シャーロットの目の前で、火の玉の軌道が曲がり、空の彼方かなたへ飛んで行ってしまったのだ。

　防御結界を使った形跡はない。

　風の魔法などで吹き飛ばしたわけでもない。

　おまけに不思議なのは、火の玉がそれる瞬間、景色そのものが歪ゆがんで見えたことだ。

　まるで空間をねじ曲げたかのように。

「あ、シャーロットさん、もしかして！」

「ふふふ、そうですわ。今のわたくしの魔力では、次元倉庫の門を完全に開くことはできません。それを逆に利用し、半端はんぱに門を開くことにより、空間を歪め、飛んできた攻撃をそらすのですわ！」

「おお、凄い発想です！　まるで頭がいい人みたいですよシャーロットさん！」

「このシャーロット・ガザード。転んでもただでは起きませんわ！」

　シャーロットは胸を張って自慢げにする。

　実際、本当に凄い魔法だとローラも思う。

　空間ごと歪めてしまえば、威力の大小と関係なく、どんな攻撃でもそらすことができる。

「さあ、ローラさん。次はもっと凄い攻撃をしてくださいまし。もはや、わたくしにはどんな攻撃も届きませんわ！」

「じゃあハクに攻撃してもらいましょう。シン・ハクゲキ砲を撃つのです！」

「ぴー」

　ローラは頭上のハクに強化魔法をかける。

　するとハクは口からオレンジ色の光線を吐き、シャーロットに攻撃した。

　ハクの光線は、鋼鉄を切断するほどの火力がある。

　しかし、歪んだ空間を超えることはできず、空にそれてしまった。

「ぴぃ？」

　自分の攻撃が曲がってしまった原理が分からないようで、ハクは不思議そうな声を出す。

「じゃあ、次は私が斬きりかかってみる」

「望むところですわ。アンナさん、いつでもどうぞ！」

「……行くよ」

　アンナは魔法剣を抜き放ち、風を操あやつって素早くシャーロットの後ろに回り込む。

　そして稲妻をまとった雷の魔法剣で斬りかかった。

　刃がシャーロットに当たる直前、やはり景色が歪み、剣は地面に突き刺さってしまった。

「横に薙ないだはずなのに、縦に振り下ろしてしまった……変な感覚」

「ふ、ふふ……空間を支配するわたくしには、いかなる攻撃も通じないのですわ！」

「でもシャーロット。ちょっと冷や汗かいてるよ。なんで？」

「ひ、冷や汗ではありませんわ。単純に暑いから汗をかいたのですわ」

「こんなに寒いのに？　いつ雪が降ってもおかしくないよ」

「わたくしは暑がりなのですわ！」

「そうなんだ。それはそれとして……えい」

　アンナは会話の最中なのに、不意に風の魔法剣をシャーロットに振り下ろした。

　また景色が歪んで、アンナは振り下ろしたのと同じ速度で振り上げてしまう。

　シャーロットは鉄壁の防御だ。

　本人の言葉どおり、どんな攻撃も通じないように見える。

　しかし、どうしたわけか、彼女の顔は青ざめていた。

「ア、アンナさん……急に攻撃しないでくださいまし！　びっくりしたではありませんか！」

「そんなこと言われても。攻撃はいかにして相手の不意を突くかが大事だし。シャーロットのそれ、もしかして急には使えない？」

「つ、使えますわよ？　現に、アンナさんの不意打ちを跳ね返したではありませんか！」

「でも、すっごい汗かいてる。間一髪と顔に書いてある」

　確かに、ローラからもそう見えた。

　シャーロットの顔には、間一髪の他にも「ヤバかった」「死ぬかと思った」など、色々な文字が浮かんでいる。

「ちょっと左右から同時に斬りかかってみよう」

　アンナは二本の魔法剣をグッと握りしめた。

　するとシャーロットは両手を突き出し、涙目になる。

「ちょ、ちょっと待ってくださいな！　二カ所同時はいけませんわ！」

「どうして？」

「どうしても、ですわ！」

「……二カ所同時に歪めることはできないの？」

「そ、そういう説もありますわ」

「その説が正しいか、確かめてみよう」

「駄目ですわ！　わたくし、真っ二つになってしまいますわ！」

「つまり、説じゃなくて、確実」

「……はい」

　シャーロットはようやく認めた。往生際の悪い人である。

「どうしよう。シャーロットの新必殺技を早くも攻略してしまった……」

　アンナは勝ち誇るのではなく、困惑した表情を浮かべ魔法剣を鞘さやに収めた。

「この程度で攻略した気になってもらっては困りますわ！　昨日覚えたばかりの技。まだまだ発展途上ですの！　今は不慣れなので一カ所を短時間しか歪められませんが……いずれ何百カ所も歪めて見せますわ！」

「なるほど……じゃあ、練習のため、今から私とローラでシャーロットをくすぐりまくるから、複数箇所を頑張って防御して」

「おお、それはよい考えです」

　ローラはアンナの言葉に激しく同意した。

　なにせローラはいつもくすぐられる側なのだ。

　たまにはくすぐる側に回ってもいいだろう。

「く、くすぐられたら集中できなくて、空間を歪めるどころか普通の防御結界も張れませんわよ！」

「まあまあ。そこで集中力を鍛えるのも修行の一つですよ。それではシャーロットさん……お覚悟！」

「えいや」

「あーれー」

　ローラとアンナがくすぐっていると、シャーロットは途中から魔法的な防御を諦め、走って逃げ出した。

　それは卑怯ひきようだと、ローラたちは追いかける。

「ぴー」

　ハクは趣旨を分かっているのか分かっていないのか、とにかく羽ばたいて追いかけてきた。

　どたばた走り回っているうちに、すっかり日が落ちてしまった。

　ハクだけでなく、全員が当初の趣旨を忘れてしまい、ただ追いかけっこを楽しんでしまったのだ。

「……私たち、何で走ってたんでしたっけ？」

「確か、シャーロットのお漏らしに関係があったような」

「違いますわ！　わたくしの新必殺技のテストをしていたのです！」

「あ、そうでした。それでシャーロットさんがくすぐりに耐えたら新必殺技が完成するんでしたよね」

「じゃあ、くすぐり再開」

「それも違いますわ！　そんなことより、早く帰らないと学食が終わってしまいますわ」

「それは大変です！　帰りましょう。シャーロットさんの新必殺技も大切ですが、『オムレツがなければ戦はできない』という格言もあります」

「……誰だれの格言だろう」

　ローラたち三人と一匹は、バヒュンとひとっ飛びで学園に戻り、学食に駆け込む。

　素早く飛行したので、営業時間が終わるまでにかなりの余裕があった。

「私たち、飛行少女ですね！」

「それだと不良みたいだよ」

「マッハ乙女おとめと名乗った方が格好かっこういいですわ」

「おお、シャーロットさんはそういうの考えるの得意ですね！」

「ふふふ、ネーミングセンスには自信ありますわ」

「そんなに格好いいかな？」

　アンナは首を傾かしげる。

　どうやら一人だけセンスが違うらしい。

　彼女は三人の中で一番常識人に近い。そのアンナが否定的なところを見ると、マッハ乙女はダサい名前なのかもしれない……。

　マッハ乙女と名乗るのはやめておこうと密かに誓うローラであった。

「おや、ロラえもん殿、ハク様。シャーロット殿とアンナ殿も。今日は遅い晩ご飯でありますな」

　食堂で働いている狐きつねの獣人ミサキが、カウンターの奥から話しかけてきた。

「草原に行って特訓していたんです！」

「わざわざ王都の外まで行って特訓していたでありますか。凄いでありますなぁ。私も一緒に行きたいところでありますが、流石さすがに三人の特訓には付いていけないであります」

　ミサキは残念そうに言う。

　実のところ、特訓していた時間は短く、ほとんど草原で追いかけっこして過ごしていたのだが、せっかくミサキが尊敬の眼差まなざしを向けてくれているので、言わぬが花であろう。

「特訓して疲れたので、オムレツください！　ハクの分も！」

「了解であります。ロラえもん殿はどんなときでもオムレツでありますな」

　そして、それぞれ好きな物を注文し、お盆に載せてテーブルに向かう。

「ところで皆さん。わたくしの新必殺技の名前を一緒に考えてくださりませんか？」

　シャーロットはハンバーグをナイフで切りながら、そんなことを言い出した。

「未完成の技なのに名前つけるの？　あんなのを実戦で使ったら、自分自身を必殺すると思うんだけど」

　アンナは冷静なツッコミを入れてから、エビピラフを口に運ぶ。

「名前は大切ですわ。必殺技の名前が決まれば、修行にも身が入るというもの。それにアンナさんも人ごとではありませんわ。その魔法剣たちに、まだ名前をつけていないではありませんか」

「……風の魔法剣と雷の魔法剣じゃ駄目なの？」

「地味すぎますわ！　せっかく強力な剣なのですから、強力そうな名前をつけるのが普通ですわ！」

「シャーロットに普通のなんたるかを語られてしまった……ローラはどう思う？」

「うーん……普通かどうかは分かりませんが、私だったら名前をつけますね。唯一無二の剣なんですから！」

「なるほど。何となくそんな気分になってきた」

　アンナが頷くと、テーブルに立てかけられていた鞘の中から、魔法剣たちの声が聞こえた。

　──ブゥゥゥン。

　──ぶぅぅぅん。

「二本とも名前が欲しいと言っている。何か考えないと」

「ふふ。わたくしの言ったとおりだったでしょう」

「確かに。シャーロットの正しさを認めざるを得ない。でも、どんな名前にしよう。剣の名前なんて考えたこともないから難しい」

「古代文明の魔法剣ですから……エンシェント・グレート・アルティメット・マジカル・ファイヤー・ブレードなどいかがでしょう!?」

　シャーロットはよほど自信作だったのか、身を乗り出して提案する。

「……雷と風の属性なのに、どうしてファイヤーなの？」

「では、そこをサンダーとハリケーンに変えたらよろしいですわ……いえ、古代言語では、雷はケラウノス。風をアネモイと呼んだらしいですわ。なので、エンシェント・グレート・アルティメット──」

「長い。シンプルに『ケラウノス』と『アネモイ』でいい」

　アンナはシャーロットの言葉を中断させ、魔法剣の名前を決めてしまった。

　──ブゥゥゥン。

　──ぶぅぅぅん。

「そう。気に入ってくれて何より」

　アンナは二本の鞘を撫なでた。

「わたくしは長いほうがいいと思いますが……本人……いえ本剣たちが気に入ったなら、それが一番でしょう」

　シャーロットは引き下がり、ハンバーグを食べる作業に戻った。

「ぴ！」

　するとテーブルの上でオムレツを食べていたハクが、なにやら自己主張を始めた。

　ハクは皿を前脚で押さえ、器用にオムレツを食べている。

　実に可愛らしい。

　だが今はオムレツを食べるのを中断し、顔を上げて「ぴ、ぴ！」と鳴いている。

「あ、もしかして、名前はシンプルなのが一番だと言ってるんですか？　ハクの名前もシンプルですからね」

「ぴぃ」

　ハクは大きく頷いた。

　なにせハクの姿は、白いドラゴンだ。

　白いからハク。

　この上なくシンプルで分かりやすい。

「神獣が言っているんですから、いい名前なんですねぇ」

「よかったよかった。あとはシャーロットの必殺技の名前を考える番」

「わたくしはハクが何と言おうと、自分が信じる名前をつけますわ！」

「それでこそシャーロットさんだと思います！」

　ローラは素直な気持ちで言った。

　シャーロットは己おのれの道を突き進むのが似合っている。

　他人の目を気にするのは相応ふさわしくない。

　まあ、気にしなさすぎるのも考えものだが。

「ローラさん、分かってくださいますの!?」

「はい。他の誰がなんと言おうと、私はシャーロットさんは格好いいと思いますよ！　いっそ、技の名前にシャーロットと入れたらどうでしょう？」

「わたくしの名前を！　それは盲点でしたわ！」

　ローラとシャーロットは盛り上がる。

　一方、アンナは信じがたいという顔をしている。

「技に自分の名前を……恥ずかしい……耐えがたい……」

　しかし、それはあくまでアンナの意見だ。

　常識を打ち破ってこその冒険者。

　他人から少々ダサいと思われても、押し通す強さが必要なのだ。

　これが少々ではなく、滅茶苦茶ダサいと思われていたら嫌だが……少々ならオーケーだろう。

　ローラも、これぞという技を編み出したら、自分の名前をつけてみようと思う。

「防御に使う技なんですから、それっぽい名前にしたいですよね。シャーロット・バリアーとかどうでしょう？」

「単純すぎますわ。もっとゴージャスでなければ、この技の偉大さが伝わりませんわ」

「なるほど……ではシャーロットさんならどんな名前を……？」

「ゴージャス・シャーロットによる華麗なるディメンション・バリヤー、ですわ！」

「おお……よく分かりませんが格好いいです！　特に自分のことをゴージャスと言ってしまう自信が凄いです！」

「ふふ、言うだけならタダなので、言わぬは損ですわ」

　そう言ってシャーロットは胸を反らす。

　実際にゴージャスな胸をしている。

　ローラも真似をしてゴージャス・ローラを名乗ろうかと思ったが、ゴージャスな部分がなかったのでやめにした。
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「それにしても。せっかく魔法剣を手に入れたんだから、そろそろ実際に斬きってみたい」

　食後のデザートにプリンを食べていると、急にアンナが怖いことを言い出した。

　ローラとシャーロットは青ざめる。

「ひえっ……私の防御結界は硬いから斬れませんよ！」

「わ、わたくしも全力で逃げますわ！」

「……誰だれも二人を斬るなんて言ってない。モンスターに決まってる」

　アンナは困惑気味に呟つぶやく。

「ああ、よかった。こっちを見ながら言うから、何事かと思いましたよ」

「アンナさん。主語は大切ですわ。省略してはいけませんわ」

「ごめん。でも、そっちの読解力にも問題があると思う……」

　まあ、アンナがローラたちを斬ろうと考えるわけがない。

　分かっていたのだが、アンナの声に迫力があったので、ついつい震え上がってしまったのである。

「でも、言われてみると、せっかくケラウノスとアネモイを手に入れたのに、特訓ばかりで実戦に使ってませんからね。では明日の放課後は、モンスター狩りに行きますか」

「試し斬りをするなら、可能な限り巨大なモンスターがよろしいと思いますわ」

「私も相手が大きいのは大歓迎だけど、大きなモンスターはランクが高い。Ｃランク以上のモンスターを倒したら、校則違反になる」

　アンナが指摘するとおり『ギルドレア冒険者学園の生徒は、Ｄランク以下のモンスターとしか戦ってはいけない』という校則があるのだ。

　ギルドレア冒険者学園を卒業すると、自動的に冒険者ギルドからＣランクの冒険者として認定される。

　逆に言えば、在学中はそれ以下の実力しかないということになる。

　つまり『Ｄランク以下のモンスターとしか戦ってはいけない』という校則は、未熟な生徒たちを守るためにあるのだ。

「大丈夫ですよ。一年生はともかく……三年生の先輩方は、こっそり強いモンスターとも戦っていると聞きますよ」

「そうですわ。あの校則は一般的な生徒のためにあるのです。上位の生徒は、卒業前にＣランク以上の実力を身につけていますわ」

「先輩たちは目立たないように上手うまくやってるから……私たちは目立つし……どうやってもバレると思う」

「そんなときこそ変装ですよ！　パジャレンジャーの出番です！」

「……パジャレンジャーの正体は、もう先生たちにバレてるから」

「ぐぬ……では変装を強化するのです。今こそパジャレンジャーは第二形態に進化するときです！」

　ローラはグッと拳こぶしを握りしめ、気合いを込めた宣言をする。

　だがシャーロットとアンナは懐疑的な顔をしていた。

「ぴー」

　ハクも心配そうに鳴いている。

　しかしローラは自信があった。

　パジャレンジャーの弱点は、着ぐるみパジャマから顔が見えてしまうことである。

　ならば、そこを改善すれば、あらゆる者の目を欺くことができるに違いない。

　というわけで次の日の放課後。

　授業が終わると同時に、学校近くの雑貨屋に駆け込み、サングラスを買う。

　そしてローラは着ぐるみパジャマに着替え、その状態でサングラスを装備した。

「じゃじゃーん。これがパジャレンジャー第二形態です。顔をサングラスで隠すことにより、変装は完璧かんぺきになりました」

「……本当ですの？　わたくしには完璧からは程遠いように見えるのですが」

「同じく。悪いことは言わないから、やめておいたほうがいいよ」

「それはシャーロットさんとアンナさんが、私の正体がローラだと知っているからですよ。先入観ってやつです。今の私はパジャレンジャーわんわん一号第二形態。まっさらな心で見れば、ローラだなんて少しも思わないことでしょう」

「そうかな」

　アンナは冷ややかな声を出す。

　まるで信じていないようだ。

　ローラは「やれやれ」と思いながら、職員室に向かった。

「今から突撃します。ふふふ、先生たちは誰も私の正体を見破れないはずですよ……あ、ハクを頭に乗せていたら流石さすがにバレそうなので、シャーロットさんに預けておきます」

「かしこまりましたわ。結果がどうなろうとも、ローラさんの頑張りは素晴らしいですわ」

「がんばれー」

「ぴー」

　皆の声援を受けて、ローラは職員室の扉を開け放ち、飛び込んだ。

　その瞬間！

「こら、ローラさん。職員室に入るときはノックして、クラスと名前を言ってからって教えたでしょ！」

　エミリアに怒られてしまった。

「わ、ごめんなさい！」

　慌あわててローラは退室する。

　廊下では真顔のシャーロットとアンナが待ち構えていた。

「……どうしたことでしょう。一瞬でバレてしまいました」

「一秒もかかりませんでしたわね」

「ぴぃ」

「さ。今日もローラの可愛かわいい失敗を見られたから、そろそろ真剣に問題に取り組もう」

「私は真剣でした！」

　ローラは自分の真剣さをアピールしてみたが、誰も真剣に聞いてくれなかった。

　世知せち辛がらい世の中である。





※






「やっぱり、困ったときは学長先生に聞くのが一番だと思う。ふざけているようでも、なんだかんだで頼りになる」

　廊下を歩きながら、アンナはそのような意見を口にした。

　魔法剣を改造してもらってから、彼女の中で大賢者の評価が急激に上がったらしい。

　それに実際、大賢者ほど頼りになる人はいない。

　サメのコスプレをして襲いかかってきたり、生徒に言われるがまま文化祭でスケベな格好かっこうをしてしまったりと、残念な部分も多いが、総合的には偉大な人である。

　その残念な部分が残念すぎて、迂闊うかつに近づくと酷ひどいトラブルに巻き込まれることもある。

　しかしローラたちは迂闊な性格なので、ほいほい近づいてしまう。

　それに大賢者がいなくてもトラブルは起きるので、頼っても問題ないだろう。

　とはいえ──。

「これはどうやってバレないように校則違反するかという企たくらみです。学長先生も先生です。いくらなんでも協力してくれないでしょう」

「言われてみれば確かに……」

「透明になる魔法とか、そんな感じの魔法はないんですかね？」

「探せばあるでしょう。しかし先生方に聞くわけにはいかないので……図書室に行って調べるのですわ」

「なるほど、名案です！　では図書室にレッツゴーです」

「ぴー」

　ローラたちは図書室にテクテク歩いて行く。

　いつも廊下を走って怒られているが、ローラはもうすぐ十歳になるので、そろそろ落ち着いた行動を心がけるのだ。大人になるのである。

　図書室に行くと、黒髪メガネの図書委員長が、いつものようにカウンターの中で読書していた。

　図書委員長は一瞬だけ顔を上げ、

「着ぐるみパジャマにサングラス……ローラちゃん可愛い……」

　と呟いて、また読書に戻った。

「図書委員長にも一発でバレた」

　アンナはそう言って、ローラの着ぐるみパジャマの耳を指先で弄いじってきた。

「うふふ。ローラさんのお可愛らしさは、この程度では隠せないということですわ」

　シャーロットも反対側の耳をつまんでピコピコと動かした。

「むむ……私は完璧な変装だと思っていたのですが……」

「ぴぃ？」

　ハクにまで疑問ありげな声をかけられたので、ローラはこの話題はもう掘り下げないほうがいいと確信した。

「それは終わった話です。今は魔法の本を探すのです」

「変装術の本でもよろしいのでは？」

「きっとまた一瞬でバレてエミリア先生に怒られる」

　シャーロットとアンナが、ニヤニヤしながら言ってきた。

　ローラはそれを無視して、魔導書のコーナーに向かう。

「幻惑系魔法大百科……これに載ってそうな気配です」

　それらしき本を見つけた。だが棚の一番上にあったので、手が届かない。

　するとハクがパタパタと飛んで、本を取ってきてくれた。

「ハクありがとうございます。でも……これじゃないです。私が欲しかったのは、隣の本です」

「ぴ？」

　ハクが持ってきたのは『今日からできる魔法少女』という謎なぞの本だった。

　ローラはジャンプしてその本を元に戻し、同時にお目当ての本を手に取って着地する。

　するとハクもローラの頭に着地した。

「シャーロットさん。アンナさん。それっぽい本を見つけましたよ。……なぜ変装術の本を持ってニヤニヤしてるんですか？　私はそんなものには頼りませんよ。すでに次のステージに進んでいるのです」

　年上のお姉さんたちの嫌がらせを無視して、ローラは毅然きぜんとした態度で椅子いすに座り、本を広げた。

　ローラに無視されたのがショックだったのか、シャーロットとアンナは一瞬だけ悲しそうな顔になり、変装術の本を棚に戻してからローラの両脇りようわきに座る。

「ほらほら。ここに認識阻害の魔法ってのが載ってますよ。幻惑魔法ってことは……特殊魔法ですね」

　ローラは本を指さして二人に見せる。

　魔法には様々な種類があるが、大雑把に分けると『攻撃魔法』『防御魔法』『回復魔法』『強化魔法』『召喚魔法』『特殊魔法』の六種類になる。

　この中で特殊魔法というのは、他ほかの五つに分類できない魔法を全てまとめたものだ。よって、特殊魔法の中にも細かい分類がある。

　たとえば、今ローラが開いている本のタイトルにもなっている幻惑魔法。あるいは飛行魔法。これらは特殊魔法の一種だ。

　それぞれ覚えるべきことが全く別で、同系統の魔法とは言いがたい。

　ただ一つ共通しているのは、特殊魔法は総じて難易度が高いということ。

　ゆえに、他の五系統の魔法を使えても、特殊魔法だけは使えないという人もいる。

　才能ある者だけに許された魔法なのだ。

　特殊魔法を使いこなせてこそ真の魔法使い、とさえ一部では言われているらしい。

「私は特殊魔法の適性値が９９９９なので、練習したらできるでしょう」

「わたくしも１０５ありますわ。できるはずですわ！」

「私の特殊魔法適性は10……しょんぼり……」

「ア、アンナさんは剣士なので仕方ないです……！」

「そうですわ。その代わり、アンナさんには素晴らしい剣技と、頼りになる魔法剣がありますわ！」

　しょんぼりしたアンナを、ローラとシャーロットが慰める。

　だが結局のところ、この認識阻害の魔法とやらをアンナが習得するのは無理だ。

　これを使って正体を隠すとすれば、ローラとシャーロットで彼女をフォローする必要があるだろう。

「二人ともありがとう……それで認識阻害の魔法って、つまりどういう魔法なの？」

「えっとですね。その名前のとおり、他の人から……いえ、他のあらゆる存在から認識されなくなる魔法らしいです。単純に姿が見えなくなるだけでなく、大声を出してもバレません。それどころか触っても気付かれないとか」

「それは凄すごい。つまりミサキの尻尾しつぽをモフりまくっても嫌がられないということ？」

「おお、そんな使い方もありますね。でもその場合、ミサキさんはモフられていることそのものに気付かないんでしょうか？　それともモフられているのは分かるけど誰にやられているのか分からないのでしょうか？」

「この本を読む限り、触られたことには気付けても、誰に触られたのかを認識できないようですわ」

「目の前にいても？」

「真正面から触っても分からないみたいですわ！」

「それは凄い。ローラのほっぺをムニムニし放題」

「素晴らしい魔法ですわ！」

「そんな邪悪な使い方は許しませんよ！」

　ローラは抗議したが、シャーロットとアンナは聞く耳を持たない。

　踊るように立ち上がり、本を持ってカウンターに行き、貸出手続きをしてしまった。

　ローラとて、本を借りること自体に異論はない。

　だが二人は『正体を隠したまま強くて大きなモンスターを狩る』という当初の目的を忘れているのではないか、と疑ってしまう。

　断じて自分のほっぺをムニムニなんかさせないぞ、とローラは誓い、二人を追いかけた。
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　そして三人と一匹は、幻惑系魔法大百科を持ってローラとシャーロットの部屋に行く。

　ベッドにごろんと転がり、より詳しく読み込むのだ。

「ふむふむ。認識阻害の魔法は、自分を透明にしたり、相手の五感に作用するのではなく……自分の存在そのものをこの世界から消して、少しズレた世界に移動させる……その上でこちらの世界に一方的に干渉できる、と」

「ローラ凄い。私は何が何やら難しすぎて分からない」

「えっへん。これでも魔法学科ですから」

　ローラは「ふんっ」と鼻息を荒くして威張った。

　実は本の文章を読み上げているだけで、さほど深くは理解できていないのだが、せっかくアンナに褒められたので素直に威張ってみたのだ。

「それにしても……自分の存在を世界から消すなんて、次元倉庫以上に高度な魔法のような気がしますわ。なにせ世界を改変しているのですから。こんな魔法の使い手が本当にいるのでしょうか……？」

　シャーロットが疑問を口にする。

「えっと……この魔法は理論上のもので、実際に使えた者は確認されていない……だそうです」

「すると、誰かが勝手に考えただけで、実在する魔法じゃないってこと？」

「早い話が、そういうことですね……」

　ローラとアンナは、がっくりと肩の力を落とす。

　が、シャーロットだけは、逆に目を輝かせ、全身から気合いをみなぎらせていた。

「理論上だけで、まだ誰も使えない魔法……それを使えるようになれば、わたくしの名前は歴史に残りますわ！」

「使えるようになったらね」

　アンナは冷たく呟くが、その程度でシャーロットのやる気は少しも揺るがなかった。

「このシャーロット・ガザード。努力では誰にも負けませんわ！　さっそく練習ですわ！　認識、阻害！　世界よ、わたくしの存在を消し、位相のズレた世界へと移動させるのですわ！　えいっ、えいっ！」

　シャーロットは適当な呪文じゆもんらしきものを唱えながら、えいっえいっと声を上げる。

　かなりうるさい。

　もの凄い存在感だ。

　嫌でも認識してしまう。

「シャーロットさん。ちょっと静かにしてください。私もやってみるので。シャーロットさんが騒いでいたら集中できないじゃないですか」

「これは難しいですわ。いくらローラさんといえど、一朝一夕には無理ですわ」

　本当にそうだろうか。

　物は試しだ。

　ローラは目を閉じて集中する。

「世界よ。森羅万象しんらばんしようよ。我が魔力を喰くらい、我が存在を消すがいい。あらゆる目と耳と鼻を欺き、六感すら惑わせ。幻を超えて、虚無と化せ──」

　口が自然と呪文を紡つむいだ。

　そしてローラの魔力が世界に染しみ渡り、何かがズレていく。

　目に見えている景色は同じ。シャーロットとアンナの呼吸も聞こえる。

　なのに、彼女らと同じ部屋にいるという感覚が消えていく。

　ローラは今、世界から少しズレたのだ。

「ローラさんとハクが消えてしまいましたわ！」

「今までここにいたのに……どこにいったの……？」

　シャーロットとアンナは、キョロキョロとローラを探す。

　同じベッドの上に座っているというのに、二人からは見えないのだ。

「ローラさんがいませんわ……魔力も探知できませんわ……どこにもいませんわぁぁ！」

「シャーロットさん。私はここです。頭の上にハクもいますよ」

「ぴー」

「ローラさんローラさぁぁぁんっ！」

　どうやら声も聞こえていないらしい。

　認識阻害は完璧に成功している。

　完璧すぎてシャーロットが泣き出してしまった。

「落ち着いてシャーロット。私たちが認識できないだけで、その辺にいるはずだから」

「ですが、このわたくしが、近くにローラさんがいるのに気配も感じられないなんて……これではいないのと同じですわ……！　ま、まさかローラさんは魔法に失敗して、本当に消えてしまったのでは……？」

　シャーロットがとんでもない心配を始めた。

　違うよ、と言ってやりたいが、声が届かない。これは困った。

「ぴー」

　するとハクがローラの頭から飛び立ち、シャーロットの胸に飛び込んだ。

　しかし、シャーロットもアンナもそれに気付いた様子がない。

　どうやら認識阻害の魔法を発動したときローラの体に接触していた者は、そのあとローラから離れても魔法の効果が持続するようだ。

「な、なんだか胸が重くなったような気がしますわ……」

「シャーロット。急に巨乳自慢してどうしたの？」

「別に自慢しているわけではありませんわ！　本当に重くなったのです！　ま、まさかローラさんがわたくしの胸を触っている……？　い、嫌ですわローラさん……触りたいのでしたら、こんな回りくどいことをせず、いつでも言ってくだされば……」

　と、そこでローラは認識阻害魔法を解除した。

「あ、ローラが出てきた。さっきと同じところに座ってる」

「私、一歩も動いてませんよー」

「なんだ……わたくしの胸を触っていたのはハクだったのですわね……」







[image: ]







　シャーロットはガッカリした声を出す。

「ぴぃ？」

　ハクはどうしてガッカリされたのか分からないらしく、不思議そうに鳴いた。

　そしてローラも理由が分からなかったので、ハクに答えてあげることができなかった。

「それにしてもこれ、凄い魔法ですよ。私だけでなく、私に触れていたハクまで消えていました。つまり、シャーロットさんとアンナさんと手を握って魔法を使えば、皆で消えることができます。強力なモンスターを狩りたい放題です！」

「素晴らしいですわ！　早速、実験ですわ！」

「もう一度、職員室に行ってみよう」

「では二人とも私の手を握ってください」

　シャーロットとアンナは、ローラの手をぎゅーっと握ってきた。

　そんなに強く握らなくても、と思いつつ、ローラは呪文を唱えて認識阻害魔法を発動させた。

「……これで本当に消えましたの？」

「私からは皆が見えるよ」

「透明になったのではなく、世界からズレたわけですから……同じようにズレた私たちは同じ場所にいるので、お互いが見えるんですよ。きっと」

「分かったような、分からないような……」

「理屈はあとでもよろしいでしょう。それより、わたくしたちが本当に消えているのか、職員室に行って実験ですわ」

「ぴー」

　そして全員で職員室に向かい、勢いよくその扉を開き、大声で叫ぶ。

「「「仲良し三人組、参上！」」」

　普通なら、この時点でエミリアを始めとした先生たちから強烈な説教が飛んでくるはずだ。

　だが、誰もローラたちを見ようとすらしない。

　無視しているという様子ではなく、本当に気付いていないのだ。

「あら？　扉が開いているわ。誰よ、開けたままにしたのは……」

　エミリアは呟き、椅子から立ち上がって扉を閉めに来た。

　その際、ローラとぶつかる。

　全く身構えていなかったローラは「おっとっと」とよろめいた。

　エミリアも急な衝撃に驚いたらしく、周りに何かあるのかと探している。

「変ね……何かにぶつかったような気がしたんだけど」

　目の前にいるローラたちに気付かず、エミリアは扉を閉め、また自分の席に戻った。

　その様子を見て、シャーロットは歓声を上げた。

「大成功ですわ！　ぶつかっても気付かれませんでしたわ！」

「不思議な感覚。幽霊になったみたい。幽霊になったことないから分からないけど」

「強力な分、悪用しようと思ったら何でもできちゃいますね……ちゃんと考えて使うようにしましょう」

「ですわね。校則違反を誤魔化ごまかすことのみに使うべきですわ。決して悪用してはなりませんわ」

「校則違反を誤魔化すのも十分悪用な気がするけど……趣旨には同感」

「というわけで、いったん解除しましょう」

「あ、待って」

　アンナがなぜか止めようとしてきた。

　しかし間に合わずローラは魔法を解除してしまった。

　その瞬間、職員室の先生たちの視線が、一斉にローラたちに向けられた。

「あ、こら、三人とも。いつの間に入ってきたの？　ちゃんとノックして名乗ってから入らないと駄目じゃないの、もう！」

「ひゃあ、ごめんなさい！」

　エミリアに怒られ、慌てて職員室を逃げ出す。

「だから止めたのに……」

「ローラさん、迂闊すぎますわ。何を考えていますの、と突っ込まざるを得ませんわ」

「ふぇ……何も考えていませんでした……」

「ぴー」

　皆から責められたローラは、認識阻害魔法の難しさを実感した。

　まあ、今のは流石に間抜けすぎると自分でも思うが、急に出たり消えたりできるのだ。

　慎重に使わないと、どんなトラブルを起こすか分からない。

　魔法剣の試し斬りに相応ふさわしいモンスターと戦うときまで、封印しておくことにしよう。
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　認識阻害の魔法は、相応しいときが来るまで封印する。

　そう心に誓った次の日、早くも相応しいときがやってきた。

「聞きましたかローラさん。王都から少し離れた森に、ヒュドラが出たそうですわ」

「はい。皆が噂うわさしてますよね。アンナさんの魔法剣を試すのに、絶好の相手なのでは」

　ヒュドラというのは複数の頭を持ったヘビのモンスターだ。

　本来はＢランク指定なのだが、たまに大型の個体が現われ、ベヒモスやリヴァイアサンと同格のＡマイナスに指定されることもある。

　今回現われたのは、そのＡマイナスだ。

　こういった強力なモンスターが現われると、あっという間に冒険者たちの噂になる。

　倒せば名を売ることができるから、腕に自信のある者は積極的に挑んでいく。

　逆に自信がない者は、危険を回避するために情報を集める。

　そしてギルドレア冒険者学園も、冒険者の卵が集まる学校だけあって、そういった噂には敏感だ。

　気分だけでもプロの冒険者になれる。

　とはいえ、生徒はプロの冒険者ではない。

　もともと噂というのは信憑性しんぴようせいが怪しいものだが、学校の中だけで確認した噂となれば、話半分にしか聞けない。

　しかし授業中、エミリアの口からヒュドラの話が出てきたことで、一気に信憑性が増した。

「あ、そうそう。森に大型のヒュドラが出たって噂、皆も聞いてるわよね？　ギルドからも通達があって、どうやら本当らしいわ。危ないから森には近づかないように。というか、ヒュドラが討伐されるまで、王都から出ないようにしてね」

　そう語ってからエミリアは、ローラとシャーロットをジロリと見つめた。

「な、なぜ私たちを見るんですか……クラスの皆に言ってるんですよね!?」

「そうですわ。まるでわたくしたちに言い聞かせれば、それで解決という顔をしていますわ！」

「だって。大型ヒュドラが出てきたと聞いて、実際に現場まで行こうとするのは、あなたたちくらいだもの」

　エミリアは冷ややかな声で言う。

「酷い言いがかりです！　この学校の生徒は全員が冒険者の卵。つまり好奇心旺盛おうせい！　大型ヒュドラを一目見たいと思うのは必然です！　ね、皆さん、そうですよね!?」

　ローラは皆の同意を得ようとした。

　が、クラスメイトたちは首をブンブンと横に振った。

「あ、あれ……？」

「好奇心があるからって、実際に見に行くのはあなたたちだけなのよ。だって下手したら死んじゃうもの」

　エミリアが言うと、クラスメイトたちは首をウンウンと縦に振った。

「見てみたいのは確かだけど……実際に行きたくはないよな」

「Ａマイナスって、ドラゴンよりちょっと弱いだけじゃん。頼まれても嫌だね」

「もはや校則がどうこうって話じゃないわよね」

「プロの冒険者でも、かなり上位のパーティーじゃないと近づかないだろ」

　そんな声が聞こえてくる。

　ローラはカルチャーショックで仰天した。

　こっちはどうやってバレないように校則を破ろうかと考えているのに、皆は校則がなくても行かないと言っているのだ。

　しかし考えてみると、無理もない。

　普通の生徒から見たら、大型ヒュドラは絶対に勝てない相手。ローラにとっての大賢者のような存在だ。

　それが暴れているところに好き好んでいく者がいたとしたら、ただ無謀なだけだ。勇気とは言えない。

「大丈夫ですわ、エミリア先生。わたくしたちも大人しくしていますわ。叱しかられるのは嫌ですもの」

「本当に？　アンナさんの魔法剣の試し斬りに丁度いいとか考えてない？」

「「ギクリ」」

「……今、ギクリって言ったでしょ？」

「じょ、冗談ですわ！」

「そうです。ちょっとしたお茶目です。図星を突かれてつい漏もれたわけではありません！」

「ふーん……」

　エミリアの視線は、もの凄く疑惑に満ち溢れていた。

　全くもって少しも信じていない顔だった。

　少しは信じてくれてもいいのに、と訴えたかったが、実際に大型ヒュドラを試し斬りに使うつもりなので、エミリアの疑惑は１００％正しかった。

　生徒の考えをよく理解している、いい先生だ。

　そんな生徒想おもいのエミリアを騙だますのは心が痛むが……知らぬが花という言葉もある。

　お互いのため、騙すしかないのだ。

「あなたたち三人が王都を抜け出さないか、先生たち皆で監視することにします。もし抜け出したりしたら……」

「ま、まさか、お尻しりペンペンの刑ですか……？」

「ローラさんは三日間オムレツ禁止の刑！　シャーロットさんも同じく三日間ローラさんを抱き枕まくらにしてはいけない刑！　アンナさんは何を禁止にしたらいいかしらね……ふふふ」

　エミリアは意地悪そうな笑みを浮かべた。

「殺す気ですか!?」

「生徒に対する虐待ぎやくたいですわ！」

「……おおげさねぇ。ま、何にせよ、王都を出なきゃいいのよ。分かった？」

「「はーい」」

　素直に返事をしておいたが、エミリアの顔から疑惑の色は消えていない。

　きっと、本当に先生たちで監視するつもりなのだろう。

　逆にいえば、その監視網に引っかからなければ、王都の中で大人しくしていたという証拠になる。

　もちろん、実際には証拠とは言えない。監視網をかいくぐって脱出した可能性だってあるのだから。

　だが、監視網を突破されたとなれば、それは教師たちの敗北。

　うるさいことは言ってこないに違いない。

　つまり、これはローラたち三人と、教師たちの勝負。

　いざ尋常に──と言いたいところだが、ローラには認識阻害魔法という切り札がある。

　──ふふふ、エミリア先生には悪いですが、やる前から勝負は分かっているのです！
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　そして放課後。

　三人は再び、ローラとシャーロットの部屋に集まり、作戦会議を始めた。

「先生たちの目がどこにあるか分かりません。この部屋から認識阻害魔法を使って、現地に行き、ヒュドラを倒し、帰ってくる……この間、認識阻害をかけっぱなしです。バレる確率をゼロにします！」

「確かにそれなら絶対にバレませんわ。反則的な隠密性ですわ」

「でも大丈夫なの？　慣れない魔法をそんな連続で使って。途中で解けたりしたら、大変だよ？」

　アンナが心配そうに呟く。

　確かに、認識阻害魔法は昨日覚えたばかり。

　長時間の使用はまだ未経験だ。

　もしローラの魔力でも短時間しか持続しなかった場合、森の中で元に戻ってしまう。

　おそらく、そこら中に教師の目があるはず。

　この学園の教師は例外なく、優秀な冒険者だ。

　認識阻害を解除した場合、まず間違いなくバレると思ったほうがいい。

「……でも、大型ヒュドラがいつまでもいるとは限りません。誰かに討伐されてしまうかもしれません。ケラウノスとアネモイの試し斬りに相応しいモンスターが次にいつ出現するか分かりませんし……ここは行くべきです！　冒険です！」

「ある意味、今までで一番の大冒険ですわ。しかし、危険を恐れていては成長できませんわ！」

「……分かった。私も早くケラウノスとアネモイで実戦をやってみたい。行こう、今から」

「おお、アンナさん、いつになく積極的です！　ハクもそれでいいですか？」

「ぴぃ」

　ベッドの上で座っていたハクは、力強く頷うなずいた。

　もっともハクは教師たちに見つかっても怒られたりはしないだろう。

　だが一応、ハクもパーティーの一員だ。意志を確かめる必要がある。

　それに神獣の同意があれば縁起がいい。

　というわけで、ローラは頭にハクを乗せ、それからシャーロットとアンナと手を繫つなぐ。

「世界よ。森羅万象よ。我が魔力を喰らい、我が存在を消すがいい。あらゆる目と耳と鼻を欺き、六感すら惑わせ。幻を超えて、虚無と化せ──」

　呪文を唱えて、認識阻害の魔法を発動。

「相変わらず、消えたのかどうか、自分では分かりませんわ」

「学校の外に出る前に、ミサキさんで実験しましょう」

　ローラたちは学食に行き、夕飯の仕込みをしていたミサキの後ろに回り込む。

　そして尻尾をモフモフモフ。

「のわぁ！　誰かに尻尾をモフられたであります！　……でも誰もいないであります？」

　ミサキは尻尾を手で押さえながら、周りを見回し、首を傾かしげた。

「どうしたんだい、ミサキちゃん」

「今、誰かが私の尻尾を触ったであります……なのに、振り向いても誰もいなかったであります……怖いであります！」

「それはミステリーだねぇ。そういえば知っているかい？　この学校には七不思議があって、食堂にはモフモフお化けが……」

「のわぁ、怖い話はやめて欲しいであります！」

　食堂のオバチャンが、ミサキに怪談を語り始めた。

　ローラも怪談は苦手だが、モフモフお化けというのは明らかにオバチャンが今考えたお化けなので、別に怖くなかった。

　去り際にもう一度軽くモフってから、ローラたちは学校の外に走って行く。

　街中はピリピリした雰囲気が漂っていた。

　もっとも、住民たちが緊張しているわけではない。いつもどおり、王都は平和だ。

　ただ、そこら中から、手練てだれの者が警戒している気配が匂におっている。

　無論、それはギルドレア冒険者学園の教師たちだろう。

　姿こそ見えないが、ローラたちを探しているのだ。

　しかし、無駄な努力である。

　ローラたち三人と一匹は、道の真ん中を堂々と進んでいる。

　そして城門から王都の外に出て、街道を外れ、大型ヒュドラがいるという森に向かった。

　森の入り口からは、王都以上に緊張感が伝わってきた。

　その気配を追っていくと、木の上にエミリアが隠れていた。

　かなり真剣に気配を探っているらしい。

　おそらく、周囲一帯の魔力の流れを探知し続け、ローラたちの魔力をわずかでも感じ取ったら、急行するつもりなのだろう。

「エミリアせんせー」

　ローラは叫び、手を振ってみた。

　だが、彼女は気付かない。

「あの真剣な顔……何だかエミリア先生に悪い気がしますわ……」

「罪悪感。でもバレなきゃお互い、問題ない」

「そ、そうです。バレなきゃいいんです。大型ヒュドラを倒せば、この辺の安全を確保できますし、アンナさんは試し斬りができて満足。私たちがやったという証拠がないので、先生たちは何も言えず、エミリア先生の胃に穴が空くことはなく、私たちは怒られない。丸く収まります。大丈夫です！」

　などと言いつつも、校則違反を犯しているのは確かなので、ローラたちは先を急ぐことにした。

　タッタカタッタカと木々の間を縫って走る。

　途中、ゴブリンの群れとすれ違ったが、まるで気付かれなかった。

　認識阻害は人間以外にも通じるという証拠だ。

　そして無事に大型ヒュドラがいるという場所に辿たどり着いた。

「さて。ヒュドラはどこでしょう？」

「いくら大きくても、地面に伏して寝ていたら分かりませんわ」

「誰かが戦っていたらすぐに分かるんだけど……」

「そう言えば、こういうときっていつも『真紅しんくの盾』というパーティーがいますよね。今日もヒュドラと戦っていたりして」

「まさか。そんな偶然、いつまでも続くはずがありませんわ」

「でも真紅の盾は、王都ではトップクラスのパーティー。そして大型ヒュドラは並の冒険者じゃ戦えない。だから真紅の盾が来ている確率は高いと思う」


　ローラたちが大型ヒュドラを探してウロウロ歩いていると、少し離れたところからズゥゥゥゥンと地響きが聞こえてきた。



　そしていくつかの魔力反応。

「……うーん、この魔力のパターンは……真紅の盾ですねぇ」

「驚きましたわ……まさか本当にいるなんて……」

「いつものパターンだと大ピンチになっているはず。早く助けてあげないと」

「ぴ！」

　人命救助のため、ローラたちはスタタタと駆けていく。

　案の定、真紅の盾は瓦解がかい寸前だった。

　ヒュドラは口から光線を放ち、真紅の盾を攻撃している。

　魔法使いが防御結界を張り、隙すきを突いて剣士や槍やり使いが攻撃するという戦術らしいのだが、ヒュドラの光線が激しすぎて防戦一方だ。

「くそっ、前に戦ったヒュドラは三つ首だったのに、こいつは五本も生えてやがる！」

「結界が破られる！　逃げろ！」

「駄目だ、間に合わない……！」

　防御結界が貫かれる一秒前だったので、ローラはその結界に自分の魔力を流し、補強してあげた。

「な、なんだ……!?　急に結界が分厚くなったぞ！」

　真紅の盾の魔法使いは、目を白黒させている。

「そうか！　死が目前に迫って覚醒かくせいしたんだな！　これが俺おれの真の力！」

　そして彼は都合のいい結論に達した。

　ローラは魔法使いに近づき、その耳元でそっと呟く。

「くくく、力が欲しいか。ならばくれてやる……」

「ローラさん。何をしていますの？」

「黒幕ごっこです！」

「お可愛らしい黒幕ですわぁ」

　シャーロットはほんわかした顔を作る。

　一方、大型ヒュドラは自分の攻撃が通じなくなったことに腹を立てたのか、光線の威力を一層強めた。

　防御結界の表面で爆発が連続して起こる。

　その激しい光と音に、真紅の盾は悲鳴を上げた。

「アンナさん。この人たちは私が守るので、ちゃちゃっと試し斬りしちゃってください」

「分かった。これだけ大きいと斬りがいがありそう。わくわく」

　アンナは雷の魔法剣ケラウノスと風の魔法剣アネモイを抜き放ち、大型ヒュドラに向かって呼びかけた。

「さあ、私が相手。真紅の盾よりも私のほうが強いよ」

　しかし大型ヒュドラはアンナに目もくれず、ひたすら真紅の盾へ光線を吐いていた。

　それから光線では防御結界を貫けないと悟り、五つの頭で頭突きを繰り返す。

「……無視されちゃった」

「よく考えてみれば、認識阻害をしているのですから、気付かれないのは当然ですわ」

「うーん……気付かれなかったら戦闘にならないじゃないですか。つまらないです。この魔法は駄目です」

「いくら試し斬りとはいえ、一方的に斬殺ざんさつするのは気が引ける……帰ろっか」

「気持ちは分かりますが、このまま帰ったら真紅の盾の人たちが殺されちゃいますよ。ズバッとどうぞ」

「実戦ができると思ってたのに……」

　アンナは大きなため息をつく。

　それから風をまとい、大型ヒュドラの頭上に飛び上がった。

　すれ違いざまにケラウノスを一閃いつせん。

　電撃と斬撃ざんげきの同時攻撃により、大型ヒュドラの首の一本を両断せしめた。

「ぎゃおおおおおん!?」

　大型ヒュドラからすれば、自分の首が突然とれたのだ。

　全く意味不明だろう。

　真紅の盾も目を丸くして、切断面を見つめている。

「だ、誰がやったんだ？」

「稲妻が光ったと思ったら、いきなり首が一本とれたぞ！」

「俺たちの中にあんな真似まねができる奴やつはいない……そうか！　いつも助けてくれるあの子たちだ！」

「姿は見えないけど、また助けに来てくれたんだな。ありがとう、パジャレンジャー！」

　真紅の盾はパジャレンジャーへの感謝を口にした。

「あれ……姿を見られていないのに、なぜかバレてしまいましたよ。どういうことでしょう!?」

「日頃ひごろの行ないですわね……普通ならいいことなのですが、わたくしたちの場合、校則違反がバレてしまうのでピンチですわ！」

「し、しかし、姿を見られていないので、なんとでも言い逃れができます。アンナさん、早くトドメを！」

「分かった」

　アンナは二本の魔法剣を使い、残りの首を一気に切断した。

　それでも胴体だけがビクンビクン動いていたので、ケラウノスを突き刺し、電撃で内部から焼く。

　大型ヒュドラはそれでようやく絶命する。

「……なんという手応てごたえのなさ。これじゃローラやシャーロットと戦っていたほうがずっとマシ」

　アンナは死体の上に立ち、悲しそうに呟いた。

「気持ちは分かりますが、落ち込むのはあとにしましょう。今は早くこの場を離脱すべきです」

「何食わぬ顔で寮にいれば、アリバイはバッチリですわ！」

「うん……今日は真紅の盾を助けることができたから、それでよしとしよう」

　アンナは自分を納得させるように言って、トボトボと歩き始めた。

　そのとき真紅の盾のメンバーが、明後日あさつての方角に向かって「ありがとうパジャレンジャー！」と叫んだ。

　ローラは去り際に「違いますよー、私たちは関係ないですよー」と言っておいた。

　もちろん、聞こえるはずはないのだが。





※






　そしてローラたちは王都まで戻ってきた。

　ここまで来れば、教師たちに見つかっても問題ない。ただ散歩していただけだと言い張ればいいのだ。

「楽しみにしていた実戦が台無しでガッカリ。こうなったら冒険者ラーメンをニンニクマシマシにしてやけ食いするしかない」

「あら、アンナさん。そんなことをしたら、明日になっても体中からニンニクの匂いがしますわ。よろしいんですの？」

「よろしい」

「あはは。また別の方法を考えましょう。元気出してください、アンナさん」

「ぴー」

　ハクは落ち込んでいるアンナの頭に移動し、前脚で髪の毛をぽふんぽふんと触る。

「ハクに撫なでられた。少し元気が出た」

「流石はハク。皆に元気を分け与える存在です！」

「ぴ！」

　そんなことを言っているうちに、ローラたちはラン亭の前に辿り着いた。

「認識阻害、解除ぉ！」

　店先で魔法を解き、のれんをくぐって中に入る。

　まだ夕飯には少し早い時間だったので、客はいなかった。

　ランもニーナも暇そうにしている。

「いえーい！　ランさんニーナさん、冒険者ラーメンを三つ！　ハク用に小さいどんぶりもください！」

　暇そうな彼女らに元気を与えるため、ローラは必要以上にハイテンションで注文してみた。

　が、無視されてしまった。

「……あれ？　私、スベりました？」

「見事に空回りですわ。お二人ともドン引きしていますわ」

「改めて普通に注文。冒険者ラーメン三つ。私のはニンニクマシマシね。小さいどんぶりも忘れずに」

　今度はアンナが普通に注文する。

　しかし、それでも二人の店員は反応を示さなかった。

「……あれ？」

　アンナは首を傾げ、ランとニーナの目の前で手をヒラヒラ振った。

　彼女らの眼球は、手の動きを少しも追わなかった。

　意図的に無視しているのではない。

　見えていないのだ。

「ローラ。認識阻害の魔法、解けてないよ」

「変ですね……解除！　解除！」

　改めて解除し、そしてランとニーナの耳元で「わっ」と大声を出してみる。

　しかし二人とも反応してくれない。

「ど、どういうことですの？　ランさんとニーナさんが意地悪していますの？　それとも……本当に魔法を解除できませんの!?」

「私は解除したつもりなんですが……うりゃ、二人とも気付いてください！」

　ローラはランのスリットに手を突っ込み、太股ふとももを撫で回した。

「ひゃぁ！　ニーナちゃん、変なところを触っちゃ駄目アル！」

「はい？　私は何もしていませんけど……」

　いぶかしげな顔をしているニーナのスリットにも手を入れる。

「あひゅん！　誰かに触られた！　でも……誰もいない？　え、どういうこと……？」

「透明人間アル！　怖いアルぅ！」

　二人は青ざめ、厨房ちゆうぼうに走って行った。

　そしてニーナがフライパンを握りしめ、勇ましい顔で戻ってくる。

「ランさんは私が守るわ！　出てこい透明人間。私が相手よ……えいっ、えいっ！」

　ニーナはフライパンをデタラメに振り回し、見えざる敵と戦おうとする。

　それが偶然、シャーロットの頭にポカンと当たった。

「痛いですわ！」

「手応えがあった……？　この辺ね！　てやっ！」

　ニーナはシャーロットをポカンポカンと殴りまくる。

　シャーロットは泣きながら店の外に逃げていった。


「うわぁぁんっ、ニーナさんが虐いじめますわぁぁぁっ！」



「あ、シャーロットさん、待ってくださーい」

「ニーナが襲いかかってくる。この店は危険」

「ぴー」

　ラン亭を逃げ出したローラたちは、近くの広場まで行き、ベンチに腰掛け一息ついた。

「うぅ……痛いですわ、たんこぶができましたわ」

「でも、夕方のニーナさんでよかったですね。これが夜だったら、シャーロットさんの頭、ぺしゃんこにされてましたよ」

　ローラはシャーロットに回復魔法をかけながら言う。

　ラン亭の店員ニーナは、幼い外見とは裏腹に、その正体は吸血鬼だ。

　夜になれば恐るべき腕力を発揮する。その戦闘力は、先程の大型ヒュドラより上かもしれない。

　だが幸いにも、今は見た目どおり、子供の腕力しかない。

　フライパンで力一杯殴っても、シャーロットの頭にたんこぶが生まれるだけだ。

「それで、ローラ。これはどういうことなの？　認識阻害の魔法を解除したんでしょ？」

「解除、失敗したみたいです……長時間かけたせいでしょうか？　上手くいきませんね……」

「大変ですわ！　それではわたくしたち、ずっと誰からも認識されないまま生きていくことになりますわ！」

「大丈夫ですよシャーロットさん。一度や二度の失敗で慌てる必要はありません。とりあえず、学校に向かいながら解除を試みましょう」

「なるほど！　成功するまで繰り返せばいいのですわね」

「そういうことです。でも、解除がこんなに難しいなんて思っていませんでした。やっぱり気軽に使っちゃ駄目な魔法みたいですね」

「試し斬りをするときは、先生に怒られるのを覚悟でやらなきゃ駄目ってこと？」
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「そういうことになりますね……」

　ローラはエミリアの怒り顔を想像し、憂鬱ゆううつな気分になった。

　怒られるのは嫌だし、何よりエミリアの胃に穴を空けるような真似は避けたい。

　何とかして、校則違反をせずに試し斬りをする手段はないのものか。

「何はともあれ、まずは元に戻らないと……解除！　解除！」

　学校に向かって歩きながら、ローラは何度も解除を試みる。

　あまりにも上手くいかないので、途中からポーズをとったりしてみた。

　それでも駄目だった。

「……学校についてしまいましたわ」

「ローラ、百回くらい解除って叫んでたけど……あと何百回叫んだら解除できそう？」

「えっとですね……まるで分からないですね……」

　校門の前で呟きながら、ローラは冷や汗を流した。

　さっきまでは、そのうち何とかなるだろうと楽観的だったが、どうやら何度もチャレンジすれば解決するという類いの問題ではないらしい。

「分からないって、そんなローラさん！　このままでは、わたくしたちが寮に帰っても、外出したままになってしまいますわ。つまり、大型ヒュドラを倒したのはわたくしたちだと宣伝しているようなもの！」

「そ、そう言われても……」

「こうなったら自力で解除してみせますわ！」

　シャーロットは目を血走らせ、そして奇妙な踊りをしながら、『解除！』と叫ぶ。

　もちろん変化は起きなかった。

「もしかして、とっくに元に戻ってるんじゃないの？　自分だと分からないから」

「うーん……だとしたら、解除解除と叫んでいる私は変な目で見られると思うんですけど……すれ違った人たちは、チラリとも見てこなかったじゃないですか。あ、ほら。今歩いて行った猫さんも、シャーロットさんを無視していますよ。あんな変な踊りをしているんですから、普通は威嚇いかくしたり、怯おびえて逃げたりするはずです」

「なるほど……そうかもしれない」

　真相を確かめるため、三人と一匹は学食に向かった。

　さっきラン亭でラーメンを食べ損ねたので、お腹なかが減っている。

　夕飯を注文して、ちゃんと出てきたら大丈夫だ。無視されたら、認識阻害はまだ続いていることになる。

　そして、真相は注文する前に分かってしまった。

　列に並んでいたら、他の生徒がどんどん割り込んできたのだ。

　割り込みを防ぐため、前の生徒にくっついていたら、横からドスンと突き飛ばされた。

　突き飛ばされたローラたちは尻餅をつきながら抗議する。が、相手は不思議そうな顔で「今、何かに当たったような？」と呟くばかりだ。

「これは……やはり解除されていませんよ！」

「つまり、夕飯を食べることができない……？」

「腹ぺこで死んでしまいますわ！　ミサキさん、ミサキさん！」

　シャーロットはカウンターへ走って行き、列の横から叫んだ。

　だが、ミサキは一瞥いちべつもくれず、忙しそうに働くばかり。

　友達なのに。すぐ目の前にいるのに。声が届かない。気付いてもらうことすらできない。

　ご飯を食べられないことよりも、ずっとずっと恐ろしいものを感じ、ローラは今更ながら怖くなった。
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　結局、夕飯を食べることができなかったローラたちは、無言で女子寮に戻り、そして大浴場に入る。

　ここでも誰も認識してくれない。浴槽の中で何度も足を踏まれたり、蹴け飛ばされてしまった。

　悲しくなって、早々と風呂ふろから上がることにした。

　着ぐるみパジャマに着替えて、ローラとシャーロットの部屋に行き、三人と一匹でぼんやりと虚空を見つめる。

「ぴぃ……」

　ローラの頭の上で、ハクが悲しげな声を出す。と同時に、ぐぅぅと腹の音も鳴り響いた。

「お腹空きましたねぇ……」

「ですわ……」

「ニンニクたっぷりの冒険者ラーメン食べたかった……」

「それ以上に、皆から無視されるのがこんなに辛つらいとは思っていませんでした……」

「ですわ……」

「もしかして、本当に一生このまま……？」

　アンナの一言を聞き、全員が押し黙った。

　すんすんと鼻を啜すする音が聞こえる。

　ローラはそれが自分の鼻から鳴っているのだと思ったが、シャーロットも同じように泣いていた。

「ごめんなさい……私が半端はんぱな魔法を使ったばかりに……」

「ローラさんの責任ではありませんわ……認識阻害の魔法を使おうというのは、皆で決めたことですもの……」

「元はと言えば、私の魔法剣の試し斬りのため。私のせい」

「自分を責めても始まりませんわ……今日はもう寝ましょう……案外、寝て起きたら元に戻っているかもしれませんわ……」

　シャーロットが言った途端、全員のお腹がぐぅぅと鳴る。

　お腹が減って、何もする気にならない。

　確かに、これは寝るしかなさそうだ。

　皆でベッドに寝転がり、くっつく。

　アンナの部屋はここではないのだが、誰も言及しなかった。

　ハクも布団ふとんの中に潜り込み、ローラのほっぺに顔を当てて目を閉じた。

　この三人と一匹しかいない世界だ。

　ローラたちは皆の姿を見ることも声を聞くこともできる。しかし自分たちの姿を見せることも声を届けることもできない。

　完全な一方通行。

　交わることができない。

　ベッドの上にいる仲間だけが、お互いを認識して交わることができる。

　離れることなんて、できっこない。





※






　目を覚まし、制服に着替え、教室に向かう。

　いつもは廊下ですれ違った人たちが「おはよう」と言ってくれるのに、今日は誰も言ってくれなかった。

　アンナも一緒に魔法学科の教室に入る。

　戦士学科に行ったら一人になってしまうのだから、当然だ。

　ローラとシャーロットは自分の椅子があるが、アンナは座るところがない。

　なのでローラは自分の太股をぽんぽん叩たたき、そこにアンナを座らせた。

　ハクはそのアンナの膝ひざの上に座る。

　そして鐘が鳴ると同時に、エミリアがやってきた。

　始業時間になっても、他のクラスの者が教室にいる──いつもなら説教が始まるところだ。

　だが、エミリアはアンナに視線すら向けない。

　いや、それどころか。

　不可解なことを言い出したではないか。

「あら？　全員いるわよね？　どうして机が二つ余っているのかしら……？」

　ローラは、心臓を鷲摑わしづかみにされたような気分だった。

　何を言われたのか、一瞬、理解できなかった。理解することを脳が拒んだ。

　全員いる。エミリアはそう言った。

　その上で、机が余っていると。

　彼女からはローラもシャーロットもアンナもハクも見えていない。

　なのに、全員いる。

　おかしい。理屈が合わない。

　これではまるで、初めからこの世界にローラたちがいなかったかのようではないか。

「います！　私たちは、ここに、います！」

「そうですわ！　机は余っていませんわ……人数分ですわ！」

「むしろ、私がいるから足りないくらい」

「ぴ、ぴー！」

　立ち上がって、黒板まで走って行く。

　そしてチョークを手に取って、全員で大きな文字を書く。




　──私たちはここにいる！




　ありったけの想いを込めた文字だ。

　忘れないで。見えなくてもいいから、声が聞こえなくてもいいから、せめて忘れないで。

　それに対するクラスの反応は。

「チョークがひとりでに動いて文字を書いた！」

「え、なに、幽霊!?」

　それだけ。

　ローラたちかもしれないという声は、少しも聞こえない。

「こら。誰よ、こんなイタズラして。飛行魔法の遠隔操作かしら……？　こんな高度な魔法を覚えたのは偉いけど、イタズラに使ったら褒めてあげられないわよ。それにしても……本当に誰なの？　一年生でこんなことできるわけが……」

　エミリアは本当に分からないという顔で、黒板の文字を見つめている。

「な、何を言っているんですかエミリア先生！　チョークの遠隔操作くらいできますよ！　私とシャーロットさん、二人もいるじゃないですか！　自分の教え子を忘れちゃったんですか!?」

　ローラの叫びは、届かない。

　せめて忘れたと言ってくれたらいいのに。

　あるいは覚えているけど聞こえないのならよかったのに。

　どちらでもない。

　ローラもシャーロットもアンナもハクも、ここにはいないのだ。


「うわぁぁぁぁんっ！」



　たまらずローラは泣き叫んで廊下に飛び出た。

　後ろからシャーロットとアンナの声が聞こえたが、立ち止まる余裕はなかった。

　ハクを連れてくるのも忘れてしまった。

　デタラメに走り、校庭に行き、広場の草むらで何かに躓つまずいて転んだ。

「いたた……」

　これはローラの声ではない。

　ローラが躓いてしまった者の声だ。

　草むらに寝そべっていたのは、白銀の髪の持ち主。

　今まで眠っていたらしい。

　それがローラに蹴飛ばされ、目を覚ましたのだ。

「今、何かがぶつかってきたのに……いないわね……この私が気配を察知できない？　まさか……」

　この世界で、唯一ローラを超える魔力を有する人間。

　麗しき大賢者、カルロッテ・ギルドレア。

　しかし、その彼女ですら、ローラを認識することはできなかった。

「学長先生！　私です！　ローラです！　私はここにいます！」

　ローラは大賢者に覆い被かぶさり、その肩を摑む。

　するとローラの手に、大賢者の手が重なった。

「ここに、何かが、いる……？　見えないだけでなく、呼吸も聞こえないけど、触られている感覚だけがある……」

　大賢者は目に魔力を集中させている。

　見えざる者を見ようとしているのだろうか。

　だがローラは今、彼女がいる世界からズレた世界にいるのだ。

　こちらから見ることができても、向こうから見ることはできない。

　たとえ大賢者といえど──。

「あら、ローラちゃん。今授業中でしょ？　こんなところでどうしたの？　しかもなんか半透明だし」

「学長先生……私が……見えるんですか？」

「見えるわよ？　それ、なんの魔法？」


「声も聞こえてる！　学長先生……学長せんせぇぇぇぇっ！」



「あら？　あらあら。よく分からないけど、とにかく落ち着きなさいな」

　涙を流して抱きついたローラを、大賢者は優しく抱きしめてくれた。

　背中をポンポンと撫でてくれる。

　今までで一番、大賢者という人が頼もしく思えた。

　この人にできないことなんて一つもないのでは。

　過大評価がすぎるとは分かっていても、そのくらい偉大に見えた。
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　ローラが大賢者にしがみついて泣いていると、そこにシャーロットたちも追いついてきた。

　その彼女らに向かって大賢者が手を振ると、「えっ、見えていますの!?」「これが大賢者クオリティ」と叫び、それから嬉うれしそうに走り寄ってくる。

「あらー。皆して半透明なのねぇ。どうしてそうなってるのかしら。ローラちゃんったら、泣いてばかりで教えてくれないのよ」

「それは……話すと長くなるのですわ……それよりもまず……わたくしも抱きつかせてくださいまし！」

「私も抱きつく。学長先生、すごい」

「ぴー！」


「あらぁ……？　あなたたちに抱きつかれるのは大歓迎だけど……よっぽど大変だったのねぇ。よしよし」



　それから三人と一匹は、満足するまで大賢者に抱きついて泣きじゃくった。

　五分ほど経たち、ようやく落ち着き、今までの事情を説明する。

「認識阻害の魔法……はぁ……まったく、よくそんなのを見つけて、あげく実行しちゃったわねぇ。流石の私もびっくりだわ」

　草むらの上に座り、大賢者は呆あきれたような感心したような声を上げた。

　その正面に座るローラは、「そんなこと言われても……」と曖昧あいまいな反応をするしかない。

　なにせ認識阻害の魔法がこんなに危険だなんて知らなかったのだ。

　危ないなら事前に教えて欲しいものである。

　本にも『元に戻れなくなる恐れがある』とは書いていなかった。なんと不親切な本だろうか。

「もう嫌というほど分かったと思うけど、認識阻害は次元倉庫よりデリケートなのよ。次元倉庫は完全に別の世界を扱うけど、認識阻害はちょっとだけズレた世界。微妙なところにあるから行くのが難しいし、がっちりハマっちゃうと戻って来れなくなるの。今のあなたたちみたいにね」

「そうだったんですか……知りませんでした……」

「わたくしたち、幻惑系魔法大百科という本を読んで認識阻害の魔法を知ったのですが……その本にはそんなこと、一言も書いてありませんでしたわ」

「教育にとても悪い本。早く図書室から撤去してもらおう」

「ぴ！」

　皆であの本が悪いと訴える。

　しかし大賢者は苦笑いを浮かべる。

「幻惑系魔法大百科って、それっぽい魔法をざっくり紹介してるだけの本でしょ？　詳しい使い方が書いてあるわけでもないし……魔導書の中でも無害なものよ。あの本を読んで実際に使えるようになるのは、世界広しといえどローラちゃんだけよ。そもそも認識阻害の魔法とか、理論上の存在ってことになってるし」


「ふぇぇ……次からは新しい魔法を使うときは、学長先生に相談することにします……」



「うん。そのほうがよさそうね」

　大賢者は深く頷いた。

「それにしても学長先生。そんなにお詳しいということは、学長先生も認識阻害の魔法を使えるということですの？」

「まぁね。百年くらい前に覚えたわ。使い道がない上に、危ないから、ずっと封印してたけど」

「危ない？　学長先生も、私たちみたいになったの？」

　アンナが質問した。

　すると大賢者は恥ずかしそうに頰ほおをポリポリ指でかいた。

「そう、ね。三日くらい頑張ってたら、認識阻害に成功して。誰にもバレずにイタズラできるわ、と思って街に出て。それで最初は女風呂を覗のぞきに行ったのよ。でもよく考えたら、私って普通に女風呂に入れるし……」

「当然ですわ。よく考えなくても分かることですわ」

「そもそも私、どこにだって堂々と入れるのよね。王宮だって自分の別荘みたいな感覚だし」

「ちょっとそれはどうかと思う」

「普段は倒せないモンスターを、姿を隠してこっそり倒すってのも考えたんだけど……そんなモンスターいないしね」

「そうですね……学長先生でも倒せないモンスターがいたら、世界は滅んでいると思います」

「で、唯一思いついた利用法が、お昼寝よ。お昼寝したら怒られるような場所でお昼寝する！　これしかない！」

「ぴぃ……」

「それで、目をつけたのが大聖堂。あれって王都で一番大きな建物じゃない。そのてっぺんで寝たら気持ちいいかなぁと思って。実際、気持ちよくて、丸一日寝ちゃって。これは寝すぎと思って認識阻害を解除しようとしたら……今のあなたたちみたいに解除できなかったのよ」

「ははぁ、なるほど。やっぱり長時間使っちゃ駄目な魔法なんですね」

　ローラは、大賢者も自分たちと同じ状況になっていたというのを聞いて、とても安心した。

　大賢者でも失敗したなら自分が失敗するのも仕方がない。それに前例があるなら、対処法もあるということ。

　これでまた、平和にオムレツを食べることができるのだ。

「それにしても、お昼寝のしすぎで元に戻れなくなるなんて、わたくしたちよりも酷い理由ですわ」

「私たちは一応、魔法剣の試し斬りという立派な理由があった。学長先生は寝てただけ。目的意識がかなり違う」

「言われてみればそうですね！　私たちは向上心溢あふれる学生！　学長先生はお昼寝さん！　ふふふ、私たちの勝利です！」

「ぴーぴー」

「あら。そんなこと言ってると、元に戻してあげないわよ？」

「「「ご、ごめんなさい」」」

「ぴぃぃ」

「ふふ、素直でよろしい」

　大賢者は微笑ほほえんだ。

　よかったよかった、とローラたちは胸をなで下ろす。

　なにせ、元に戻る方法があるとハッキリしたのだから。

「それで学長先生は百年前、どうやって元に戻ったんですか？」

「それはね。気合いよ」

「……気合い？」

　具体的な方法が出てくると思っていたら、この上なく曖昧な言葉が飛び出した。

「そう。気合い。認識阻害を解除できるまで、気合いで繰り返したのよ」

「ちなみに……私は昨日、百回以上も解除を試みましたが……学長先生は何回試したんです……？」

「何回かは覚えていないけど、一週間はかかったわね」

「一週間!?　それは困ります！　授業を受けられないし、何より学食で注文できないんですよ！　オムレツ不足で死んでしまいます！」

「そうですわ！　オムレツはいいとして、一週間もこの状態は、寂さびしすぎますわ……」

「存在を気付かれないだけでなく、忘れられてしまっている。だから筆談もできない。とても孤独」

「分かるわぁ。私も一週間、結構辛かったし。だから私が今ここで解除してあげる。その代わり、もう認識阻害なんて使っちゃ駄目よ。もともと悪いことにしか使えない魔法なんだから」

「おお……流石は学長先生！　今やっちゃえるんですね！」

「ま、百年前にも経験済みだからね」

「学長先生ったら、一週間だなんて言って脅かしたりして、人が悪いですわ」

「一安心。よかったよかった」

「ぴー」

「ふふ、ごめんなさい。あなたたちの表情がコロコロ変わるのが可愛くって。じゃ、解除するわね……えいっ」

　大賢者はかけ声とともに、指をくるんと回した。

　ローラたちの体に彼女の魔力が流れ込み、認識阻害の魔法が解除──。

「あら？　半透明のままね……」

「「「え？」」」

　ローラたちは目を点にする。

　大賢者も緊張した顔になった。

「ちょ、ちょっと待って……もう一回。よーいしょ！　あ、戻ったわ！　よかったぁ……」

　どうやら大賢者からしても難しい作業だったらしい。彼女は額に汗を浮かべ、心底安堵あんどしたように肩の力を抜いた。

　しかし、ローラたちには元に戻ったという実感がない。

　大賢者からすれば半透明だったのが不透明になり一目瞭然りようぜんなのだろう。だがローラたちは、お互いが普通に見えていた。元に戻ったと判断する基準がない。

「本当ですの……？」

「疑うなら、教室に戻ってみたら？　遅刻だって怒られるけど」

「怒られたいです！」

「この際、ゲンコツが飛んできてもいい」

「あらあら。甘えん坊なのねぇ。じゃ、怒られてらっしゃい」

「はい！　学長先生、ありがとうございました！」

　三人と一匹で深々と頭を下げ、そして魔法学科一年の教室に走って行く。

　まだ授業中だ。

　二枚ある扉のうち、黒板から遠いほうを開け、コソコソと侵入してみた。

　すると、エミリアの鋭い眼光が突き刺さった。

「こら、あなたたち！　もうすぐ一時限目が終わるのよ！　思いっきり遅刻よ！　というか、アンナさんまでどうしてこの教室にいるのよ。戦士学科の教室に行きなさい！」

　それは聞き慣れた声だった。

　なにせローラたちは週に一回はこうしてエミリアに怒られている。

　そのことを申し訳なく思い、できるだけ怒らせないように努めていた。

　だが今ばかりは、怒られていることが嬉しくてたまらない。

「エ、エミリアせんせぇ……私たちのことが分かるんですね……」

「よかった……よかったですわぁ！」

「たった一日消えていただけなのに、懐なつかしくて涙が出る……」

「ぴぃ！」

「え、なに……？　どうして泣いてるの……私、そんなキツく叱ったかしら……？」

　遅刻を咎とがめただけなのに生徒に泣かれ、エミリアはうろたえてしまう。

　クラスの皆も、訳が分からないという顔だ。

　事情を知らないと、そういう反応になって当然。

　しかしローラたちは事情を説明する余裕などなく、エミリアに抱きついて泣くしかなかった。

　エミリアは困惑しながらも、抱き返してくれた。

　そしてローラたちは泣きながら今までの出来事を語り──巨大ヒュドラを倒したことが発覚。めでたく『反省文の刑』と『一週間トイレ掃除の刑』に処しよせられたのである。

　ローラはトイレ掃除をしながら、オムレツ禁止の刑にならなくてよかったと安堵した。
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「いや、それにしても、今回ばかりは本当に焦あせりました。学長先生がいなかったらどうなっていたことやら……今度、改めてお礼を言いに行かないといけませんね」

『反省文の刑』と『一週間トイレ掃除の刑』が下された次の日のお昼休み。

　ローラたちは学食で平和にランチを楽しんでいた。

　この平和を壊さないため、もう二度とトラブルを起こさないと誓い合った。

　反省文にもそう書いたし、口頭でエミリアに宣言もした。

　ローラたちが大人しくしていてもトラブルのほうからやってきてはどうしようもないが、とにかく全力で誓ったのである。

「お礼を言うのは当然として……また知恵をお借りしたいですわ」

「おや？　シャーロットさん、悩み事でもあるんですか？　駄目ですよ、トラブルは。誓ったばかりじゃないですか。せめて年内は大人しくしていましょう。あと一ヶ月もありませんけど……」

　せめて一ヶ月くらいは誓いを守らないと、自分で悲しくなってくる気がする。

「トラブルではありませんわ。トラブルを起こさずに目的を達成する方法を聞きたいのですわ」

「目的……？」

「元を辿たどれば、アンナさんの魔法剣の試し斬ぎりのために大型ヒュドラを倒したのですわ。しかし、あれでは試し斬りしたことにはならないでしょう？」

　シャーロットの言葉に、アンナは頷うなずく。

「確かに。一方的に攻撃しただけだから、その辺の岩を斬ってるのと一緒」

「むむむ……あれだけの騒ぎを起こしていながら目的を達成していなかったとは……ゆゆしき問題ですね。かといって、私たちだけで行動したらトラブルを呼ぶことは目に見えています。学長先生に相談するしかありません！」

「というわけで、授業が終わったら仮眠室にレッツゴーですわ」

　放課後。

　ローラたちは学長室の前に集合した。

　いつもは廊下を走って集まるところだが、トラブルを起こさないと誓っているので、ちゃんと歩いてきた。

　そして学長室の扉をノックする。

　が、返事はない。

　これは予想していたことだ。なにせこの部屋の主は、いつもお昼寝してばかりいる人なのだから。

「入りますよー」

　ローラは学長室の扉を開ける。

　案の定、誰だれもいなかった。

　しかし学長室には、廊下に面した扉の他ほかに、もう一枚、別の部屋に通じる扉がある。

　その先にあるのは、学長専用仮眠室。

　大賢者がお昼寝するためだけに作られた部屋だ。

　その仮眠室に行くには本来、強力な結界を越える必要があった。

　だが最近、ローラがその結界を何度も破ったせいで、流石さすがの大賢者も張り直すのが面倒になったらしい。

　魔法的な結界はもう存在せず、ただ普通の扉と通路があるだけだった。

「がくちょーせんせー」

　仮眠室に入ると、天蓋てんがい付きの大きなベッドで、大賢者がすやすや寝息を立てていた。

　なんと、しっかりパジャマに着替えている。

　これは昼寝や仮眠の範疇はんちゆうではなく、本気の睡眠だ。

「……起こすのは申し訳ないですわ」

「ですねぇ。私たちは昨日のお礼を言いに来たんです。なのに安眠を妨げたら失礼です。お礼になっていません」

「自然に起きるまで、ちょっと待ってよう。起きない気がするけど」

　以前エミリアに聞いた話では、大賢者は三日くらい眠り続けることもあるという。

　ここで夜になるまで待っていても、起きない可能性が高い。

　それでもせっかく来たので、何もしないで帰るのは面白おもしろくない。

「……この布団ふとん。もの凄すごくフカフカ。高そう」

　そう呟つぶやきつつ、アンナは大賢者が寝ている布団を手で押し始めた。

「アンナさんも気になりますか？　私もこの部屋に入るたびに気になっていたんですよね」

「わたくしの実家の布団よりも高級品かもしれませんわ。この布団なら、三日とまではいきませんが、半日くらいはくるまっていたいですわ」

「……こっそり潜りこんでみましょうか？」

　ローラは思いつきを口にした。

　ちょっとした冗談のつもりだった。

　だが、シャーロットとアンナは沈黙のあと、こくりと頷いてしまった。

　ローラも、その気になってきた。

「では、ちょっとだけ……」

　三人はもぞもぞと布団の中に失礼する。

　なにせ大きなベッドだ。

　少女三人を追加しても、ギリギリ納まった。

「ぴぃ」

　ハクも潜り込んだが、何とかなった。

　右からローラ、ハク、シャーロット、大賢者、アンナという並び。

　この人数になると、いくら大型ベッドといえど狭苦しい。

　しかし、皆でくっついていると温かくて、これはこれでいいような気もする。

　何より、高級布団がふわふわで、いい匂においだ。

「はふぅ……素晴らしい寝心地です……学長先生がここで眠り続けるのも仕方のないことかもしれませんねぇ……」

「同感ですわ……これは抜け出せませんわ……」

「まるでミサキの尻尾しつぽに全身をくるまれているような感覚……これは危険……」

「ぴー……」

　ハクですらまったりした鳴き声を出し、その直後に眠ってしまった。

　神獣を一瞬で眠らせるとは、恐るべき布団だ。

「ハクが寝ちゃいましたし、私たちも寝ましょうか……」

「そうですわね……」

「私たち、ここに何しに来たんだっけ……」

　アンナが疑問を呟くが、もはやローラはまともな思考ができず、答えることも考えることもできない。

　目を閉じて眠る以外の動作は、もはや不可能だった──。
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「ふにゅぅ……ここは……あ、そうか。学長先生のベッドに潜り込んだんでした……って、動けない!?　なぜ!?」



　目を覚ましたローラは起き上がろうとするも、何かに押さえつけられ身動きが取れないことに戸惑った。

　その何かとは、掛け布団だった。

　布団の中では手足を動かすことができるのだが、外に出ようとすると不思議な力で布団がローラを押さえつけてくる。

「うふふ、ローラちゃん、お目覚め？」

「学長先生!?　さては学長先生の仕業ですね！　どうしてこんなことを」

「どうして？　それはこっちの台詞せりふよ。私が寝ているところに潜り込んでくるなんて……あなたたちみたいに可愛かわいい子に左右を挟まれて寝るなんて最高。放すわけないじゃない？」

「じゃない？　と言われましても……私たちはただ、ふかふかの布団だなぁと思って、ちょっと入ってみただけです」

「駄目よぉ、そんな迂闊うかつなことしちゃ。認識阻害の魔法の反省をいかせてないんだから。もう。悪い子たち」

「いやいや。いやいや。まるで私たちが悪いみたいに言ってますけど、布団に魔法をかけて拘束しているのは学長先生ですからね。この悪ふざけをやめてください！」

「いやよー」

　大賢者は子供みたいなことを言う。

　そして掛け布団がうにょうにょ動き、ローラたちをベッドの中央に押していく。

　もともと密着して寝ていたのに、更にぎゅーとくっつくハメになる。

「な、なんですの!?　苦しいですわ……！」

「布団が押してくる……どういうこと……？」

「ぴー」

　布団に襲われ、シャーロットたちも目を覚ます。

　初めは布団が蠢うごめくという異常事態に驚いていたが、その異変の中心で大賢者が「ああ～～」と幸せそうにしているのを見て、すぐに理解したようだ。

「学長先生。お気持ちは分かりますが、わたくしたちを圧縮しないでくださいまし」

「ふかふかのふわふわでぽかぽか。気持ちいい。でも無理矢理は駄目」

「そんなこと言っちゃって。このベッドに入ってきた時点で、私を誘っているようなものよー」

　酷ひどい理屈だ、とローラは思った。

　大賢者は魔法使いとして、そして冒険者としてはこの上なく尊敬できる。崇拝の対象にすらなりえるだろう。しかし大人としては反面教師。こうはなりたくないものだ。

「というのは冗談として……あなたたち。私に何か用？」

「ああ、冗談だったんですか、よかった……いえ、昨日助けていただいたお礼をしようと思いまして」

「お礼？　そうなの。礼儀正しいのねぇ。別に気を遣わなくていいのよ……でも、あなたたちがどうしてもって言うなら、このまま布団と一体化して私を左右から温めるといいわ」

「布団にされてしまう!?　助けてもらった代償はとても大きかったのでした……」

「うふふ。ちょっとだけよ。じゃあ、あと三十分このままね。それで許してあげる」

「まあ、三十分くらいでしたら……」

　と、ローラは嫌々な雰囲気を出してみた。だが実際には、この状況をそれなりに楽しんでいた。

　そもそもローラは、毎晩シャーロットに抱き枕まくらにされているのだ。ベッドの中で人とくっつくのには慣れている。

「ところで学長先生。ちょっと相談したいことがありますの。よろしいですか？」

　シャーロットは大賢者に髪を弄いじられつつも、用事を切り出した。

　ローラは布団の心地よさに心を奪われ、相談そのものを忘れていたので、何のことだっけと一瞬思ってしまった。しかし悪いのは布団であってローラではない、はず。

「なぁに？　可愛いあなたたちの相談なら、いつでも聞くわよ」

「アンナさんの魔法剣ですわ。結局、一昨日おとといは試し斬りと呼べるような戦いにはなりませんでしたもの。何とか校則違反を犯さずに試し斬りする方法がないか、学長先生の知恵をお借りしたいのですわ」

「シャーロットに全部語られてしまった……つまりはそういうこと。学長先生、お願いします」

「なるほどねぇ。魔法剣の性能を発揮するに相応ふさわしい相手……つまりシャーロットちゃんくらいの実力の相手がいいのかしら？」

「そうそう。そのくらいがベスト」

　とアンナが頷くと、シャーロットはブルリと震えた。

「嫌ですわ！　わたくし、試合や決闘は大好きですが、友人と命の取り合いなどしたくありませんわ！」

「誰もシャーロットを斬るなんて言ってないから安心して」

「よかったですわぁ……」

「それで学長先生。シャーロットくらいの強さで、斬っても問題にならなくて、なおかつ校則違反にならない相手に心当たりない？」

　アンナは試し斬りの相手に求める条件を並べた。

　横で聞きながら、随分と贅沢だなぁとローラは思ってしまう。

　だが、それらは必要な条件なのだ。

　特に『斬っても問題にならない』『校則違反にならない』は必須。

　とはいえ、そんな都合のいい相手、この世にいるのだろうか。

「心当たりあるわよー」

　大賢者は軽い口調で答える。

「え、凄い！　全く想像できないんですけど……校則違反にならないってことは、モンスターじゃないんですよね？」

「モンスターじゃないわね」

「斬っても問題ならないということは、人間でもない？」

「アンナちゃんに人間を斬らせるわけないでしょう？」

「それでいて、わたくしに匹敵ひつてきする実力ですの？」

「匹敵するわよー。全く同じと言っても過言ではないわ」

　大賢者は、全ての条件を満たす相手がいると豪語する。

　ローラはそれがどんな相手だろうか、と想像しようと試みた。

　しかし全く思い浮かばなかった。

「むー、ヒントをください！」

「うふふ。ヒントは、あなたたちが出してきた条件そのものよ」

「それじゃぁ分かりませんよぅ」

　ローラは唇をとがらせる。

「ま、論より証拠。百聞は一見にしかず。今から私の家に行きましょう。今日のうちに戦わせてあげるわ」

「え、学長先生の家にその相手がいますの!?」

「相手も気になるけど、学長先生の家がどんなところか楽しみ。昼寝用の部屋が沢山ありそう」

「……寝室は一つだけよ」

　アンナの想像を、大賢者は即座に否定した。

　実はローラも同じ想像をしていたのだが、どうやら偏見だったらしい。

　とはいえ、大賢者はそこら中で昼寝しているので、この世界そのものが昼寝用の部屋といっても過言ではない。

　とてつもないスケールだ。

　やはり大賢者は凄いのだなぁとローラは改めて感心する。
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　蠢く掛け布団が普通の掛け布団になり、ローラたちは解放された。

　そして、ぞろぞろと並んで大賢者の家に向かう。

　いつの間にかすっかり日が暮れていた。

　子供だけで夜の街を歩くのは、あまりよろしくない。

　無論ローラたちは、どんな悪党に絡からまれても返り討ちにできる。

　しかし返り討ちにすることを前提にして出歩くということは、トラブルを呼び込んでいるのと同じだ。

　だが、今は大賢者と一緒なので大丈夫だ。

　大賢者の内面が大人かどうかは議論が必要なところであるが、肉体的には大人だし、実力は世界最強だ。

　保護者としてはこの上なく頼りになる。

「おや？　こっちは王宮がある方角ですね……学長先生の家は、王宮の近くにあるんですか？」

「そうよー。だから気軽に陛下のところに遊びに行けるのよー」「なるほど。仲がいいのはよいことです」

　実際、大賢者と女王は、とても仲がよさそうだ。

　しかし大賢者と違い、女王はとても真面目まじめに働いているはず。

　あまり頻繁に遊びに行って女王の仕事を邪魔すると、この国そのものが傾くかもしれないので、控えて欲しいところである。

　もっとも大賢者は昼寝している時間が異常に長いので、それで自動的に女王に絡む時間が上手うまい具合に減っているのかもしれない。

「はい。ここが私の家」

「へえ……って、王宮の門の真正面じゃないですか！」

「そうよー。三代前の王様にもらった家なの。ここに私が住んでたら、悪い奴やつらが王宮に近づかないだろうって」

「なるほど……それは確かに」

「昔の王様、頭いい」

「最強の門番ですわ……」

　昔の王様からもらったという大賢者の家は、王宮には劣るものの、十分に大きな家だった。

　まず立派な鉄門があり、その奥には小洒落こじやれた庭園。今は冬なので草木があるだけだが、暖かくなれば色鮮やかな花が咲いたりするのだろうか。

　家そのものは二階建て。少なく見積もっても十部屋以上はあると思われる。

「わたくしの実家と同じくらいの大きさですわ。まさしく実家のような安心感ですわ」

「安心感……私は緊張しかしない」

「同じく……庶民の生活レベルからは縁遠い世界です……」

　アンナは孤児院で育った。

　ローラの実家は貧乏ではないが、かといって特別裕福でもない。

　よって二人とも、こういった豪邸とは縁遠い人生だった。

　以前、大賢者に連れられて王宮に突撃することになったが、あのときは正直、気が気でなかった。

　おまけに要件が『王家の宝にいい感じの剣があったらちょうだい』である。

　エミリアに叱しかられているほうが、まだしも気楽というものだ。

「二人とも、大丈夫よ。この家は私しか住んでないから。見た目を気にせず、くつろいでね」

「学長先生だけ？　お手伝いさんとかもいないんですか？」

「いないわよ」

「はえー……すると、この広い家と庭を一人で掃除してるんですね。尊敬です。お昼寝してばかりと思いきや、家事もできるとは！」

「これでも料理は結構得意なのよ。ま、とにかく中に入りましょう」

　大賢者がひらりと手を動かすと、鉄門がひとりでに開いた。

　鍵かぎいらずで大変便利な門だ。

　むしろ鍵穴が見当たらないので、大賢者が魔法を使わないと開かない仕組みになっているのかもしれない。

「「「おじゃましまーす」」」

「はい、どうぞ」

「ぴー」

　家の中に入ると、ピカピカに磨かれてあった。ホコリなど一つも落ちていない。

　本当に掃除が行き届いている──と感心していたら、廊下の奥からガシャンガシャンと金属音が聞こえてきた。

　何だろうと思って視線を向けると、白い鎧よろいを着た人が近づいてくるではないか。

「わっ！　学長先生、一人暮らしと言っておきながら、他にもいるじゃないですか！　こんばんわ、初めまして、ローラ・エドモンズです」

「わたくしは、シャーロット・ガザードですわ。学長先生にはいつもお世話になっていますわ」

「アンナ・アーネット。よろしく」

　と、ローラたちが白い鎧の人に自己紹介していると、大賢者がクスクス笑い出した。

「挨拶あいさつできて偉いわね。でも、それは人間じゃないのよ。鎧の中は空洞。私の魔力が入ってるだけ」

「空っぽの動く鎧……あ、授業で習いました。人形とか鎧とか、人の形をした物に術式と魔力を込めて、お手伝いさんとか兵士として使うんですよね」

「そうそう。この鎧、私はスティーグって呼んでるんだけど、家事手伝いと警備を兼ねているわけ。結構強いから、空き巣が入ってきてもへっちゃらよ。まあ、普通の空き巣は侵入することそのものが無理だと思うけど」

「へえ、そうだったんですか。スティーグさん、よろしくお願いします」

　ローラは動く鎧に握手をもとめた。

　するとスティーグはガシャガシャ動いて、ちゃんと手を握り返してくれた。

「おお、賢い！」

「ぴー」

　ハクも面白がって、ローラの頭の上から前脚を伸ばす。

　賢いスティーグは、指先でハクの前脚に触れる。

「わたくしも握手したいですわぁ」

「私も私も」

　シャーロットとアンナも、白い鎧とぎゅーと握手する。

「スティーグは人気者ね。今度、喋しやべる機能でも追加しようかしら」

「お、いいですね。スティーグは男の子ですか？　女の子ですか？」

「そういえば決めてなかったわ。うーん……自分は男の子だと思っていたんだけど、実は女の子だと分かって戸惑っている子にしようかしら？」

「無駄に複雑な設定！」

「あまり変な設定をつけると、スティーグが可哀想かわいそうですわ」

「シンプルな生い立ちのほうがいい。行き倒れていたところを学長先生に拾われ、この家で働くことになったという設定にしよう」

「普通すぎるわ。どうせなら、エミリアの生き別れの妹とかにしましょうよ」

「そういうことをすると、どこかでエミリア先生に迷惑がかかり、また胃に負担をかけてしまうので駄目です」

「つまらないわねぇ」

　かくしてローラは、エミリア本人のあずかり知らぬところで勝手に妹が誕生するのを阻止した。

　それはそれとして重要なのは、試し斬りの相手だ。

　アンナの魔法剣、ケラウノスとアネモイの性能を発揮するのに相応しい相手を求めてここまで来たのである。

　動く鎧と握手するのも楽しいが、本題を見失ってはならない。

　ローラたちはときどき本題を見失う癖くせがあるので、気を付けねば。

「こっちこっち。いいものがあるのよ」

「いいもの……見たいけど、それより試し斬り」

「試し斬りと関係あるものなのよ」

「よく分からないけど、分かった」

　アンナは大賢者にテクテクついてく。ローラとシャーロットもあとを追いかける。

　そして大賢者は、とある部屋に入った。

　どうやら物置のようだ。

　魔法の明かりで照らされたその部屋には、様々な物が雑多に置かれている。

「学長先生。この大きな壺つぼはなんですかー？」

「それはね。漬物を美味おいしく作れる魔法の壺よ。昔、古道具屋で見つけて、衝動買いしたの。二回くらいしか使ってないけど……」

「へえ、便利ですね。あんまり魔法のアイテムっぽくない効果ですが」

　一体、どこの魔法使いが作った壺か知らないが、よほど漬物が好きだったのだろう。

「では、このカラフルなブーツは何ですの？」

「どんなに凍った地面でも、絶対に滑って転ばないブーツよ」

「これからの季節、役に立ちそうですわ。しかしカラフルすぎてダサいですわ……」

「この色を何とかしようとしたんだけど、この色が滑らない効果を出してるみたいなのよ」

「困ったブーツですわ……」

　シャーロットは名残なごり惜しそうにブーツを棚に戻した。

「じゃあ、このビンに入ってる液体は？」

「モテ薬よ。それを飲むとしばらくの間、異性にモテモテになるの」

「へー。じゃあエミリア先生に飲ませてあげたら？」

「でも、それ、種族関係なくモテるから。人間だけでなく、猫とか馬とかケルベロスとかにもモテちゃうの」

「それは……かなり駄目な薬……」

　アンナはビンから遠ざかった。

「それで学長先生。試し斬りに関係あるものってどれですかぁ？」

「えっと、どこにしまったかしら……ああ、あったあった」

　そう言って大賢者が出してきたのは、四つの枕だった。

　寝るときに頭の下に置く、あの枕である。

「……学長先生！　さっきまで昼寝していたでしょう！　そういうのはあとにしてください！」

「そうですわ。ふざけないでほしいですわ」

「学長先生で試し斬りすればいいの？」

「ちょ、ちょっと落ち着いて。私は真面目よ。この枕を使って寝るとね、皆が同じ夢の世界に行けるのよ」

　アンナが剣を抜こうとしたのを見て、大賢者は慌あわてて解説を始めた。

「同じ夢……？　それはあれですか？　以前、学長先生が魔神と戦っている光景を見せてくれた夢みたいな感じですか？」

「そうそう、あんな感じ。でも、あれは私の記憶を再現して見せただけだから。この枕を使うと、架空の世界を夢の中に作って、皆で体験できるのよ」

「夢の世界……そこで試し斬りしろってこと？」

　アンナが尋ねると、大賢者は頷く。

「そういうこと。夢の世界ならどんな強力なモンスターを倒しても校則違反にならないし、間違って死んでも、現実には影響ないわ」

　それを聞いたシャーロットが、アンナ以上に目を輝かせる。

「つ、つまり……夢の世界でなら、私とアンナさんがガチンコバトルすることも可能ですの!?」

「あら。したいの？　ガチンコバトル」

「したいですわ！　今のアンナさんと、後先考えない本気のバトルをしてみたいですわ！」

　とシャーロットが叫ぶと、アンナも「私も」と言い出した。

「シャーロットとも、ローラとも、本気で戦ってみたい。でも、本気を出したら死んじゃうかもしれないから……どうしても無意識に手加減しちゃう」

　それは確かに、とローラも納得した。

　ローラたち三人は親友だ。しかし同時にライバルでもある。

　戦って勝ちたいと思うのは自然なこと。

　だが、三人は強くなりすぎた。

　本気を出せば地形が変わるし、互いが無事では済まない。

　特にシャーロットとアンナの実力は拮抗きつこうしているがゆえに、本気の戦いは凄惨せいさんを極めるだろう。

　一学期の終わりにローラとシャーロットが本気の戦いをやったが、当時の二人の間に大きな実力差があったからこそ、どちらも死なずに戦いを終わらせることができたのだ。

　大賢者いわく、首から上が無事なら何とかしてくれるらしい。

　が、今のシャーロットとアンナが戦えば、首から上が無事で済む確率は低そうだ。

「じゃあ、アンナちゃんはシャーロットちゃんで試し斬りすればいいわ」

「現実では嫌ですが、夢の世界でならどんとこいですわ！　もっとも、大人しく斬られるつもりはありませんことよ！　おーっほっほっほ！」

　シャーロットは急に悪役のような高笑いを始めた。

　いかにも一刀両断にされる人という感じだ。

「じゃあ、今夜、夢の中で戦おう」

　アンナとシャーロットは戦いの約束をして、固い握手を交わす。

「ぴー、ぴー」

　突如、ローラの頭から飛び立ったハクが、大賢者の抱きかかえる枕の上に着地した。

　そして、まるで自分の陣地だと主張するように座り込みを始める。

「……あ、そっか。学長先生、私、シャーロットさん、アンナさんで四つの枕を使い切っちゃいます。ハクの分がないです！」

「ぴ！」

　そうだぞ、という感じでハクは翼を広げてみせる。

「……ハクは話の内容を理解していますの？」

「いえ。詳しく理解はしていないと思いますが、自分の分がないということだけは把握しているはずです」

「ぴー！」

「じゃあ、ローラちゃんとハクが同じ枕を使ったら？　どっちも小さいから、何とかなるでしょ」

「ぴぃ？　ぴー」

　ハクはそれで納得したらしく、穏やかに鳴いて、またローラの頭の上に戻ってきた。

「前から思ってたんだけど、ハクは私たちの言葉をどこまで理解してるんだろう？」

　アンナがぽつりと疑問を呟く。

「多分、簡単な単語くらいしか分かってないと思いますよ？　あとは、その場の空気を読んでるだけです。ね、ハク」

「ぴー」

　ハクは楽しげに鳴いて、もぞもぞと動いた。

　それが肯定なのかどうかローラにも分からないが、嫌がっている様子はないので、肯定ということにしておこう。

「それで、学長先生。この枕で寝たら、それだけで皆が同じ夢を見るんですか？」

「そうよー。私が一足先に寝て、夢をいい感じに調整しておくから、皆は夜になったら夢の世界に来てね」

「……さっきまで寝てたのに、もう寝たくなったんですね」

「べ、別に寝たいから寝るんじゃないわよ!?　あなたたちのため！」

「へえ……」

　大賢者の言葉はとても疑わしかったが、便利な枕を提供してくれたことに免じて、追求しないでおくことにした。





※






「よいしょっと……さ、ハクは私の隣に頭を乗せてください」

「ぴー」

　夜。

　いつものようにベッドに潜り込んだローラは、大賢者の家から持ってきた枕の端に後頭部を寝かせる。

　するとハクがローラの隣でモゾモゾとうつ伏せになり、顎あごを枕にぱふんと乗せた。

「ローラさんと私の間にハクが……うぅ、これでは抱きしめることができませんわぁ……」

「今日一日くらいは我慢してください。それに、間にハクがいても手は届くじゃないですか。手を繫つないで眠りましょう」

「わたくし、ローラさんを抱き枕にしていないと眠れませんわ。これではアンナさんと夢の世界で対決することができませんわ！」

「大丈夫ですって。人間、その気になれば、いつでもどこでも眠れます！」

「それはローラさんと学長先生だけですわ……」

　なんて話をしていながらも、数分後。

「すやぁ……」

「ふにゅ……」


「ぴゅぃ……」



　二人と一匹は、仲良く寝息を立て、夢の世界へと旅立っていった。





※






「ローラ。シャーロット。ハク。起きて起きて」

　アンナの声が聞こえた。それから頰ほおを軽く叩たたかれる感触。

「う、うーん……寝たばかりなのに……」

「大丈夫。まだ寝てる最中。ここは夢の世界」

「夢……？」

　ローラは目を開けた。そこには自分を覗のぞき込むアンナがいた。

「えっと、夢のアンナさん？」

「違う。現実のアンナ」

「でも、ここは夢」

「そう、夢」

「……改めて考えると複雑ですね」

「複雑に考えるとややこしいから考えないことにした。とにかく皆で同じ夢を見ている」

　夢なのに自分の頭の中で作られた世界ではなく、皆の意識が繫がっていて、現実のような存在感を持っている。

　これは厳密には夢ではないのでは、なんて考え出すとキリがない。アンナの言うように、深く考えないのが正解だろう。

「それにしても、真っ暗なんですね。いえ、背景が黒いだけで、アンナさんの顔はハッキリ見えますね」

「そう。真っ黒で何もないけど、ローラたちも自分の体もちゃんと見える。不思議」

　ローラの隣には、ハクとシャーロットが寝転がっていた。

　夢の中で寝る……ますます複雑だ。

「ハク、シャーロットさん。起きてください……いや、夢の中だから起きるわけじゃない？　えっと、とにかく目を覚ましてくださいよ」

「むにゃむにゃ……ローラさん、元々小さいのに、更に小さくなってしまわれたのですね……」

　シャーロットは寝ぼけてハクを抱きしめ、その体を撫なで回した。

　ハクは子猫くらいの大きさしかないので、ローラと比べるまでもなく小さい。

「もう、シャーロットさん。それはハクですよ。あと私は小さくないです。九歳としては普通です」

　ローラはシャーロットの体をゆすりながら抗議する。

　あと一ヶ月もしないうちにローラは十歳になるので、この理論は破綻する寸前だが、そのことについてはあえて無視した。


「ぴぃぃ……」



　一足先に目覚めたハクは、迷惑そうに声を出す。

「……あら？　ローラさんとハクが入れ替わっていますわ！」

「入れ替わってませんよ。ハクはずっとハクです」

「すると、わたくしはハクを抱き枕に？　これはわたくしとしたことが……申し訳ありませんわ、ハク」

「ぴ」

　シャーロットの腕から逃れたハクは、ローラの頭の上に移動する。

「それで、ここは夢の世界ですの？　学長先生はどこですの？」

「私のほうが何分か先にここにきたけど、学長先生は見てない。寝てないってことはないと思うから、どこかにいると思うけど……」

　ならば探しに行こうか、とローラが思ったとき、どこからともなく知らない女性の声が聞こえてきた。

「ローラ様。シャーロット様。アンナ様。ハク様。ようこそいらっしゃいました。私はこのクラウド夢世界の管理者です」

　透き通るような、聞きやすい美しい声だった。

「クラウド夢世界？　管理者？」

「なんのことか分かりませんわ」

「隠れてないで出てきて」

「ぴー」

「申し訳ありません。私は実体がなく、いってみればこの世界そのものが私です。なので姿を見せることはできません。そしてご質問にあったクラウド夢世界ですが、それはまさに今、皆さんが見ているこの世界のことです。あのクラウド夢枕を使えば、大勢の人で共通の夢を見ることができるだけでなく、夢の内容を細かく設定して楽しむことができるのです」

　管理者はスラスラと解説する。

　長い台詞だが、聞き取りやすい声なので、よどみなく頭に入ってきた。

「ほへー、なるほど。じゃあ、私たちで夢の内容を作ることができるんですね！」

「はい。本来は。しかし今日は先にカルロッテ様が夢の内容を決めています。ご容赦ください」

　カルロッテ様って誰だっけ、とローラは一瞬だけ悩んだが、大賢者の名前だった。

　いつも学長先生と呼んでいるので、本名に馴染なじみがないのである。

「そのカルロッテ様こと学長先生はどこにいるんですか？」

「この世界の中に。カルロッテ様の作った物語を開始すれば登場します」

「そうなんですかー。じゃあ、始めちゃいますか？」

　ローラはシャーロットとアンナを見る。

「無論ですわ。その物語は、わたくしとアンナさんが戦う物語なのでしょう？」

「はい。そういう設定です」

　管理者は答える。

「だったら、早く始めよう」

　アンナが急せかした。

　強くなりたい。強くなれたか試したい。

　そのチャンスがあるなら逃してはならないのだ。

　普通の生徒なら授業を真面目に受けているだけで強くなれるし、強さを試せるのだろう。

　だが、ここにいる三人は、もうそういう領域ではなかった。

　実技は基礎を確認できるし、座学は知らないことだらけなので勉強になるが、直接の強さには結びつかない。

　しかしギルドレア冒険者学園には大賢者がいて、こうして導いてくれる以上、やはり生徒を続けているのが強くなる近道なのだ。

「かしこまりました。では……『剣士アンナのローラ姫救出作戦！　悪の魔法使いシャーロットをやっつけろ！』を開始します」

「は？　わたくしが悪の魔法使い……どういうことですの！」

　シャーロットは叫ぶが、管理者は答えない。

　代わりに、黒かった空間が白い光に包まれる。まぶしくてローラたちは目をつむった。

　そして恐る恐る目を開けると、そこは灰色の石で作られた広い部屋だった。

「はて。ここはどこでしょう？」

「ぴー？」

　ローラの頭の上には、いつものようにハクがいる。

　お尻しりの下には、ふかふかの布団があった。

　つまりローラはベッドに座っているのである。

　夢世界に来たときに着ていた着ぐるみパジャマではなく、ひらひらしたドレスになっている。まるでお姫様のようだ。

　一方、目の前に立っているシャーロットは、ちょっと露出が多めの真っ黒ドレスという、悪そうな格好かっこうだった。

　物語に出てくる『悪の魔法使い』のイメージそのものだ。

「ああ～～、ローラさん、お人形みたいにお可愛らしいですわぁ……それに比べて、わたくし、真っ黒ですわ！」

「うーん……学長先生はシャーロットさんにそういう役をやらせたいみたいですね」

「そうよー」

　そのとき突然、布団の中から大賢者が現われ、ローラに抱きついてきた。

「わっ！　びっくりするじゃないですか。急に出てくるのはやめてください。このためだけに気配を消してずっと隠れてたんですか……？」

「いいえ。たんに寝てただけ」

「……ここは夢の世界なんですよね？　つまり起きていても実際は寝ているのでは？」

「二重に寝られるって素晴らしいじゃない」

「……私には学長先生の哲学はまだ早いようです」

　ローラは、大賢者の怠け癖を、哲学の問題にすり替えることで流そうとした。

　ところが。

「哲学と言うより、学長先生がお年を召しているので睡眠時間が長いだけではありませんの？」

　シャーロットは、あえて誰も触れないようにしていたところに、ついに触れてしまった。

　大賢者はもうすぐ三百歳。見た目は二十代前半の美人だが、実際はおばあちゃんの中のおばあちゃんなのだ。

　歳としをとると睡眠時間が増えるというが、大賢者が昼寝ばかりしているのはまさにそのせいだとシャーロットは言ってしまったのだ。

　ローラとて何となくそう思っていたのに、あえて口にしなかった。

　シャーロットはついに本人に向かって言い放った。

「……えいっ」

　大賢者は短いかけ声とともに、シャーロットに向かって電撃を放った。

「あばばばばばばばば」
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　シャーロットは変な悲鳴を上げて痙攣けいれんし、ばたんと仰向あおむけに倒れてしまう。

　と、同時に、棺桶かんおけが出現して、シャーロットの体を包み込んでしまった。

「え？　この棺桶は一体……？」

「この世界で死ぬと、自動的に体が棺桶に包まれるのよー」

　大賢者はベッドの上でローラを抱きしめたまま語った。

「学長先生、シャーロットさんを殺しちゃったんですか!?」

「いや、殺したって、これ夢だからね？　この世界で死ぬと、目が覚めて現実に戻るの。それで、もう一回寝ると……」

　大賢者の解説が終わる前に、棺桶の蓋ふたが開き、シャーロットが飛び出した。

「そうそう。寝ると棺桶の中で復活するのよ。これは設定を変えることができて、セーブポイントに行かないと復活できないようにもできるのよ」

「セーブポイント……？　よく分かりませんが、どこでもお気軽に復活できないようにするわけですね」

「飲み込みが早いわね、ローラちゃん。ま、今日はシャーロットちゃんとアンナちゃんが戦うだけの物語だから、そういう面倒な設定はしなかったけど」

「そんなことはどうでもよろしいですわ！　夢の中とはいえ、いきなり殺すなんて酷いですわ！」

　シャーロットはツバが飛ぶくらい叫びながら大賢者に詰め寄る。

「あらぁ。この世界のシステムを分かりやすく説明してあげたんじゃないの。これで死んでも大丈夫だって分かったでしょ？」

「それは、そうですが……いえ、それよりも！　学長先生はなぜローラさんをさっきから抱きしめていますの!?　ローラさんはわたくしのものですわ！」

　そうだったっけ？　とローラは首を傾かしげる。

「あら。ローラちゃんは私のよ？」

　別に大賢者のものでもなかったはずだ、とローラは激しく疑問を覚える。

　いや、そんなことよりも、話を先に進めるべきだ。

　どういうわけだか世の中の人たちは、ローラを抱き枕にするためなら、話がどんなに脇道わきみちにそれてもいいと思っている節がある。困ったものだ。

「……あのぉ。シャーロットさんとアンナさんを戦わせるんですよね？　なのにアンナさんがいないのはどういうことなんですか？」

「そうですわ。わたくしもそれを言いたかったのですわ！」

「アンナちゃんは正義の剣士で、ローラちゃんを助けに来るのよ。ここはね、大きな塔の最上階なの。悪の魔法使いシャーロットの本拠地。ローラちゃんはシャーロットちゃんにさらわれてきたお姫様。ちなみに私はシャーロットちゃんの忠実な使い魔。あ、この設定は管理者がアンナちゃんにも伝えているはずだから、今頃いまごろ、数々のモンスターを倒しながら塔を登っているはずよ」

「ぴぃ？」

「ハクはいつものように、ローラちゃんと仲良しの不思議生物よ」

「ぴー」

　ローラの頭の上で不思議生物は前脚をパタパタ動かした。

「つ、使い魔がどうしてわたくしのローラさんを独り占めしていますの!?」

「あなたの命令でこのお姫様を拘束しているという設定よ」

「そ、その命令を解きますわ！」

「駄目よ。ローラちゃん抱き心地いいんだもの。それに、ほら。シャーロットちゃんを退治するため、正義の剣士様が来たわよ」

　大賢者の言葉どおり、扉がバーンと開かれ、アンナが部屋に入ってきた。

　その服装は、着ぐるみパジャマでも学校の制服でもない。

　金属の小手や胸当て、ブーツを装備した剣士の姿。

　無論、両手には古代文明の魔法剣、ケラウノスとアネモイが握られている。

「ローラ姫。助けに来たよ。悪の魔法使いシャーロットは、私が成敗する」

「アンナさん！　設定に忠実な台詞！　割とノリノリですね！」

「こういうの、燃える」

「おお！　では私もお姫様を演じます。きゃー、助けて、剣士さまー」

「……棒読みすぎる。ちょっとやる気が減った」

「そんな！」

　ローラは一生懸命お姫様になろうとしたのだが、演技力が不足していたらしい。

　せっかくシチュエーションを楽しもうと思ったのに……アンナのやる気に水を差すのも嫌なので、普通にしていよう。

「おほほほほほっ！　アンナさん、よくここまで来ましたわね。歓迎しますわ。しかし……ローラさんはわたくしのものですわ！」

「おお、シャーロットさんは凄い演技力です」

「演技っていうか、いつもどおりじゃない？」

　大賢者の指摘にローラはハッとする。

「確かに！」

　そんなローラを放置して、シャーロットとアンナは向かい合う。

　視線がぶつかり合う。

　部屋に魔力が充満していく。

　これから始まる戦いが尋常ならざるものになると、空気が語っていた。

「アンナさん。先に説明しておきますが、この世界では死んでも目覚めるだけですわ」

「知ってる。管理者に教えてもらったし、ここに来るまで、リヴァイアサンとかベヒモスが沢山いて、何度か殺された」

「あら。前座のモンスターに殺されるなんて情けないですわ！　そんなことで、このシャーロット・ガザードに勝てると思いまして!?」

　このシャーロット・ガザード──という名乗りが、いかにもな悪役だ。

　普通の人間は自分のフルネームを高らかに語ったりはしない。

　しかし彼女は普段からこんな感じだ。これほど悪役が似合う人もいない。

　もっとも、口調以外は悪役から程遠い人だ。むしろお人好しの部類だろう。

「大型モンスター五匹に囲まれたら、シャーロットだって死ぬと思うんだけど……」

「……そ、それは難易度が高いですわ……しかし根性で何とかして見せますわ！」

「ほんとに？」

「根性さえあれば、人は死なないものですわ！」

　シャーロットが適当なことを言い出したので、ローラはツッコんでおく必要を感じた。

「シャーロットさん。さっき学長先生の電撃で一回、死んでましたよね？　根性が足りなかったんですか？」

「あれは……その……根性ではどうにもならないことも、稀まれにあるのですわ」

「リヴァイアサンとかベヒモスが五匹も同時に出てくるのも、かなり稀ですよ」

「……そんなことはどうでもよろしいですわ！　さあ、アンナさん！　ローラ姫を取り戻したかったら、わたくしを倒してご覧なさい！　そうしなければ明日、わたくしはローラ姫と結婚し、エドモンド王国を手中に収めますわ！」

「そんなことはさせない……ローラ姫と結婚するのは私……」

　二人は妙な設定を出してきた。

　少々、物語にのめり込みすぎではないだろうか。

　しかし、のめり込んでいるからこそ、迫力が凄い。

　いや──ふざけた会話はここまでなのだ。

　大賢者の計らいでシチュエーションを用意してもらったが、本来、二人は理由がなくても戦える。

　喧嘩けんかをした、とか。何かを取り合っている、とか。

　そういった分かりやすい理由もなしに、単純に力比べで本気の戦いをしようとしているのだ。

　ローラを助けるというのは、せいぜい合図のようなもの。

　合図が下り、決戦の幕が切って落とされた。





※






　アンナは二本の魔法剣を握りしめながら、自分の心臓の鼓動を聞いていた。

　緊張、している。

　シャーロットと戦うのは、別に初めてというわけではない。

　一度目は校内トーナメントの準決勝で。

　二度目はつい先日、草原の上で。

　しかし、どちらもシャーロットは本気を出していなかった。

　一度目はそれこそ、本当に手を抜かれていた。こちらにケガをさせないようにと気を遣われてしまった。あれはとても勝負とは言えない。

　二度目は一応、手加減はしてないらしい。実際、意識的に手を抜いたわけではないはず。アンナの持つ魔法剣、ケラウノスとアネモイはあのとき既に大賢者によって改造され、アンナはそれを使いこなしていた。手加減する余裕など与えた覚えはない。

　結果、二度目の戦いは、アンナが勝った。

　シャーロットはそれを素直に認めた。それで、あたかもアンナがシャーロットと同格になったかのような雰囲気さえ生まれた。

　だが、違うとアンナ自身は思っている。

　別に武器の性能に頼って勝ったから自分の勝利を否定しているのではない。

　強力な剣を手に入れ、それを使いこなすのも剣士の技量の一部。

　そこを恥じるつもりは全くなかった。

　問題なのは、シャーロットの本気度だ。

　手加減していないことと、本気であることは、似ているようで少し違うのだ。

　是が非でも負けたくないという強い想おもいが、あのときのシャーロットにはなかった。

　強敵だと認識されていなかったのだ。

　アンナは、そんなシャーロットの心の隙すきを突いて倒しただけ。

　油断していたほうが悪いという理屈は立つが、そういう勝利はさほど嬉うれしくない。

　なにせ、相手に恨みがあるわけでもなく、勝敗で利害が変わるわけでもない。

　何かを得るために戦うのではなく、戦って勝つことそのものが目的。

　ゆえにこそ、その勝負の内容に、勝ち方にこだわりたい。

　だから、ここに三度目の戦いが起きた。

　シャーロットはアンナを『戦うべき相手』として想ってくれている。

　鋭い眼光で睨にらんでくれている。

　そのことが嬉しくて、アンナは震えた。

　アンナとシャーロットとローラは、いつも一緒に遊んでいる。

　なのに、アンナはいつも、少しだけ疎外そがい感を覚えていた。

　クラスが違うからという些細ささいな理由ではなく、もっと大きな壁。

　冒険者としての才能の壁がそびえ立っていたのだ。

　その壁の上にアンナは今、立っている。

　これから、壁の向こう側に何があるのか、覗き込むのだ。

　シャーロットと本気で戦うとは、そういう行為なのだ。

「胸がドキドキする……緊張で破裂しそう……嬉しくて倒れそう……シャーロットもローラと戦うとき、こうだったの？」

「ええ、そうですわ」

「凄い……ようやく一学期の二人に追いついた……もう離されない。ここでシャーロットを追い越す」

「あら。追いつくのは大歓迎ですが、追い越されてはたまりませんわ。前回は確かにわたくしが負けましたが……だからこそ、今日は全力。アンナさん。あなたを倒しますわ！」

　シャーロットの瞳ひとみに、アンナが映っている。

　日常の場面ではなく、戦いの場において、シャーロットがアンナを見つめているのだ。

「ありがとう……私はトーナメントでシャーロットに負けてから、ずっとそう言ってもらう日を夢見ていた気がする。そして、勝つ」

「ふふ……うふふ……勝つと？　わたくしに勝つと？　それは楽しみですわ。アンナさんの全力、わたくしに見せてくださいませ！」

　意外なことに、先に仕掛けたのはシャーロットだった。

　プライドの高い彼女は、こちらに先手を譲るとアンナは思い込んでいた。

　しかし、そんなプライドを捨てるからこそ〝本気〟なのだろう。

「光の精霊よ。我が魔力を捧ささげる。千の矢と化し、眼前の敵を撃ち抜け──」

　早口の呪文じゆもん詠唱。

　それを唱えている最中から、光の矢がシャーロットの眼前に現われ、アンナに向かって飛んできた。

　呪文が進むにつれてその密度が増し、唱え終わる頃には、光の壁と呼べるほどの代物と化していた。

　アンナはケラウノスとアネモイを使って、尽くを叩き落とす。

　だが、光の矢は時間稼ぎに過ぎなかった。

「加速せよ、我が五感。鋼はがねと化せ、我が肉体。その動きは迅雷じんらい。その一撃は鉄槌てつつい。力で以もつて万象尽くを撃滅せよ──」

　光の壁の奥で、シャーロットが第二の詠唱を行なっていた。

　おそらくは強化魔法を自分自身にかけているのだ。

　しかし、自分を強化するのは、あらゆる魔法の中でも簡単な部類。

　魔法使いではないアンナですら使うことができる。

　それをわざわざ呪文詠唱で集中力を高めてまで行なうということは──。

「覚悟！」

　光の矢の弾幕が晴れると同時、シャーロットが矢よりも速く突進してきた。

　アンナは反射的に剣を振るが、二本とも摑つかまれてしまった。

　シャーロットは魔法剣の刃を素手で握りしめているのだ。

　なのに血の一滴も流れない。

　刃が皮膚に通らない。

　ケラウノスからは電撃を。アネモイからは突風を放つが、それでもシャーロットは手を放さず、力強く踏み込んだ。

　その衝撃でアンナの体が浮かび上がる。

　シャーロットはなお加速し、壁まで一気に突っ込んだ。

「がはっ！」

　背中を石壁に強打し、更に正面からはシャーロットの体がぶつかってくる。

　サンドイッチにされた痛みで、一瞬、意識が遠のいた。

　だが剣は放さない。

　そして零ぜろ距離。

　剣士であるアンナの間合いだ。

　恐ろしい腕力で剣を押さえつけられているが、ならば押し返せばよいだけの話。

　筋肉が千切ちぎれるくらい全力で。

　もともと、素の筋力はアンナのほうが圧倒的に上だ。

　それを強化魔法で逆転されているが、更に逆転させる。

　とはいえ、アンナの魔力などシャーロットからすれば雀すずめの涙のようなもの。現にアンナは、この戦いが始まる前から強化魔法をかけっぱなしだ。なのに押し負けている。

　自分の魔力で足りないならば、魔法剣の魔力を借りればよい。

　アンナは二本の魔法剣のおかげで、本来適性のない雷と風の攻撃魔法を使えるようになった。

　しかしケラウノスとアネモイの利点は、適性値の改善だけではない。その二本が有している魔力をアンナが使えることも特徴の一つだ。

　もちろん膨大な魔力があっても、使いこなせなければ意味がない。

　雷と風を操あやつる魔法以外は、自力で何とかしなければならない。

　魔法適性値が低いアンナは、使える魔法は限られている。




　防御魔法適性：29

　強化魔法適性：31




　これ以外の魔法適性値は全て無に等しい。

　鍛錬するだけ無駄というもの。

　ゆえに魔法の特訓は、この二つだけに絞ってきた。おかげで少しはまともに使えるようになった。

　その何とか形になっている強化魔法を、魔法剣の魔力で再実行。筋力を爆発的に高める。同時に防御魔法も使い、筋力に耐えられるよう骨格の強度を上げる。

「私が、勝つ──！」

「!?」

　完全に壁際まで追い詰めた状態から押し返されつつあることに、シャーロットは驚きの表情を浮かべる。

　呪文詠唱までした強化魔法を上回られるとは思っていなかったのだろう。

　お互い、両腕が塞ふさがっている。

　わずかでも姿勢を崩したら、天秤てんびんは一気に傾く。だから蹴けり技も出せない。

　ひたすら筋力と魔力を振り絞って相手を押すしかない。

　その状況で、アンナはわずかに勝っている。

　このままいけば、次の一撃はこちらが入れられるだろう。

　と、アンナが全身を軋きしませて全力を出していた、そのとき。

「炎の精霊よ。我が魔力を捧げる。刃を持て。契約のもと顕現せよ──」

　シャーロットが新たな呪文を唱えた。

　そして彼女の背後に、炎の体を持つ巨体が顕現した。身長はシャーロットの倍ほど。

　その手には体と同じく炎で構成された剣が握られている。

　こうして近くにいるだけで皮膚が焦こげそうな高温だ。

　あの剣で斬られたら、あるいは体当たりされただけで、アンナの体は黒焦げになってしまうに違いない。

　しかし、それはシャーロットとて同じのはず。

　彼女は強化魔法にかなりの魔力を注そそいでいる。更に炎の精霊を召喚した。ならば満足な防御結界を張る余裕はない。

　よって、こうして密着している限り、シャーロットは精霊でアンナを攻撃できない──。

　という予想は、コンマ一秒で裏切られた。

「ッ!?」

　炎の精霊は、その剣でアンナを突き刺そうとした。

　だが、炎の精霊が立っているのはシャーロットの後ろ。つまり、シャーロットごと貫こうとしているのだ。

　頭が真っ白になりつつも、生存本能が回避を選ぶ。

　まずは防御魔法に使っていた魔力をカットし、強化魔法に回す。そしてケラウノスに電気を発生させ、自分の筋肉に流す。それによって限界以上の力を発揮させ、シャーロットを突き飛ばし、その反動で自分も真横に飛んだ。

　激、痛。

　電流で筋肉が燃えるように痛い。骨も関節も悲鳴を上げている。

　しかし、そうしなければ、炎の剣で貫かれ内側と外側から同時に燃やされていた。

　無論、死ぬ。

　そこで勝負は終わり。

　シャーロットは相打ちを狙ねらっていたのか？

　否いな。

　相打ち狙いなど、彼女の性格から考えてあり得ない。そんなものは敗北と同じだ。

「そうか……私は燃やされたら死ぬしかないけど……シャーロットは回復魔法が使える」

「ふふ、お気付きになりましたか？　ええ、そうですわ。アンナさんは致命傷を受けたらそこで終わり。しかし、わたくしは即死しない限り回復できますわ。この差は歴然。卑怯ひきようとは言わせませんわ。それが魔法使いというものですから」

「卑怯だなんて言わないよ。むしろ……本気を出してくれて、ありがとう」

　即死しなければ回復できる。とはいえ、腹を炎の剣で突き刺して即死しない保証はどこにもない。

　つまりシャーロットにとってもギリギリの攻撃。ギャンブルのような手段だ。

　普段なら絶対にやらない。

　これこそ〝手加減をしていない〟ことと〝本気〟であることの違いを如実に表す技。

「そのシャーロットの本気を、私は超える……！」

「アンナさんの本気を、返り討ちにしてご覧に入れますわ！」

　炎の精霊が分裂し、数を増やした。

　一体から五体へ。

　大きさこそローラ程度になったが、数が多いというのは脅威だ。単純に五倍の攻撃が飛んでくる。そして上手く連携されたら、その脅威度は五倍どころか何十倍にも跳ね上がる。

　分裂や分身の類いができないアンナがそれに対抗するには、ひたすら速くなるしかない。

　強化魔法。と、先程使用した、電流による筋肉の強制可動。

　痛いなどと言ってはいられない。

　たとえ痛みで気絶しても、電流でまた目覚めるはず。

　筋繊維が焼き切れるまで加速せしめる！

　アンナに炎の精霊が迫ってきた。まずは左右から二体。その後ろに一体が控えており、残り二体は後ろに回り込もうとしている。

　真正面の三体をケラウノスで斬り裂き、アネモイの風で吹き飛ばす。

　続いて背後の二体を、剣舞のように回転して屠ほふり去る。

　これで炎の精霊は全て倒したが、だからといって安心などしていられない。むしろ時間と体力を消費させられたのだ。その差を埋めるためにも、シャーロットへ刃を振り下ろす。

　アンナが炎の精霊を倒すのに使った時間は十分の一秒以下。

　その時間を使ってシャーロットは、次の魔法を自分の周りに展開していた。

「歪ゆがめ──」

　普通なら聞き取れないほど高速の呟き。

　五感を研とぎ澄ましたアンナだからこそ、かろうじて聞き取れた。

　それは短いながらも、呪文詠唱であった。

「チッ！」

　シャーロットに向かって振り下ろしたケラウノスの刃がぐにゃりと曲がり、自分の顔に向かって突き出されてきた。

　アンナは上半身を捻ひねり、かろうじて躱かわす。

　かなり苦しい体勢だが、その状態からアネモイで次の斬撃ざんげきを放つ。

　が、それもアンナへと返ってきた。

　後ろに飛び退のき、回避するしかない。

　せっかく炎の精霊を倒して詰めた距離が、大きく開いてしまう。

　それにしても、目の前の相手に向かって振り下ろした刃が自分に向かってくるなど、意味不明の現象だ。あまりにも非現実的。

　空間が歪んでいるとしか思えない──そう、歪んでいるのだ。

　次元倉庫の練習中に偶然シャーロットが発明してしまった、彼女オリジナルの技。

「ふふふ……ゴージャス・シャーロットによる華麗なるディメンション・バリヤー、ですわ」

「凄い……この状況でもその恥ずかしい技名をフルに言うなんて……！」

　アンナが驚愕きようがくしていると、観戦していたローラたちも声を上げる。

「どんなときでも自分を貫くシャーロットさんの姿勢、格好いいです！」

「ネーミングセンスはともかく、そのこだわりが呪文と同じような効果を生んで集中力を高めているんでしょうね。シャーロットちゃん、自分のスタイルを貫くのよ！　周りからダサいと言われようとも！」

「ぴー！」

「外野、うるさいですわっ！」

　シャーロットに怒られたローラと大賢者は「こわいよぅ」と抱き合って震えた。

　外野の野次を黙らせて、シャーロットは改めてアンナと向き合う。

「さて、アンナさん。今ので分かったでしょう？　わたくしのディメンション・バリヤーは、以前よりも洗練されていますわ。もうアンナさんの斬撃がわたくしに届くことはありません。それどころか……剣を振り下ろせば、アンナさんは自分自身を攻撃してしまうのですわ！」

「確かにびっくりした。前よりも反応がずっと早くなっている……でも、シャーロットが斬撃を認識してから空間を歪ませていることに変わりはない。だから、シャーロットの反射神経より速く攻撃すれば、私が勝つ」

「言うは易やすし、行なうは難かたし、ですわ。魔法使いの反射神経が、剣士よりも劣っていると思わないでくださいな」

「そうは思ってない。でも、私がシャーロットに劣っているとは思わない」

「ならば、勝負ですわ。そろそろ決着と参りましょう」

「望むところ」

　アンナは魔法剣を握る手に、改めて力を込める。

　自分一人の力では、決してシャーロットには届かない。

　ケラウノスとアネモイの魔力と属性を借りなければ、絶対に勝てない。

　──お願い。私に力を貸して。

　そう念じると、二本の魔法剣が刀身を震わせて答えてくれた。

　──ブゥゥゥン。

　──ぶぅぅぅん。




　わざわざ頼む必要なんてない。

　マスターと認めた者に使ってもらうのが剣の喜び。




　彼女らはそう言ってくれた。

　信頼に応こたえるためにも、アンナは踏み出した。

　乾坤一擲けんこんいつてきの想いを刃に乗せる。

　その意気だと魔法剣の想いが伝わってくる。

「征いくよ！」

　まずは床を蹴り──次に天井てんじようを蹴る。右の壁を蹴って、左の壁に。

　最速で征く。しかし最短は進まない。

　縦横無尽の立体軌道でシャーロットの集中力に負荷を掛け、更に部屋を構築する石材の破片をまき散らして目くらましにする。

　無論、これだけの動きをすればアンナの体にかかる負担も相当であるが、そこは我慢比べ。

　あらゆる手段でシャーロットの動体視力を凌駕りようがする。

　そうしなければアンナの斬撃は彼女に届かない。届きさえすれば渾身こんしんの一撃で決めてやる。

　一刀両断にしてやるのだ。

　シャーロットを倒すことだけに頭を使う。思考の全てをシャーロットに向けている。

　彼女以外、何も見えない。

　本気で、なおかつギリギリの戦いとは、こんなにも濃厚なのか。

　アンナは生まれて初めて知った。

　相手をぶちのめそうとしているのに、なぜだろう。ドンドン好きになっていく。

　私はあなたを見ている。

　あなたも私を見ている。

　互いの力と技を見つめ合い、上を行ってやろう裏をかいてやろうと全身全霊。

　受け止めるから。だから受け止めて。

　強くなった自分の姿をその目に焼き付けて欲しいと、アンナは切に思う。

　まだまだ戦っていたい。決着をつけたくない。

　しかし、勝つのは、私──。





※






　前と後ろと真上から同時にアンナの剣が迫ってきた。

　そんな錯覚を受けるほど彼女の動きは速く、そして不規則だった。

　体の耐久度を無視して強化魔法を使っている。なおかつ電流で筋肉を強制可動させている。

　魔法剣の助けがあるとはいえ、剣士であるアンナがこれほど長時間にわたり、多大な魔力を制御し続けているというのは瞠目どうもくに値する。というより信じがたい。集中のしすぎで脳が沸騰したりしないのか。

　肉体への負担は輪を掛けて冗談じみている。もちろん、電撃で筋肉を限界以上に酷使するという発想は、シャーロットの中にもあった。

　しかしそれは一瞬だけの技だろう。普通なら避けられない攻撃を緊急回避するとか、二度とないチャンスを狙って最大の一撃を打ち込むとか、そういう使い方をするべきだ。

　でなければ痛みで戦いどころではないし、自分で自分を攻撃しているのと同じだから自滅の危険がつきまとう。

　だがアンナはもう十秒以上も今の戦闘スタイルを維持しており、その間に数百の斬撃を放ってきた。

　シャーロットは空間を歪めてその尽くを反射し、アンナはその尽くを躱して次の斬撃を振り下ろし、薙なぎ払い、突き刺す。

　それらは天井知らずに加速して加速して、剣が百本に見えて、そして世界が万華鏡になった。真実、シャーロットにはそう見えた。




　斬撃、斬撃、斬撃、斬撃、斬撃、斬撃──薙払、薙払、薙払、薙払、薙払、薙払──刺突、刺突、刺突、刺突、刺突、刺突──。


斬撃──斬撃──斬撃──。




薙払──薙払──薙払──。




刺突──刺突──刺突──。
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　もはや見切るなど不可能。

　されど諦あきらめるなど不可能。

　空間歪曲わいきよくによる反射はとうに追いつかなくなり、皮膚を防御結界で覆うことで反射しきれない斬撃を弾はじく。が、一撃ごとに防御結界が一気に削られ、それを補強するために魔力が抉えぐられるように減っていく。

　シャーロットは追い詰められつつある。

　しかしアンナは自滅しつつある。

　限界を三周は超えたような動きで、彼女の体は既にボロボロ。

　己おのれの力に耐えきれず骨が折れ曲がっているのは無論のこと、空気との摩擦熱で皮膚が燃えている。

　その熱い想いに応えずして、何がシャーロット・ガザードか。

　研ぎ澄まされたアンナの刃は、もう芸術だ。

　全て見届けよう。見極めよう。

　防御結界はもう止めだ。ディメンション・バリヤーに全神経と全魔力を注ぎ込む。

　一ひと太刀たち残らず反射する。

　それこそがアンナの研鑽けんさんに対する礼儀。

　シャーロットにとってアンナは親友だ。大好きな人だ。

　しかしライバルではなかった。

　知らず知らずのうちに軽んじてしまっていた。

　おそらくそれはローラも同じ。

　そんな二人の態度に、アンナは当然気が付いていた。

　だから古代文明の魔法剣を見つけ出して、手なずけて、使いこなして。

　こうしてシャーロットの首を撥はねようと進撃してくる。

　今、シャーロットとアンナは同じ領域にいる。

　今、二人しかいない。他は見えない。聞こえない。

　相手をぶちのめそうとしているのに、なぜだろう。ドンドン好きになっていく。

　互いの力と技を見つめ合い、上を行ってやろう裏をかいてやろうと全身全霊。

　受け止めるから。だから受け止めて。

　強くなった相手の姿を己の目に焼き付けたいと、シャーロットは切に思う。

　まだまだ戦っていたい。決着をつけたくない。

　しかし、勝つのは、わたくし──。





※






　そしてローラと大賢者とハクが見守る中。

　ついに決着の時が訪れた。

　過集中により目と鼻から血を流すシャーロットは、アンナの斬撃を一発だけ反射しきれず、ケラウノスに喉元のどもとを貫かれた。

　同時にアンナは、限界を超えた動きにより両足が千切れ、反射されたアネモイを避けきれず心臓を貫かれた。

　よって相打ち。

　二人の体は棺桶に包まれ、それっきり動かない。

　ここは夢の世界だから死んでもすぐに生き返るはずなのに、どうしたのだろうか。不安になったローラと大賢者は、二つの棺桶の蓋を開ける。

　すると二人とも、棺桶の中でスヤスヤ眠っていた。

「夢の世界で寝るなんて、学長先生みたいですねぇ」

「ふふ。よっぽど疲れたのね。このまま朝まで寝かせてあげましょう。久しぶりに凄い戦いを見て……何だか興奮しちゃった」

「私もです！　次は私も混じって、三つ巴どもえをやってみたいです！」

「その調子で強くなって、私の領域に早くいらっしゃい。次の次の、そのまた次くらいには、四つ巴ができたらいいわね」

「はい！　ぜひやりましょう！」

「あら。私と真剣に戦おうなんて百年早いわよ」

「ひ、酷い！　学長先生が言い出したのに！」

「冗談よ。百年も待てないわ。ええ、本当に楽しみ……」

　大賢者は、遠いところに思いをはせるような顔をしていた。

　その声と表情には、羨望せんぼうが混じっているように見えた。

　もしかしたらシャーロットとアンナの戦いが羨うらやましかったのかもしれない。

　ローラは何となくそう思ってしまった。
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「あー……疲れましたわ……頭がボンヤリしますわ……」

「同じく……全く疲れが取れない……」

　夢の中でガチンコバトルをした次の日の放課後。

　学校敷地内にある草むらで、シャーロットとアンナは寝転んでぼやいていた。

　付き合いでローラも寝転んで空を仰いだ。

　もう十二月だが、今日はお日様が出ているので暖かい。

　暖かいのはいいことだ。

　しかし雪が降ったら雪合戦ができるので、それはそれで楽しみである。

「シャーロットさん、授業中、うとうとしてエミリア先生に怒られてましたね。アンナさんは大丈夫でしたか？」

「熟睡して殴られた」

「それは……災難です」

　戦っていたのは夢の中で、実際は眠っていたのだから疲れは残らなさそうな気もする。

　実際、二人は身体的には元気らしい。

　しかし精神的疲労は放課後になっても取れず、ご覧の有様となっている。

「ぴ、ぴ、ぴ」

　そうやって寝転んでいるローラ立ち三人のお腹なかの上でハクは飛びはね、反復横跳びのような動きをしている。

　どういう意図かは分からないが、運動するのはいいことだ。

「ハクがお腹に攻撃してくる……」

「何だかくすぐったいですわ……」

「ハク。運動するのはいいですが、人のお腹をトランポリンにしちゃ駄目ですよ」

「ぴー？」

　ハクは分かったのか分かっていないのか、あいまいな声を出し、ローラの頰ほおに自分の鼻先を擦り付けてきた。

　反則的に可愛かわいい。ローラはハクをむぎゅっと抱きしめる。

「ハクを抱きしめているローラさんが反則的に可愛いですわぁ……」

「同感。これは私たちもローラを抱きしめるしかない」

「な、なぜそういう結論に!?　というか二人とも元気ですね」

「ローラさんを見ていたら元気になりましたわ」

「おお、私、凄すごい効能ですね！」

「まあ、授業中に寝てたから、疲れが取れてきたというのもあるけど……」

「ですわ」

　アンナとシャーロットが起き上がったので、ローラもハクを抱いたままムクリと体を起こす。

「さて。元気になったところで、どうします？　いつものように訓練ですか？　それとも遊びに行きますか？」

「訓練も遊ぶのもいいけど、ちょっと作戦会議をすべきだと思う」

「作戦会議ですか？　はて。何のです？」

「今後、どうやって正体を隠して強力なモンスターと戦うかという作戦会議」

「アンナさん!?　駄目ですよ。ちゃんと大人しくしていようと誓い合ったじゃないですか。少なくとも年内は！」

「そう。年内は。だけどもう十二月だから、来年の予定を立てておかなきゃ」

「何事も備えあれば憂いなし、ですわ」

「なるほどー。勉強になります！」

　ローラは、今年一杯大人しくしていることしか考えていなかった。

　校則を破りたくなったら、そのとき破り方を考えればいいと思っていた。

　だが、二人の年長者は、ちゃんと先のことまで頭に入れているのだ。

　ぜひ見習っていきたい。

「それで、アンナさんは正体を隠す案があるんですか？」

「ないから皆で考えよう」

「むむむ。他力本願は感心しませんねぇ」

「分からないときは素直に分からないと言うのも度胸」

「おおっ、大人っぽい！　私が浅はかでした！」

「ローラさん、アンナさんに言いくるめられていますわよ」

「別に言いくるめてるわけじゃないよ。ほんとだよ」

　アンナの口調が棒読みだったので、ローラはようやく疑念を覚えた。

　しかし彼女の意図が何であれ、『分からないときは素直に分からないと言う』のはよい考えなので、ちゃんと心に刻んでおこう。

「とりあえず、認識阻害の魔法は危険極まるので却下ですわ」

「もちろんです。そしてパジャレンジャーとカミブクロンも正体を隠せません。サングラスすら通用しませんでした……」

「サングラスは試す前から分かってたから」

「世の中の人は洞察力が鋭すぎると思います。ね、ハク」

「ぴー」

　ローラの腕の中でハクはモゾモゾ動きながら応こたえてくれた。

　それが意味を理解した上での返答なのかは分からない。

　しかし反応があったというだけでローラは満足する。

　あとはハクの鳴き声を脳内変換し「そうだ、そうだ」という同意の言葉にしてしまえばいいのだ。

「考えても何も思い浮かばないときは、先人の知恵に頼るしかありません。というわけで図書室に行きましょう」

「また危ない魔法を見つけたらどうするの？」

「前回の反省を踏まえ、今回は魔法以外の手段です！」

　というわけで、ローラたちは再び図書室にやってきた。

　今日も黒髪メガネのの図書委員長はジッと本を読んでいる。まるで置物みたいだ。

「やはり正体を隠すには、変装でしょう。パジャレンジャー、カミブクロンに続く、第三の変装を考えるのです」

「であれば、お可愛らしいのがいいですわ」

「ローラが可愛い格好かっこうしてくれるなら、望むところ」

　どうもシャーロットとアンナは論点がズレたことを言っているような気がする。

　しかしローラも可愛いのは好きなので、特に異を唱えなかった。

「では、手分けして参考になりそうな本を探しましょう」

「わたくしたちは以前にも変装術の本を探していたので、お手の物ですわ」

「……そう言えばそうでしたね……私が魔道書コーナーで本を一生懸命探していたとき、シャーロットさんとアンナさんは私をからかうために変装術の本を探していたんでしたっけ」

「うふふ。そんなこともありましたわね」

「ローラが可愛いのが悪い。それに結局、変装しようとしているんだから、私たちが正しかったとも言える」

「む……？　よく分かりませんが、誤魔化ごまかされているのは分かります」

「そんなことはない。さ、手分けして探そう」

「ローラさんに相応ふさわしい衣装を見つけ出しますわ」

　ローラは釈然としないものを感じながらも、ハクを頭に乗せて図書室をウロウロすることにした。

「ぴー」

　とある本棚の前でハクが声を上げた。

　それは以前、幻惑系魔法大百科を見つけた本棚だった。

「ハク。魔法で正体を隠すのは前回ので懲りたので、その棚は調べなくていいですよ」

「ぴぃ！」

　ハクはローラが止めるのも聞かず、パタパタ羽ばたいて本棚の上のほうに行ってしまった。

　そして前脚で一冊の本を抱きかかえて帰ってくる。

「これは……『今日からできる魔法少女』！　前回ハクが間違って取った本ですね」

「ぴ」

「え？　もしかして間違って取ったんじゃなくて、この本を気に入ってるんですか？」

「ぴ、ぴー」

　そう鳴きながら、ハクは鼻をクンクンさせる。

「確かに本は独特の匂においがしますが……ハクはこの一冊の匂いがお気に入りなんですね」

「ぴー」

　ハクは器用に本を開き、ページに顔を近づけ深呼吸する。

　とても幸せそうな顔だ。

　その開いたページに描いてある絵を見て、ローラはキュピーンと閃ひらめいた。

　そうだ、魔法少女だ、と。
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　魔法少女とは──魔法を使う少女のことである。

　という解説だとローラもシャーロットも魔法少女になってしまうので、もっと細かい定義が必要だ。

　ローラが魔法少女を最初に知ったのは、昔に読んだ絵本だ。

　どこかの町に住んでいた普通の少女が、古代文明が残した杖つえに選ばれ、魔法少女に変身して悪と戦う絵本だった。

　そう。変身である。これこそ魔法少女の定義だろう。

　絵本の他ほかに、小説とか演劇などで魔法少女は登場する。

　それら全ての魔法少女は何らかの方法で変身する。それも可愛らしい衣装に。

「なるほど、魔法少女ですの。それは盲点でしたわ」

「魔法少女のローラ……絶対に可愛い」

「私だけでなく、アンナさんもシャーロットさんも魔法少女になるんですよ！」

　図書室の机で『今日からできる魔法少女』を広げ、ローラたちは次の変装はこれだ、と閣議決定を下す。

「分かってる。割と楽しそう」

「ふふふ。私はゴージャスな魔法少女に変身しますわ」

　皆、かなりノリノリだ。

「ぴー」

　おまけに魔法少女と行動を共にする不思議な小動物もちゃんといる。

　物語に登場する不思議小動物は大抵、古代文明が作ったという設定だが、ハクは古代文明よりも更に昔からいる神獣だ。

　不思議小動物としての資格は十二分にある。

「でも、問題がある。この本は、色んな物語に出てくる魔法少女を紹介してるだけで、魔法少女に変身する方法が書いてあるわけじゃない。だから、衣装は自分たちで用意しないと」

「大丈夫ですよ、アンナさん。こういう時は、シャーロットさんの実家から衣装が出てくるパターンです！　さあシャーロットさん、見せ場ですよ！」

　文化祭のときシャーロットは、実家に余っているメイド服を大量に持ってきてくれた。

　今回もそれを期待したのだが──。

「さ、流石さすがのガザード家も、魔法少女の衣装はありませんわ……！」

「あれ!?　当てが外れてしまいました……どうしましょう？」

「ローラ。さっき私に、他力本願は感心しないとか言ってなかったっけ」

「き、気のせいですよ……！」

　痛いところを突かれたローラは、視線をそらして誤魔化した。

「ローラ、噓うそつき。悪い子。えい、えい」

　アンナはローラのほっぺを指先でつまんできた。


「ひぇぇ……伸ばしちゃ駄目ですよぉ……」



「そうですわアンナさん。ローラさんのほっぺは、わたくしのものですわ！」

「……もう！　そういう会話は飽きました！　そんなことより、魔法少女の衣装をどうするかを真剣に考えましょう！」

　ローラは頭を振ってアンナの手を振りほどき、話を本題に戻す。

「……魔法で制服をパパッと魔法少女に替えられないの？」

「使ったことのない魔法は使いません！　前のようなトラブルはこりごりです！」

「そもそも、仮に服を変化させる魔法を覚えても、先にデザインを決めておく必要がありますわ。いえ……デザインは魔法を使わないとしても必要！　そこでこのシャーロット・ガザードが皆さんの衣装のデザインを──」

「却下です！」

「うん、却下」

「なぜですの！」

　却下されたシャーロットは悲鳴を上げる。

　その瞬間、図書室にいた他の生徒たちが睨にらんできた。

　すると流石のシャーロットも縮こまって大人しくなった。

「ほら。衣装のデザインは魔法少女において一番大切なところですから。もっと上手な人にやってもらわないと。決してシャーロットさんのセンスが壊滅的だと思っているわけじゃないですよ」

「そうそう。シャーロットはオシャレだから。センスは信用してる」

　そうやってローラとアンナがフォローすると、

「まあ、オシャレだなんて……照れますわぁ」

　シャーロットは容易たやすく機嫌を直し、嬉うれしそうに顔を赤くした。

　素直すぎて心配になるほどシンプルな思考パターンをしている。

　しかしシャーロットがオシャレなのは事実だ。そこは噓を言っていない。

　とはいえ、既存の服を組み合わせるのと、ゼロからデザインするのでは、求められるスキルがまるで違う。

　ローラもアンナも以前、シャーロットが描いた絵を見たことがある。

　動揺してしまうくらい下手くそだった。

　もちろん絵とデザインもまた別のスキルなのだが、仮にシャーロットにデザインセンスがあったとしても、それを表現する手段がないのでは意味がない。

　とにかくローラは、年内くらいは平和に過ごすつもりなのだ。

　シャーロットに衣装のデザインをまかせるなんてギャンブルはしたくないのだ。

　では、誰だれに頼もうか。

　ミサキは絵心がある。服のデザインもできるだろうか？

　あるいは何でもできそうな大賢者？

　お金を貯めてプロを雇うべき？

「……あ、そうだ！　お母さんに頼めばいいんです！」

　色々と考えた結果、ローラは最適な結論を導き出した。

「お母さんって、ローラのお母さん？」

「はい！　お母さんは裁縫が得意で、私の服も沢山作ってくれました。なのでデザインセンスもあるはずです！」

「なるほど。それは期待できる」

「ローラさんのお可愛らしい私服は、ドーラさんが作っていましたの？　でしたら、きっと魔法少女的なフリフリ衣装も作れますわぁ～～」

「丁度、明日はお休みです。早速、今からお母さんに頼みに行きましょう！」





※






　ローラの故郷ミーレベルンの町は、王都からだと馬車で丸一日ほどかかる。

　しかしローラたちは、放課後にちょっと行ってみようくらいの感覚で、ぎゅーんと飛んで行けてしまう。

「誰が一番速く辿たどり着くか、競争ですわ！」

　王都を飛び立ち、上空でふわふわしながらシャーロットがまたそんなことを言い出した。

「ええ……シャーロットさん、前にそうやって墜落したじゃないですか。お母さんが受け止めてなかったら、今頃いまごろシャーロットさんは湖の底で魚の餌えさですよ」

「うっ……今日は気絶しない範囲で頑張りますわ。本当ですわ！」

「うーん……そこまで言うなら信じましょう……アンナさんもそれでいいですか？」

「大丈夫。むしろ競争したい。アネモイで風を操あやつる練習をもっとしたいから」

　アンナは魔法剣アネモイに風を発せさせ、ローラたちと同じように飛行している。

　もうすっかり自由自在に飛んでいるように見えるが、もっと上手うまくなりたいらしい。

「やる気満々ですねアンナさん！　じゃあハクは振り落とされないよう、しっかり摑つかまっていてくださいね」

「ぴ！」

　ハクは四本の足で、ローラの髪の毛をギュッと摑んだ。

　ローラたち三人は横一列に並び、ミーレベルンの町の方角を見る。

「それでは、位置について……スタート！」

　ローラの合図で、シャーロットとアンナが同時に前に出た。ローラは自分でタイミングを作ったゆえ、遠慮してワンテンポ遅れて飛び出した。

　そもそも、いくら二人が強くなったとはいえ、単純な速さ比べでローラが負けるはずがない。

　しばらく後ろから観戦し、最後に前に出て勝てばいいのだ。

「ぐぬぬぬぬ、アンナさん、なかなか速いですわ……しかし負けませんわ！」

「シャーロット、無理しないほうがいいよ。前もそうやって『ぐぬぬぬ』と言って魔力が空になって墜おちたんだし」

「今日の『ぐぬぬぬ』はコントロールされた『ぐぬぬぬ』ですわ！」

「そうなんだ」

　見ていると、どうもアンナが優勢な気がする。

　シャーロットが歯を食いしばって飛んでいるのに、アンナは涼しい顔なのだ。

　それにしても、いくらアネモイで風魔法を使えるようになったからといって、シャーロットと同じ速度で飛んで余裕綽々しやくしやくでいられるものだろうか。

　と、ローラが不思議に思っていると、不意にアンナがぐらりと姿勢を崩した。

　そして彼女を覆っていた風が消滅し、速度と高度を落としてしまう。

「アンナさん……？　わっ、アンナさん、もしかして気を失っている!?」

「急にどういうことですの!?」

「実は無理してシャーロットさんについて行っていたとか？　いや、そんな詮索をしている場合じゃありません！　追いかけて受け止めないと！」

「アンナさん、お助けしますわ！」

　ローラとシャーロットも高度を下げてアンナを追いかける。

　だが、このままだと追いつかない。

　ハクをシャーロットに預けて、一気に加速するしかない。

　いや、駄目だ。すぐ近くに町がある。

　ここでローラが速度を上げると、衝撃波で地上に被害が出てしまう。

　とはいえ、放置していればアンナが死んでしまう……。

「って、あの町、私の故郷ですね……」

　アンナはミーレベルンの町に向かって墜落していく。

　それも明らかに、ローラの実家がある辺りに向かっている。

　そしてよく見ると、実家の前でローラの母ドーラが、洗濯物を取り込んでいる最中だった。

「おかーさーん！　アンナさんを受け止めてぇ！」

「無理ですわローラさん！　声が届くよりも先にアンナさんが落下してしまいますわ！」

「で、では、声ではなく剣で語ります！」

　ローラは腰の剣を抜き、そして母親の足下に向かって投げた。

　音速を遙はるかに超えるスピードで剣は飛んでいく。

　だが剣の質量が小さいゆえに、地上を破壊するほどの衝撃波は生まれない。

　剣の落下で、ドーラは空の異変に気付いてくれるはずだ。
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「ふんふんふーん、ふふふーん♪」

　ドーラ・エドモンズは鼻歌を歌いながら、家の前に干していた洗濯物を取り込んでいた。

　空は綺麗きれいな夕焼け。

　その空模様が目の前にある湖に映り込んで、息を呑のむほど美しい。

　冒険者の第一線を退いてから、ずっとこの町で暮らしているが、自然は毎日違った姿を見せてくれて、飽きることはない。

　もちろん、いつかまた戦いの場に出たいとも思っているが……もうしばらく穏やかな生活に浸っている予定だ。

　少なくとも、ローラが学校を卒業するまでは。

「ローラは今頃、何をしているのかしら？　またフラッと友達を連れて遊びに来てくれたら嬉しいんだけど」

　そうドーラが呟つぶやいた瞬間。

　上空から剣呑けんのんな気配が迫る。

「──ッ!?」

　ドーラが見上げると同時に、足下に猛烈な速度で剣が突き刺さった。

　土に深々と突き刺さり、土砂を巻き上げ、小さな穴を空けてしまった。

　それだけでも珍事だが、更に驚くべきことに──剣に続いて女の子も落ちてくる。

　赤い髪の少女。

　ローラの友達のアンナという子だ。

「え、え？」

　不意のことにドーラは慌あわてるが、体は勝手にアンナを受け止める体勢を整えていた。

　なにせ、以前にも似たようなことがあった。

　あのときはシャーロットが墜落してきたが……最近の子供の間では、空から墜落するのが流行はやっているのだろうか。

「気合いの本気モード！」

　ドーラは気合いを入れ、全身からオーラを放つ。

　そしてアンナを胸と腕を使って抱き止める！

　反動で後ろに下がってしまうが、問題ない。

　かつてベヒモスの体当たりを正面から止めたことがある。

　それに比べれば、空から亜音速で落ちてきた少女くらい、どうということもない。

「ふんっ！」

　と、かけ声を出し、わざと仰向あおむけに倒れて力を受け流す。そのままアンナを投げて、湖にポチャンと落とした。

「おかーさーん！」

　そのとき、空からローラが降りてきた。頭の上には白いドラゴン型の神獣ハクがしがみついている。シャーロットも一緒だ。

「ローラ、おかえり。ハクちゃんとシャーロットちゃんもいらっしゃい」

「ただいまー」

「ぴー」

「お邪魔しますわ」

「それで……アンナちゃんはどうして墜落してきたの？　どっちかの背中から落っこちたの？」

「そうじゃないの、お母さん。アンナさんは魔法剣のおかげで自力で飛べるようになったんだけど──」

　ローラが説明している途中、湖からアンナが自力で上がってきた。

　ガタガタガタと全身が震えている。

「寒い……寒い……」

　十二月の湖に突っ込んだのだ。それは寒いだろう。

「ごめんね、アンナちゃん……でも……そうでもしないと勢いを殺せなかったのよ」

「それは分かってる……へっくちゅん！」

　アンナは盛大なくしゃみをし、鼻水をにょろーんと垂らした。

「大変ですわ！　早くアンナさんを温めませんと！」

「着替えも必要です！　お母さん、何か用意して！」

「分かったわ。暖炉だんろに火が付いてるから、とりあえず家の中に入りなさい」

「お世話になります……へっくちゅん！」

　アンナはお礼とくしゃみを同時にしながら、ローラとシャーロットに付き添われ、家に入った。

　ドーラは寝室に行き、タンスから自分のパジャマを取り出す。かなりサイズが違うが、制服が乾くまで我慢してもらうしかない。

　居間に戻ると、暖炉の前で少女三人が座っていた。

　微笑ほほえましい光景だ。

　久しぶりにローラが帰ってきたのが嬉しいし、その友達たちのこともドーラは気に入っている。

　娘が増えたような感覚だ。

「……ところで、この部屋、暑くない？」

　暖炉に薪まきをくべたのはドーラだが、それにしたって温度が上がりすぎだ。

　真夏と大差ない。

「あ、お母さん。ちょっと魔法で暑くしたの。アンナさんが風邪かぜを引かないように」

「へっくちゅん……ご迷惑をおかけします……へっくちゅん！」

　アンナは裸にバスタオルを巻いただけの姿でくしゃみをする。

「アンナさん、お可哀想かわいそうですわ……わたくしが温めて差し上げますわ！」

　シャーロットはアンナにむぎゅーっと抱きつく。

「普段ならうっとうしいと言うところだけど、今だけはありがたい。ぬくい」

「あ、シャーロットさんだけズルいです。私もアンナさん温めます。ぎゅー」

「ぴー」

　ローラは何やら対抗意識を燃やし、同じようにアンナに抱きつく。するとハクも真似まねをしたくなったのか、アンナの頭の上に移動した。

「ぬくいぬくい。皆、ありがとう」

　いつの間にかアンナのくしゃみと鼻水は止まっていた。

　だが、いつまでもタオル一枚で過ごしていたら、本当に風邪を引いてしまう。

「アンナちゃん。これに着替えて。大きくて申し訳ないけど。あと制服を貸して。干しておくわ」

「何から何まで、ありがとうございます」

　パジャマを受け取ったアンナは、頭からすっぽり被かぶる。

　それはワンピース型のパジャマなのだが、袖そでも裾すそも余ってしまい、ずるずる床を引きずることになった。

「予想以上にブカブカだけど、可愛いからこれはこれでアリね」

「流石はローラさんのお母様。激しく同意見ですわ！」

「あら。シャーロットちゃん、いい趣味してるわね」

　ドーラはシャーロットとハイタッチをしてから、アンナの制服を窓際に干した。

　あとは庭に干していたシーツだが……さっき空から落ちてきた剣が巻き上げた土砂で汚れてしまった。明日、改めて洗濯しないと。

　その剣は今、ローラの腰にぶら下がっている。

　犯人は娘だったのだ。

　これは明日の朝、洗濯を手伝わせないと。

「ところでお母さん。お父さんは？　モンスター狩り？」

「そうそう。特に強いモンスターが出たってわけじゃないんだけど、この辺は私とお父さんしか冒険者がいないから。定期的に見回りしないと、知らないうちにモンスターが繁殖しちゃうの」

「そうだよねー。王都は冒険者ギルドがあるから冒険者が沢山いるけど……この町にもギルドを作ればいいのに」

「うーん……実は私と父さんが引っ越してくる前は小さなギルドがあったんだけど……潰つぶれちゃったのよね」

「どうして？」

「そりゃ、お父さんがモンスターを片っ端から倒すから、他の冒険者の仕事がなくなって、冒険者が他の町に行っちゃったからよ」

「あ、そっか……あれ？　じゃあお父さんとお母さんは、モンスターを倒して、誰から報酬をもらってるの？」

「普段は見守りご苦労様って町の人から野菜をもらったり……あのモンスターを倒してくれって頼まれたときはちゃんと現金で受け取るけど」
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「へえ、そうだったんだぁ……でも、それだけで生活できるの？」

「大丈夫よ。昔の蓄えがまだあるから」

　ローラは実家の収入源を知り、感心した声を出す。

　今までお金の話に興味など持たない子だったが、王都で暮らしているうちに、意識が変わってきたらしい。

　脳天気なように見えて、しっかり成長しているのだ。

「それよりも。今日は何の用事？　ただ遊びに来ただけ？　それでも大歓迎だけど」

「半分は遊びだけど、お母さんに作って欲しいものがあるの」

「あら、なぁに？」

「えっとね……魔法少女の衣装！」

「魔法少女って、絵本とかに出てくる魔法少女？」

「そう！　私とシャーロットさんとアンナさんの衣装を作って欲しいんだけど……無理かな？」

　ローラはキラキラした目で聞いてくる。

　シャーロットとアンナも一緒に目をキラキラさせていた。

　これは作ってあげるしかない。

「分かったわ！　あなたたちに似合う魔法少女の衣装を作ってあげようじゃない！　ところで……何に使うの？」

「それは、えっと……」

　饒舌じようぜつに話していたローラが、急に言葉に詰まった。

　まさか、悪いことに使おうとしているのだろうか。

　しかしローラは当然として、残る二人も悪い子には見えない。

　そもそも魔法少女の衣装を、どう悪用しようというのか。

　色々と考えた結果、ドーラは一つの仮説に辿り着く。

「さては……それで正体を隠して、強いモンスターと戦う、とか？」

「凄い！　どうして分かったの!?」

　ローラはあっさり白状した。

　この辺の素直なところは、ちっとも変わっていない。

「そりゃぁ、もちろん。お母さんとお父さんも在学中、あの校則には悩まされたから。お面を被ってモンスターと戦ったり……」

「やっぱり！　あの校則、破りたくなるよね！」

「Ｄランク以下のモンスターと戦うくらいなら、素振りでもやっていたほうがマシよ」

「分かる。弱い者いじめしてるみたいで、何かやだよねー」

「弱いモンスターは弱い冒険者が狩ればよろしいのですわ。わたくしたちのように強い冒険者が強いモンスターと戦わなければ、戦力の無駄遣いというものですわ！」

　シャーロットは拳こぶしを握りしめ、力強く語った。

　ドーラは「そうそう」と頷うなずこうとした。が、しかし大人が率先して校則違反を推奨するのもどうかと思い直す。

　あの校則は確かに邪魔だが、普通の生徒に合わせて作られた校則だ。

　自分たちが大丈夫だからといって、公然と破っていいものではない。

「でも、あなたたちはまだ学生だからね。強さ的には一流でも、何かあったときに責任を取るのは先生たちだから。建物を壊したり、誰かを巻き込んだりするかもしれないでしょ？　だから……ほどほどにね」

「「「はーい」」」

　少女三人は素直に返事をした。

　実際、正体を隠さないとモンスター狩りもできないほど監視されているのでは、嫌でもほどほどになるだろう。

　ドーラは自分の少女時代を思い出す。いつも先生たちがドーラとブルーノの行動に目を光らせていた。

　当時はうっとうしいと思っていたが、今考えると、自分たちは酷ひどい問題児だった。

　きっと、この三人も似たような感じで学校生活を送っているに違いない。

　エミリア先生には苦労をかける。

　今度、改めて挨拶あいさつに伺いたいものだ。

「それでもちろん、今日は泊まっていくのよね？　あとで皆のサイズを測るわよ」

「うん。泊まってくよ。明日も明後日あさつても休みだし！」

「よかったぁ。そろそろ、あなたたちが遊びに来ないかなぁって思ってたのよー」

「そうだったんだ。お母さん、寂さびしがり屋！」

「あら。ローラだって家に帰ってくる口実ができて嬉しいんじゃないの？」

「えへへー」

　ローラは照れくさそうな笑顔を浮かべた。

　あまりにも可愛すぎて、ドーラは抱きついて頰ずりしたい気分になった。

　だが、友達が見ている前で母親にそんなことをされたら恥ずかしいだろう、と遠慮していたのだが。

「ローラさんお可愛らしいですわぁ！」

　シャーロットがローラを抱きしめ頰ずりを始めた。

　先を越されてしまったドーラは、ぽかんとそれを眺める。

「はっ！　ドーラさんが見ている前でわたくしとしたことが！」

　どうやら反射的にやってしまったようだ。シャーロットは恥じ入るように赤くなり、ローラから離れた。

「シャーロットちゃんは本当にローラが好きなのねー。いっそ結婚でもしちゃう？」

「け、けけ、結婚!?　そんな、わたくしとローラさんが結婚！　まだわたくしたちは学生ですので……しかし、ドーラさんがそう言うのでしたら、結婚を前提にしたお付き合いを……」

「もう。女の子同士で結婚できるわけないじゃない、お母さん。シャーロットさんも冗談に付き合わなくていいですよ」

「あんまりイチャイチャしてるから。シャーロットちゃん、からかってごめんね」

「べ、別に構いませんわ……」

　シャーロットは引きつった声を出す。

　本当にローラと結婚したかったのだろうか。いや、まさか。

「おーい、帰ったぞー」

　そこにドーラの夫、ブルーノが帰ってきた。

　彼は背中に大きなカゴを背負っている。中身は沢山の野菜だった。

「お父さん、お帰り！」

「お邪魔していますわ」

「師匠、久しぶり」

「ぴー」

「おう。おまえら来ていたのか！　ローラ、少しは大きくなったか？」

「なってるよ！　多分！」

　そう言ってローラはブルーノの前に立った。

「……お父さんにはあんまり変わらないように見えるが」

「酷い！　入学前に比べたら大きくなったよ、小指の爪つめくらい！」

「小指の爪じゃ分からんぞ」

「じゃあ、来年は一気に頭一つ分くらい伸びる！」

　ローラはつま先立ちになり、自分を大きく見せようと頑張る。それでも小さいのが可愛い。

　そんなローラを、ドーラだけでなくシャーロットとアンナも微笑ましく見ていた。暖炉の前で一体感が生まれていた。

「ハク。私の頭の上に来るのです！」

「ぴぃ」

　暖炉の前で丸くなっていたハクは、パタパタと羽ばたいてローラの頭部に着地した。

「ほら。ハクの分、大きくなったよ、お父さん！」

「それは……大きくなったと言わないぞ」

「ぐぬ……私とハクは一心同体だから、ハクが乗っかったら私が大きくなったのと同じなの！」

「ぴー？」

「そのハクが不思議そうな声を出してるんだが、本当に一心同体なのか？」

「おおむね！」

　おおむねレベルの一心同体では、身長が大きくなったとは誰も認めないだろう。

　ローラもそれを自覚しているのか、ヤケクソのようにぴょんぴょん飛び跳ねた。

「ジャンプしたら！　お父さんより！　大きいから！」

「分かった、分かった。ところで母さん。皆から野菜をもらってきたぞ。丁度よくローラたちもいるし、鍋なべにしないか？」

「いいわ。やっぱり冬は鍋ねー」

「えー、オムレツじゃないの？」

「オムレツ以外も食べなきゃ大きくなれないって、いつも言ってるでしょ？」

「むー、分かった。お母さんの料理はオムレツ以外も美味おいしいから、何でも食べる」

　ローラは嬉しいことを言ってくれる。料理を作る者として、こんなにありがたい言葉はない。

　これは腕によりを掛けて作らないと。
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「なるほど。あの校則か。あれには俺おれと母さんも苦しめられたもんだ。普通の生徒が粋いきがって強いモンスターにかかっていくのを防ぐために必要だと分かっちゃいるんだがな」

　鍋を食べながらローラたちが今日ここに来た理由を説明すると、ブルーノは懐なつかしげに言った。

「師匠とドーラさんは、どうやって先生たちの目を欺いたの？」

　アンナはそう質問してから大根をモグモグした。

「確かに、興味ありますわ！」

　シャーロットも鶏肉とりにくにフォークを突き刺しながら言った。

「どうやって、と言われてもな。そんな本気で誤魔化してなかったよな？　バレて先生たちに止められそうになったら、力尽くで強行突破して──」

「ちょっと、お父さん。そういうことをローラたちの前で言わないの。教育に悪いでしょ。ローラ、シャーロットちゃん、アンナちゃん。私たちの真似をしたら駄目だからね？　私たちは何というか……あまりよろしくない生徒だったから」

「ああ、うん。そこは何となく分かってるから、言われなくても真似しないよ」

　ローラが椎茸しいたけをハクに食べさせながら言うと、両親は残念そうな顔をした。

「ローラがちょっと冷たい反応だわ……」

「悲しいなぁ……昔はもっと、お父さんとお母さんのやることに何でも感心してたのになぁ……」

「そんなこと言われても……」

　ローラとて、いつまでも子供ではいられないのだ。

　いや、今も子供かもしれないが、子供レベル１から子供レベル２くらいには成長しているのだ。

　親のやったことだから全肯定という精神構造は、とっくの昔に卒業している。

　もちろん、両親を嫌いになったというわけではない。

　むしろ、親元を離れて生活し、より一層、そのありがたみを知った。

　その上で、駄目なところは駄目だと判断できるようになったのだ。

「冗談、冗談。ローラが少しずつ大人になっているのは分かってるもの。私とお父さんが学生だった頃より、ずっとしっかりしていると感心しているくらい。ね、お父さん」

「お、おう……？」

　ブルーノは曖昧あいまいな返事をしてから、ニンジンをパクパク食べた。

　もしかしたら、堂々と校則を破ってこそギルドレア冒険者学園の生徒──なんてことを思っていたのかもしれない。

　しかしローラたちはそこまでの度胸がないのだ。ブルーノには申し訳ないが、コソコソと校則を破ることにする。

「ふぅ……大変美味しかったですわぁ」

「美味しかった上に、野菜が沢山で体にいい。オムレツばかり食べているローラも、これでバランスが取れたはず」

「べ、別にオムレツばかり食べているわけじゃありません！」

「そんな、必死にならなくても、ローラがオムレツばっかり食べてるのは分かってるから大丈夫よ」

　ドーラが微笑みながら言う。

「そうそう……って、違うってば！　他の物も食べてるから！　本当に！」

　噓ではない。

　秋はオムレツをお休みして、焼き魚やキノコなどを中心に食べていた。

　最近はまたオムレツに戻っているが……オムレツばかり、というのは間違いである。

「はいはい。分かってる分かってる。それはそうと。魔法少女の衣装を作るために、サイズを測るわよ。お父さん、皿を洗っておいてね」

「何だと？　俺もローラたちと遊びたいぞ！」

「女の子のサイズを測るのにまざっちゃ駄目でしょ！」

「それは、確かに……」

　ドーラに一喝されたブルーノは、大人しく引き下がった。

　きっとブルーノは、ローラたちと剣を交えたり、筋トレしたりしたかったのだ。

　それが体のサイズを測るという乙女おとめチックなことを言われ、どうしていいか分からなくなったのだろう。

　ブルーノはムスッとした顔で、皆の食べ終わった皿をキッチンに運んで洗い始めた。

　それを横目で見ながら、ローラたちはクスクス笑って、二階に移動する。

　ローラの部屋で体のサイズを測り、それが終わると女性全員でお風呂ふろに移動する。

「ぴー」

　神獣ハクも一緒だ。

　お風呂の釜かまにはまだ火をつけていなかったが、ここにはローラとシャーロットがいる。

　水を熱くするくらい、一秒もかからない。

　そこまで広くない湯船だが、代わりばんこに入って、体を洗いっこする。

「あ。思いつきで来たので、パジャマを持ってきていませんわ！」

「そんなことだろうと思って、私のパジャマを用意しておいたわ。アンナちゃんと違って、シャーロットちゃんはサイズが近いでしょ？」

「助かりますわぁ」

　シャーロットはアンナと似たようなパジャマを着る。

　確かにサイズはピッタリだった。裾を引きずるようなことはない。

　ちなみにローラは、実家に残していた自分のパジャマを着た。

　入学前の物なのでサイズが合わない……ということもなく、ピッタリだった。

　そのことにローラは少し頰を膨らませる。

「ローラは王都に引っ越してから成長が遅くなったわねー。好きなものばかり食べてるからじゃないのー？」

「そんなんじゃないもん。来年一気に大きくなるために、栄養を貯めてるんだよ」

　そんな誰もだませないような言い訳をして、ローラはハクを抱きしめて脱衣所を出る。

　居間のテーブルでは、ブルーノがウトウトしていた。

　モンスター狩りをした上に皿洗いをやらされたのだから、疲れて当然だ。

「お父さん、お休みー」

「ぴー」

「おう……おやすみ……」

　かろうじてブルーノは返事をしてくれた。

　ローラはタタタと二階の自分の部屋に行く。

　そのあとをシャーロットとアンナが追いかけてきた。

「相変わらず、ローラの実家のベッドは大きい。三人でも余裕」

「わたくしたちのために作られたとしか思えませんわぁ」

「このために作られたかどうかは分かりませんが、広いのはいいことです。ところでお母さんは？」

「魔法少女のデザインをすると言っていましたわ」

「おお、さっそく！　じゃあ私たちは、いつでも魔法少女になれるよう、ぐっすり寝ましょう」

「ぴー」

　適当な理由をつけて、ローラはベッドに潜り込んだ。

　シャーロットとアンナも異論はないらしく、ローラの左右にくっついた。

　特にアンナは気絶するくらい全力で飛んだので、疲れているだろう。

　すでに半目になっている。即座に眠ってしまいそうだ。

　それでも、ちゃんとケラウノスとアネモイを二階のこの部屋まで運んできて壁に立てかけてある。偉い。

　──ブゥゥゥン。

　──ぶぅぅぅん。

　二本の刀身から、嬉しそうな音が鳴る。

「ぴ、ぴー」

　なぜだかハクがそれに応えた。

　何を言っているのかローラにはサッパリ分からないが、人外同士、通じ合うものがあるのかもしれない。

　古代文明の剣と、神獣。

　まるで別種の存在だが、だからこそ仲良きことは素晴らしい。

　などと思っていると、ローラは眠くなってきた。

　いつの間にか、シャーロットとアンナが左右で寝息を立てている。

　ハクも布団ふとんにもぞもぞ入ってきて、頭だけ出して目を閉じた。

「じゃあ……私も寝ます……おやすみなさい……」

「ぴぃ……」

　それから部屋で音を発する者はなく、朝までローラはぐっすり熟睡した。





※






「ローラ。シャーロットちゃん。アンナちゃん。起きて。完成したわよ」

「う、うーん……朝ご飯……？」

　母親に揺すり起こされたローラは、目を擦りながら大きなアクビをする。

　壁の時計を見ると、まだ七時。

　休日だというのに、学校がある日と同じ時間に起きてしまった。

「何言ってるのよ。魔法少女の衣装よ。頑張って徹夜で作ったんだから。早速、着てちょうだい」

「え……!?　もう完成したのっ？」

「お母さんは昔、スカイフィッシュよりも速い槍やりさばきと言われていたのよ。それと同じ速さで手を動かせば、一晩で楽勝！」

「凄い……！　何週間もかかると思ってたのに……」

「一刻も早くあなたたちの魔法少女姿が見たくって」

　それにしたって速すぎる。

　もちろん、ありがたい話だが、ローラは母親の体調が心配になった。

　しかし顔色はいいし、声も元気潑剌はつらつだ。

　Ａランク冒険者の体力は伊達だてではないということだろう。

「むにゃむにゃ……おはようございますドーラさん……」

「もう朝なの……？　せっかくローラを眺める夢を見ていたのに……」

「アンナさん、何なんですか、その変な夢は」

「おはよう三人とも。ほらほら。どう？　可愛いでしょー？」

　ドーラはベッドの上に並べていた魔法少女の衣装を手に取り、誇らしげに見せてきた。

　ふりふりで、ひらひらだ。

　期待していた以上に可愛い！

「す、素晴らしいですわ！　一瞬で目が覚めてしまいましたわ！」

「早速、着てもいいの？」

「もちろんよ。そのために起こしに来たんだから」

「お母さん、私のはこのピンクのやつ？」

「この紫色のが私の？」

「わたくしのは落ち着いた感じの深緑ですわぁ。大人っぽくて素敵ですわぁ」

　ローラたちは大喜びで魔法少女の衣装に着替える……否いな、変身する。

「じゃじゃーん！　なんと私は魔法少女ローラだったのです！　クラスの皆には内緒ですよ！」

「魔法少女ゴージャス・ゴシック・シャーロット、見参ですわ！」

「魔法少女アンナ……ちょっと恥ずかしいけど、頑張る」

　制作者であるドーラに見せつけるため、ローラたちはポーズを取った。

　ところが、いつの間にかドーラの姿が部屋から消えていた。

「ぴー？」

　目覚めたハクが、魔法少女の姿でポーズを決めているこちらを不思議そうに見つめてくる。何だか空むなしい。

「お母さん、どこに行ったんだろう？」

　あれだけローラたちの魔法少女姿を見たがっていたのに。トイレを我慢できなくなったのだろうか。

　待っていれば、そのうち帰ってくるだろうと思った刹那せつな、ドアを開け放って帰ってきた。

　そのドーラもまた、魔法少女だった。

「じゃじゃーん！　魔法少女ドーラよ！」

「わっ、お母さん、自分の衣装まで作ってたの!?」

「ふふふー、あなたたちのを作っていたら、私も魔法少女になりたくなっちゃって」

　そう言ってドーラはくるりと回転し、オレンジ色のスカートをふわりと広げる。

「お、お可愛らしいですわ！　流石はローラさんのお母様。大人になっても少女のままですわぁ！」

「ローラをそのまま大きくした感じ。凄い。でも、ドーラさんって魔法使えるの？　魔法使えなきゃどんなに可愛くても魔法少女じゃないと思うんだけど……」

「気合いの本気モードが強化魔法らしいから、一応、魔法少女と名乗ってもいいんじゃないかしら？」

「確かに！　じゃあお母さんも入れて四人で魔法少女のチーム結成！　そしてハクは不思議小動物！」

「ぴー」

　呼ばれたハクはローラの頭の上に移動する。

　これで魔法少女ローラは完全体だ。

　あとはモンスターと戦うだけである。

「さあ、出陣ですよ！」

「あら、ローラさん。年内は大人しくしている予定では？」

「大丈夫です。ちゃんと校則を守ってＤランク以下のモンスターと戦います。あくまで魔法少女の姿で戦いたいだけです」

「この姿で外に出るのはかなり恥ずかしいけど……皆と一緒ならきっと大丈夫」

「ぴ！」

　というわけで、魔法少女四人はタタタタと階段を降り、家の外に飛び出した。

　庭ではブルーノが素振りをしていた。

　彼は自分の妻の姿を見て、ギョッとした顔になる。

「おいおい……自分の歳としを考えろよ！」

「歳なんて関係ないわ！　変身した私は永遠の十七歳！　喰くらえ、マジカル気合いの本気モードパンチ！」

「ぐえっ！」

　歳のことをツッコまれたドーラは、ブルーノのみぞおちに強烈なパンチを突っ込む。

　あまり魔法少女っぽくない技だ。マジカルという言葉が空しく響く。

「ごめんなさいお父さん……私は魔法少女として戦いに行かなきゃならないの……家の掃除と洗濯をお願いね……」

　ドーラは最終決戦に赴く主人公のような口調で語る。

　悲壮感が漂うほどの名演技だが、何のことはない。ただ家事を夫に押しつけただけだ。

　マジカル気合いの本気モードパンチでブルーノが悶絶もんぜつしている隙すきに、魔法少女四人は森へと走り始めた。

「モンスター♪　モンスター♪　出ておいで～～攻撃魔法で一撃です～～♪」

　ローラは先頭に立ち、適当に歌いながらズンズン進んでいく。

「ローラさん、そんな歌だと、逆にモンスターが逃げるのではありませんの？」

「一撃必殺されると言われて出てくるモンスターはいない」

「ど、どうせ人間の言葉なんて分からないので大丈夫ですよ！」

　と、ローラは弁明する。

「でもローラ。そんな大声で歌っていたら、言葉が通じなくても弱いモンスターは逃げちゃうわよ。逆に強いモンスターを呼び寄せちゃうし」

　ドーラが指摘してくれた。

「むぅ……じゃあ小声で歌う……」

「あ、歌うのはやめないのね」

　ローラは意地を張って歌い続けた。

　が、数分で飽きたので、やっぱりやめることにした。

　そして四人は森の中をウロウロし、決めポーズの練習などをしながらモンスターを探す。

「もう二時間くらいウロウロしたのに、モンスター出てきませんねぇ」

「もしかして、町の周りのモンスターは、師匠が全部倒しちゃった？」

　アンナが呟くと、ドーラが手のひらをポンと叩たたいた。

「あ、それね。昨日、見回りしたばかりだし。生き残ったモンスターも逃げたと思うから、しばらくこの辺りは平和よ」

「平和なのはよろしいですが、わたくしたちの目的を果たせませんわ」

「じゃあ、ちょっと遠くに行きましょう。もし間違って大型モンスターと戦うことになっても、お母さんがトドメを刺せば校則違反にはなりません！」

「そうね。私は永遠の十七歳だけど、生徒じゃないから平気よ」

「お母さん、頼もしい！」

　方針が決まったので、ローラたちはテクテク歩きをやめ、シュパパパと素早く走り始めた。

　そして三十分ほど走った先で、ズシンズシンと地面が揺れているのを感じる。

「これは明らかに大型モンスターの気配です」

「大当たりですわぁ」

「もしかして、また真紅しんくの盾が襲われていたりして」

「あら。真紅の盾って王都で有名なパーティーでしょ？　それがどうしたの？」

「あのね、不思議なことにね。私たちがモンスター狩りに行くと、真紅の盾が大ピンチになってる場面に出くわすの。今まで何回助けたっけ……覚えてないくらい」

「へぇ……じゃあ今回もいるかしら」

　魔法少女四人は、音がする方角に向かって進んだ。

　そして茂みから顔を出して、どんな状況なのか探る。

　そこには泉があった。

　深い森の奥にぽつんと湧わき出た泉というのは、何となく幻想的なおもむきがある。

　しかし、その近くに巨大なザリガニがいたので、雰囲気が損なわれていた。

　学校の教室からはみ出してしまいそうなほど大きい。

　もともとザリガニに幻想的なイメージなどないが、ここまで大きくなるとグロテスクですらあった。

　そんな巨大ザリガニと対峙たいじする、水色の髪の女性が一人いた。

　メガネをかけたその横顔に、ローラは見覚えがある。

「なんと。エミリア先生じゃないですか」

　茂みの中から、ローラは小声で呟く。

　まさか、こんなところで担任と出くわすとは思っていなかった。

　エミリアはまだローラたちに気付いておらず、巨大ザリガニと睨み合っている。


「ザリィィィィィッ！」



　巨大ザリガニがハサミを広げて威嚇いかくした。

　その瞬間、エミリアはザリガニよりも更に大きな炎の精霊を召喚。体当たりにより、ザリガニを丸焼きにしてしまった。

「おお、流石はエミリア先生。凄い魔力です」

「改めて見ると強い。ケラウノスとアネモイを使っても、まだ勝てないかも……」

「わたくしは勝つ自信がありますわ。どんな攻撃も当たらなければどうということはありませんわ」

　シャーロットは自信たっぷりに言う。

　なるほど。確かにシャーロットの、なんちゃらディメンション・バリヤーは強力だ。空間を歪ゆがめて攻撃をそらすのだから、火力で突破するのは不可能である。

　だがディメンション・バリヤーは、シャーロットの集中力をガリガリ削っていく。

　実際、夢の世界の戦いで、アンナは圧倒的手数でディメンション・バリヤーを破り、相打ちに持ち込んだ。

　エミリアはそのアンナよりも戦いの経験が豊富だ。

　となれば当然、ディメンション・バリヤーの弱点を看破し、シャーロットの集中力の隙を突いてくるだろう。

「……あら？　ローラさん？」

　巨大ザリガニを倒したエミリアは、ようやく茂みの中から顔を出すローラたちに視線を向けた。

「奇遇です、エミリア先生。モンスター狩りなんて珍しいですね」

「たまには冒険者らしいことをしないと腕が鈍るかと思って。そういうローラさんたちは？」

「私たちはですね……じゃじゃーん！」

　ローラは茂みから飛び出す。残りの三人もそれに続き、皆でさっき練習していたポーズを決める。

「私たちは魔法少女に変身し、モンスターと日々戦っているのです！　クラスの皆には内緒ですよ！」

「ドラゴンでもドンと来いですわ！」

「あらゆる敵を一刀両断」

「永遠の十七歳！」

「ぴー！」

　それぞれ好き勝手な台詞せりふを吐き終わると、ローラの魔力で背後に爆発を起こした。

　格好いい。

　まるで本物の魔法少女の登場シーンみたいだ。

　ローラはそう自画自賛していたのだが、エミリアはどう反応していいのか分からないという顔をしている。

「あ、あれ……？　ウケがよくないですね……」

「ウケっていうか……まあ、ローラさんたちはいいとして……ドーラさんまで……」

　エミリアは苦笑いしながらドーラを指差した。

　そのあと、沈黙が流れる。

　確かに冷静に考えると、いい歳をした一児の母が魔法少女の格好をして「永遠の十七歳」と言い出したら、かなりイタイかもしれない。

　いや、かもしれないというより、確実に恥ずかしい。

　魔法少女の衣装が完成した喜びでハイテンションになっていたが、他人から指摘されると、一気に冷静になってしまう。

「あ、あわわわ……娘の担任に見られた……エミリア先生、このことは忘れて！」

　ドーラは急に真っ赤になり、ローラの後ろに隠れた。

　しかし「見られた」のではなく自ら飛び出して見せつけたのだ。

　忘れろと言ったところで、インパクトがありすぎて不可能だろう。

「いや、あの……ドーラさんの見た目はお若いので……十七歳に見えますから、大丈夫でしょう……趣味は人それぞれですし……」

　エミリアはフォローしてくれた。だが棒読みだった。

　ドーラは「ああっ！」と叫んで頭を抱える。

「こうなったら……エミリア先生も巻き込むしかないわ！　覚悟！」

「え、ちょっとドーラさん!?」

　どこに隠していたのか、ドーラはロープを取り出し、恐るべき速度でエミリアをぐるぐる巻きにしてしまった。

　同じＡランク冒険者でも、やはりドーラのほうが格上らしい。エミリアはまるで反応できていなかった。

　そしてドーラは、エミリアを縛り上げて担ぐと、ズダダダと土煙を上げて走り出してしまった。

「お母さん、どこに行くの!?」

「ドーラさんがご乱心ですわ」

「エミリア先生が誘拐されちゃった。追いかけよう」

「ぴー」

　ローラは「仕方ないなぁ」とため息をつき、母親のあとを追った。

　それにしてもエミリアは、魔法少女に変身したローラたちの正体を一目で見破ってしまった。相変わらず、凄い推理力である。





※






　ドーラはもの凄い速さで走ったので、足跡がくっきり残っていた。

　それは足跡というより、破城槌はじようついを地面に打ち込んだかのような穴だった。

　それを辿っていくと、ローラの実家に辿り着いた。

「おい。母さんがエミリア先生を担いで帰ってきたぞ。どうなってるんだ？」

　庭にいたブルーノが、怪訝けげんそうに尋ねてくる。

「えっとね。エミリア先生と森の中で偶然バッタリ会って。それで、恥ずかしくなったお母さんがご乱心なんだよ」

「なるほどな……おおむね理解した。だからやめろって俺は言ったんだ」

　ブルーノは心底呆あきれた声を出し、また素振りを始めた。

　どうやら家の中で何が行なわれているのかには興味がないようだ。

　だがローラとしては、自分の母親が担任に危害を加えるようなことになりはしないかと気が気でない。

「ああ、ドーラさん、やめてください！　誰にも言いませんから……そ、それだけは！」

「よいではないか！　よいではないか！」

　家の中からエミリアの悲鳴と、ドーラの悪役のような台詞が聞こえてくる。

　これは大変だとローラ、シャーロット、アンナは玄関から飛び込む。

　すると居間でエミリアが水色の魔法少女になっていた。

「うぅ……文化祭のときといい……何でこの歳でこんな格好しなきゃいけないの……」

　エミリアは短いスカートを押さえ、半べそになっていた。

　しかし──。

「エミリア先生、めちゃくちゃ可愛いじゃないですか！　どうしたんですか、この衣装」

「ふふふ。実は学長先生用に作っておいたのよ。お土産に持たせようと思って。それがこんな形で役に立つなんてね……さあ、エミリア先生。これであなたも共犯者よ！」

「な、何を訳の分からないことを……脱ぎます！」

「ああ、可愛いのにもったいない……！」

　ドーラは狼狽ろうばいし、あたふたと手を動かす。

「そうですわ。第五の魔法少女になれますわ」

「きっと生徒の人気が更に高まる」

「そんな人気はいりません！」

　皆が止めるのも聞かず、エミリアは元の服に着替えてしまった。

「魔法少女エミリアが、何の変哲もないエミリア先生に戻ってしまいました……がっかりです……」

「いくらでもがっかりしなさい！　変な期待をされても困るわよ！」

　エミリアは学校にいるときのように怒り出す。

　魔法少女の服を着せたのはローラじゃないのに。理不尽だ。

「私は帰ります。ドーラさんの趣味は誰にも言わないので、ご安心を！」

「あ、待って、エミリア先生。せっかくだから、この衣装、持って帰って。いざというとき、役に立つかもしれないわ」

「これが役に立つ、いざというときなんてあるんですか!?」

「人生何があるか分からないじゃない？　ほら、急に魔法少女に変身したい気分になるかもしれないし？」

「そんな気分にはなりませんから！　絶対に！」

「まあ、そう言わずに。いらないんだったら学長先生にあげちゃってもいいから。もともと、そのつもりで作ったんだし」

「……分かりました。そういうことでしたら……学長に渡すために受け取るんですよ。私は着ませんからね！」

「分かってる、分かってる」

　ドーラは水色の魔法少女衣装を紙袋にいれ、エミリアに渡した。

　エミリアはそれを、いかにも渋々という感じで受け取り、家を出て行った。

「学長先生はあの衣装、気に入ってくれるかなぁ？」

　ローラはドーラに話しかける。

「学長先生はノリがいいから、喜んで着るでしょ。でも、もしかしたら学長先生の手には渡らないかも」

「え、どうして？」

「だってエミリア先生。私が見る限り、そんなに嫌がってなかったもの。あれはポーズよポーズ」

　ドーラはニヤリと笑いながら言った。

「……そうでしょうか？　わたくしには本気で嫌がっていたように見えましたが」

「同じく」

「それはあなたたちが子供だからよ。私の目に狂いはないわ。というわけで、エミリア先生のあとを追いかけましょう。見つからないようにこっそりと──」





※






　エミリアはドーラから受け取った紙袋を抱きかかえながら、空を飛んでいた。

　娘と同じく困った母親だなぁ、とため息をつきながら。

　もっとも、この水色の衣装そのものは、いいデザインだ。

　エミリアとて子供の頃は魔法少女に憧あこがれていた。

　変身して悪と戦いたいなんて思っていた。

　その夢が思いがけず実現しそうになってしまったが……いくらなんでも、この歳になってから魔法少女はイタい。

　ドーラはローラをそのまま大きくしたような姿なので許されるかもしれないが、エミリアはちゃんと大人なのだ。

　いくら衣装があっても、いくら悪と戦える力を持っていても、魔法少女には今更なりたくない。

「……でも。学長に渡す前に、もう一回くらいは着てもいいかしら……？」

　似合うとか似合わないとか。

　歳がどうとか。

　そういうのは抜きにして。

　憧れだった魔法少女になる機会なんて、おそらく一生ないのだし。

「森の中なら誰にも見られないし、ちょっとだけ、ね」

　エミリアは高度を落とし、地面に降り立った。

　この辺りは町も村もなく、何かの素材が採れるわけでもない。人が来ることなどありえないはずだ。

　一応、キョロキョロと見回し、誰もいないことを確認する。

「よし！」

　意を決して魔法少女に着替える……否、変身した。

「魔法少女エミリア推参！　私がいる限り、悪は栄えないわ！」

　そして子供の頃、何度も練習した決めポーズを取り、誰もいない森に向かって台詞を放った。

　すると、誰もいないはずの茂みの中から、ハクを載せたローラの頭がぴょこっと飛び出したではないか。


「──ッ？　ッッッ!?」









[image: ]







　エミリアは冗談抜きで心臓が止まるかと思った。

　少なくとも呼吸は本当に止まった。

　そしてローラに引き続き、シャーロット、アンナ、ドーラも現われる。

「エミリア先生。実は魔法少女になりたかったんですね。お母さんが言っていたとおりでした！」

「そんなコッソリやらずとも、わたくしたちの仲間になればよろしいですわ」

「でも、隠れてコソコソしているエミリア先生も可愛い。はなまる」

「うふふ……さあ、エミリア先生。これであなたも共犯……一蓮托生いちれんたくしよう！　大人の魔法少女よ！」

　ドーラはこれでもかというくらいニヤニヤ笑いながら言った。

　エミリアは完全に言葉を失った。

　なにせ、さっきドーラを露骨に馬鹿ばかにするような態度をとったのだ。それなのに、自分もこうして魔法少女になっている。

　弁解の余地など微塵みじんもない。

「ああ……ああああっ！」

　エミリアは涙を流して叫んだ。

　こうなったら全てを焼き払い、自分も死ぬしかない。

　魔力を全力解放。

　魔法少女エミリアは悪墜あくおちする──と、幸か不幸か、そこまで自暴自棄になることもできず、ただうなだれることしかできない。

「エミリアせんせー、元気出してください。言っておきますけど、今度ばかりは私のせいじゃないですよ。正真正銘、エミリア先生が自分の意思で魔法少女になったんですから。さ、仲間になりましょう！」

「もう、どうにでもして……」

　こうしてエミリアは五人目の魔法少女になった。

　めでたし、めでたし。











あとがき









　どうもお久しぶりです。年中麦茶太郎です。

　魔法適性９９９９も六巻を無事に出すことができました。書き始めたときはまさかこんなに長く続くとは思っていませんでした。

　長く続けられたのは読者の皆様のおかげです。これからもよろしくお願いします。




　そして、この六巻とほぼ同時に、マンガ版の一巻も発売されるそうです。

　マンガですよ、マンガ。

　自分が書いた小説が出版されているだけでも夢のようなのに、マンガ！




　ドラゴンエイジでの連載が決まったと連絡を受けたときは半信半疑で、いざ連載が始まっても半信半疑で、そしていまだに半信半疑です。

　おそらく書店に単行本が並ぶまで半信半疑なのでしょう。

（だってマンガだぜ!?）




　マンガは小説と違って全てのシーンに絵があるので、ローラちゃんたちの可愛らしさや、バトルシーンの迫力が原作とはまた違った演出になっています。

　ぜひともマンガ版を買って、原作の一巻と読み比べてみてください。




　さて。今巻の内容ですが、五巻でアンナが手に入れた魔法剣の試し切りの相手を探すため、ローラたちが四苦八苦する物語になっています。

　表紙のいつもと違う三人の服装は、作中でもちゃんと着ています。どんなシーンで着ていたかは……すでに本文を読んだ人は知っていますよね。まだの人は読んで確かめてみてください。それからエミリア先生が文化祭に引き続き、またまた大変な格好をさせられたり!?




　それにしても表紙イラストの可愛らしいこと！　りいちゅ先生は今回も最高の仕事をしてくださいました。

　編集のまいぞー様にもいつものようにお世話になりました。

　今後ともよろしくお願いします。




　では皆さん。七巻で再会しましょう！







著者

年中麦茶太郎

　この六巻とほぼ同時にマンガ版の単行本も発売されるようです。

　マンガになったローラちゃんたちの活躍もよろしくお願いします！




イラストレーター

りいちゅ

　フリーのイラストレーターです。

　この６巻が発行されるときには温泉に行っていたい…[image: ]




「eterna-radiare」というサークルで同人活動も行っております。

　Twitter：rityuiate / Pixiv：159905








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「年中麦茶太郎先生」係

「りいちゅ先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡノベル

剣士を目指して入学したのに魔法適性９９９９なんですけど！？６


年中麦茶太郎
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